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学校コード F113310103732

設置年度 令和 ４年度

計画の区分： 学部の設置

成蹊大学 経済学部

　　　職名・氏名

　　　電話番号　　 0422-37-3531

　　　（夜間）　　 0422-37-3531

　　　ｅ－mail　　 kikaku@jim.seikei.ac.jp

届出

令和４年５月１日現在 

【届出】設置に係る設置計画履行状況報告書

学校法人　成蹊学園

【認可】設置に係る設置計画履行状況報告書

　　　　　　　　　　　　　　　注１

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　作成担当者

　　　　　当該番号を記載してください。

　　担当部局（課）名　　　学長室総合企画課

　　　　　・大学院設置の場合：「○○大学大学院」

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　例）　○○大学　△△学部　□□学科

　　　　　　　　　　　　（旧名称：◇◇学科（平成◇◇年度より学科名称変更））

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には、表題には現在の名称を記載し，その下欄に

　　　　　（　　）書きにて、設置時の旧名称を記載してください。

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　　　https://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/mext_01087.html

　　　　　なお、該当がない場合は、本番号は学校基本調査での「学校コード」と同様の番号ですので、

　　　　　・大学院の研究科の専攻の設置等の場合：「○○大学大学院　○○研究科　○○専攻（修士課程）」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　３　学校コードについては、以下URLを確認の上、該当番号を記載してください。

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　　　・大学の設置の場合：「○○大学」

注３

注2

https://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/mext_01087.html
https://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/mext_01087.html
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＜経済数理学科＞
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ ツクダ　カズオ） （ コバヤシ　ケン ）

佃　和夫 小林　健

（平成19年３月就任） （令和３年４月就任）

（ キタガワ　ヒロシ） （モリ　ユウイチ）

北川　浩 森　雄一

（平成28年４月就任） （令和４年４月就任）

（ オダ　ヒロノブ）

小田　宏信

（令和２年４月就任）

（ ヨシダ　ヨシヒロ）

吉田　由寛

（令和２年４月就任）

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　（例）令和３年度に報告済の内容　→（３）

　　　　　　令和４年度に報告する内容　→（４）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　　記入してください。

　　　・大学院の場合には、「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学校法人　成蹊学園

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　成蹊大学

　　　　東京都武蔵野市吉祥寺北町３丁目３番１号

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合、本部の位置を（　）書きで記入してください。

（２） 大　学　名

　　　〒180－8633

（３） 調査対象大学等の位置

　　　　ください。

理 事 長

（４） 管理運営組織

学 部 長

学科長等

任期満了のため交代
令和3年4月1日（３）

学　　長

職　　名

任期満了のため交代
令和4年4月1日（４）
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（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試

　　　　区分ごとではありません）。

　　　・　なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位

　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」）のほか、それらのコースや専攻単位でも記載したものを、

　　　　別ファイルにて提出してください（作成方法は、事務連絡「令和４年度の履行状況報告書の提出について（依頼）を
　　　　確認してください）。

　　　・　様式は、平成３０年度開設の４年制の学科の完成年度を越えて報告する場合（令和４年度までの５年間）ですが、
　　　　完成年度を越えている場合は別途ご連絡ください。

　　　・　留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により、我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　

　経済学部

　 経済数理学科

　学士（経済学）

年 人 人 人

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

― ― ― ― 783 ― 1135 ― 846 ―

(　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　)

[ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ]

― ― ― ― 742 ― 1096 ― 810 ―

(　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　)

[ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ]

― ― ― ― 229 ― 300 ― 301 ―

(　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　)

[ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ]

― ― ― ― 87 ― 81 ― 75 ―

(　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　)

[ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ]

入学定員超過率
Ｂ／Ａ

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　（　 ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には、((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年度には

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　転入学生は記入しないでください。

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した入学定員、入学者数で算出

　　　　してください。なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には、開設年度から報告年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。なお、完成年度を越えて報告書を提出する大学等は、

　　　　報告年度（令和４年度）から起算した修業年限に相当する期間の入学定員超過率の平均を記載してください。

　　　・「開設年度から報告年度までの平均入学定員超過率」は、完成年度を越えて報告書を提出する大学等のみ

　　　　記入してください。完成年度を越えていない場合は「－」を記入してください。

80

( 　― 　) ( 　― 　)

― 1.08

( 　― 　)

[ 　―　 ] [ 　―　 ] [ 　―　 ]

― 80

（５）　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

　　　　（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

（注）・　定員を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号

経済学関係

年次

編入学定員 収容定員

　　　・　基礎となる学部等がある場合には、「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。

調査対象学部等の
名称（学位）

学位又は学科
の分野

設 置 時 の 計 画

修業年限 入学定員
備　考

学生募集の停
止について

4 80 ― 320

1.00倍 ―倍

　 　 ・　学生募集停止を予定している場合は、「学生募集の停止について」で「新規入学者を募集停止予定」を選択すると
　　　　　ともに、「備考」に「令和○年度から学生募集停止（予定）」と記載してください。

Ｂ　 入学者数

( 　― 　)
Ａ　 入学定員

志願者数

受験者数

合格者数

―

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

令和４年度令和３年度平成３０年度 令和元年度 令和２年度

備　　考
平均入学定員

超 過 率

開設年度から
報告年度まで
の平均入学定

員超過率

0.93

80

( 　― 　)

[ 　―　 ]

1.01―

[ 　―　 ]
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

― ― ― ― 87 ― 82 ― 76 ―

[　 ―　] [　 ―　] [　 ―　] [　 ―　] [　― 　] [　― 　] [　― 　] [　― 　] [　― 　] [　― 　]

（　―　） （　―　） （　―　） （　―　） （　―　） （　―　） （　1　） （　―　） （　1　） （　―　）

― ― ― ― 84 ― 84 ―

[　 ―　] [　 ―　] [　 ―　] [　 ―　] [　―　 ] [　 ―　] [　―　 ] [　 ―　]

（　―　） （　―　） （　―　） （　―　） （　―　） （　―　） （　3　） （　―　）

― ― ― ― 81 ―

[　 ―　] [　 ―　] [　 ―　] [　 ―　] [　 ―　] [　 ―　]

（　―　） （　―　） （　―　） （　―　） （　―　） （　―　）

― ― ― ―

[　 ―　] [　 ―　] [　 ―　] [　 ―　]

（　―　） （　―　） （　―　） （　―　）

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

　　　・（　）内には、留年者の状況について、内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際、備考欄に人数の内訳を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数、留学生数を記入してください。

（　　4　　 ）

令和２年度

（　　1　　 ）

166

（　　―　　 ）（　　―　　 ）（　　―　　 ）

平成３０年度 令和元年度

計

備　　　　　考

― ― 87 241

[　　―　 　] [　　―　 　] [　　―　 　] [　　―　　 ][　　―　　 ]

４年次

１年次

２年次

３年次

令和４年度令和３年度

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

人 人 平成３０年度 人 人

平成３０年度 人 人

令和元年度 人 人

平成３０年度 － 人 － 人

令和元年度 － 人 － 人

令和２年度 0 人 0 人

平成３０年度 － 人 － 人

令和元年度 － 人 － 人

令和２年度 2 人 0 人 進路変更（1名）、その他（1名）

令和３年度 0 人 0 人

平成３０年度 － 人 人

令和元年度 － 人 － 人

令和２年度 0 人 0 人

令和３年度 0 人 0 人

令和４年度 0 人 0 人

2 人 2 人 0 人

（注）・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　

　　　・　各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。（在学者数から退学者数を減らす必要はありません。）

　　　・　内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　　　・　在学者数、退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

　　　・　「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【平成３０年度】

平成３０年度の退学者数（ａ） 0
平成３０年度の在学者数（ｂ） 0

【令和元年度】

令和元年度の退学者数（ａ） 0
令和元年度の在学者数（ｂ） 0

【令和２年度】

令和２年度の退学者数（ａ） 0
令和２年度の在学者数（ｂ） 87

【令和３年度】

令和３年度の退学者数（ａ） 2
令和３年度の在学者数（ｂ） 166

【令和４年度】

令和４年度の退学者数（ａ） 0
令和４年度の在学者数（ｂ） 241

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

人令和２年度 87

退学者数
主な退学理由

（留学生の理由は[　]書き）

　　　区　分

対象年度
うち留学生数

平成３０年度

令和元年度

在学者数（b） 退学者数（a）

内訳

入学した年度

人 人

0

合　　計

人

令和３年度 166 人 2 人

人令和４年度 241 人 0

=

=

=

=

=

=

=

= = 0 ％

1.2 ％=

#DIV/0! ％

#DIV/0! ％

0 ％
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【令和４年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 3 1前 1 5

1前 1 3 1前 1 5

1後 1 3 1後 1 5

1後 1 3 1後 1 5

2前 1 2 2前 1 5

2後 1 2 2後 1 5

1前 1 1 1前後 1 1

1後 1 1 1前後 1 2

1前 1 1 1前後 1 3

1後 1 1 1前後 1 4

1前 1 1 1前後 1 2

1後 1 1 1前後 1 2

1前 2 1 1前後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前後 2 1

1前 2 1 1前後 2 2

1前 2 1 1前後 2 2

1前 2 1 1前後 2 1 1

1前 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前後 2 4

2後 2 1

2前 2 1 2前後 2 5

2前 2 1 2前後 2 3

2前 2 1 2前後 2 3

2前 2 1 2前後 2 3

2前 2 1 2前後 2 2

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1前 1 1 1前後 1 2

2前 2 1 2前後 2 2

2前後 2 1 2前後 2 1

2前後 2 2 休講 2 0

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2前 2 1

2前後 2 2 2後 2 1

2前後 2 2 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

― 6 59 0 0 0 0 0 0 20 ― 6 61 0 0 0 1 0 0 36

1前 1 1 1前 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1前 1 1 1前 1 0 1

1前 1 1 1前 1 1

1前 1 2 1前 1 3

1前 1 2 1前 1 3

1前 1 3 1前 1 3

1前 1 3 1前 1 4

1前 1 1 1前 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 1 1後 1 0 1

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 2 1後 1 3

1後 1 2 1後 1 3

授業科目の名称

配
当
年
次

科目
区分

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

２　授業科目の概要

＜経済学部　経済数理学科＞

【認可時又は届出時】

（１）－① 授業科目表

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

メディアで学ぶ英語と文化

TOEIC Preparation Introduction

TOEIC Preparation Intermediate

IELTS Preparation Introduction

IELTS Preparation Intermediate

基礎からのコミュニケーション英文法

College English (Reading & Writing) Ⅱ

College English (Integrated Skills) Ⅰ

College English (Integrated Skills) Ⅱ

TOEFL Preparation Introduction

TOEFL Preparation Intermediate

全
学
共
通
科
目
・
外
国
語
・
英
語
科
目

College English (Listening & Speaking) I

College English (Reading & Writing) Ⅰ

College English (Listening&Speaking)II

TOEFL Preparartion Advanced Ⅰ

TOEFL Preparation Advanced Ⅱ

IELTS Preparation Advanced Ⅰ

IELTS Preparation Advanced Ⅱ

TOEIC Preparartion Advanced

映画で学ぶ英語と文化

ドラマで学ぶ英語と文化

歌で学ぶ英語と文化

キャリアのための英語と文化

Writing Skills (Paragraph)

Presentation Skills Intermediate

Discussion Skills Intermediate

Writing Skills (Essay)

多読で学ぶ英語と文化

自分でデザインする英語学習

英語発音トレーニング

英語読解トレーニング

Presentation Skills Basic

Discussion Skills Basic

Essay Writing

Intensive Reading

World Englishes

小計（41科目）

ドイツ語基礎ＡⅠ

ドイツ語基礎ＢⅠ

フランス語基礎ＡⅠ

フランス語基礎ＢⅠ

スペイン語基礎ＡⅠ

スペイン語基礎ＢⅠ

中国語基礎ＡⅠ

中国語基礎ＢⅠ

韓国語基礎ＡⅠ

韓国語基礎ＢⅠ

ドイツ語基礎ＡⅡ

Media English

Academic Listening

Cross Cultural Communication Skills

Discussion & Presentation

English for the Workplace

ドイツ語基礎ＢⅡ

フランス語基礎ＡⅡ

フランス語基礎ＢⅡ

スペイン語基礎ＡⅡ

スペイン語基礎ＢⅡ

Presentation Skills Basic

Discussion Skills Basic

Writing Skills (Paragraph)

Presentation Skills Intermediate

Discussion Skills Intermediate

IELTS Preparation Intermediate

基礎からのコミュニケーション英文法

自分でデザインする英語学習

英語発音トレーニング

英語読解トレーニング

全
学
共
通
科
目
・
外
国
語
・
初
修
外
国
語
科
目

全
学
共
通
科
目
・
外
国
語
・
英
語
科
目

College English (Listening & Speaking) I

College English (Reading & Writing) Ⅰ

College English (Listening&Speaking)II

College English (Reading & Writing) Ⅱ

College English (Integrated Skills) Ⅰ

College English (Integrated Skills) Ⅱ

TOEFL Preparation Introduction

TOEFL Preparation Intermediate

TOEIC Preparation Introduction

TOEIC Preparation Intermediate

IELTS Preparation Introduction

Cross Cultural Communication Skills（未開講）

Discussion & Presentation

English for the Workplace

Essay Writing

Intensive Reading

IELTS Preparation Advanced Ⅰ

IELTS Preparation Advanced Ⅱ

TOEIC Preparartion Advanced

Media English

Academic Listening

歌で学ぶ英語と文化

メディアで学ぶ英語と文化

キャリアのための英語と文化

TOEFL Preparartion Advanced Ⅰ

TOEFL Preparation Advanced Ⅱ

Writing Skills (Essay)

多読で学ぶ英語と文化Ⅰ（名称変更）

多読で学ぶ英語と文化Ⅱ

映画で学ぶ英語と文化

ドラマで学ぶ英語と文化

フランス語基礎ＢⅡ

スペイン語基礎ＡⅡ

スペイン語基礎ＢⅡ

World Englishes

小計（42科目）

全
学
共
通
科
目
・
外
国
語
・
初
修
外
国
語
科
目

ドイツ語基礎ＡⅠ

ドイツ語基礎ＢⅠ

フランス語基礎ＡⅠ

フランス語基礎ＢⅠ

スペイン語基礎ＡⅠ

スペイン語基礎ＢⅠ

中国語基礎ＡⅠ

中国語基礎ＢⅠ

韓国語基礎ＡⅠ

韓国語基礎ＢⅠ

ドイツ語基礎ＡⅡ

ドイツ語基礎ＢⅡ

フランス語基礎ＡⅡ
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1後 1 3 1後 1 3

1後 1 3 1後 1 4

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1前 2 1 1前 2 2

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 休講 2 0

1前 2 1 1前 2 2

1後 2 1 1後 2 2

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

1前 2 1 1前 2 4

1後 2 1 1後 2 4

2前 2 1 2前 2 2

2後 2 1 2後 2 2

2前 2 1 2前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 0 1

2後 2 1 2後 2 0 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 休講 2 0

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 2

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

フランス語演習コミュニケーションⅡ

フランス語演習コミュニケーションⅢ

フランス語演習コミュニケーションⅣ

フランス語演習コミュニケーションⅤ

ドイツ語演習コミュニケーションⅡ

ドイツ語演習コミュニケーションⅢ

ドイツ語演習コミュニケーションⅣ

ドイツ語演習コミュニケーションⅤ

フランス語演習コミュニケーションⅠ

中国語基礎ＡⅡ

中国語基礎ＢⅡ

韓国語基礎ＡⅡ

韓国語基礎ＢⅡ

ドイツ語演習コミュニケーションⅠ

フランス語演習言語と文化Ⅲ

フランス語演習言語と文化Ⅳ

スペイン語演習言語と文化Ⅰ

スペイン語演習言語と文化Ⅱ

スペイン語演習言語と文化Ⅲ

ドイツ語演習言語と文化Ⅱ

ドイツ語演習言語と文化Ⅲ

ドイツ語演習言語と文化Ⅳ

フランス語演習言語と文化Ⅰ

フランス語演習言語と文化Ⅱ

韓国語演習コミュニケーションⅡ

韓国語演習コミュニケーションⅢ

韓国語演習コミュニケーションⅣ

韓国語演習コミュニケーションⅤ

ドイツ語演習言語と文化Ⅰ

スペイン語演習コミュニケーションⅠ

スペイン語演習コミュニケーションⅡ

スペイン語演習コミュニケーションⅢ

スペイン語演習コミュニケーションⅣ

スペイン語演習コミュニケーションⅤ

中国語演習コミュニケーションⅠ

中国語演習コミュニケーションⅡ

中国語演習コミュニケーションⅢ

中国語演習コミュニケーションⅣ

中国語演習コミュニケーションⅤ

韓国語演習コミュニケーションⅠ

フランス語演習検定対策Ⅲ

フランス語演習検定対策Ⅳ

スペイン語演習検定対策Ⅰ

スペイン語演習検定対策Ⅱ

スペイン語演習検定対策Ⅲ

ドイツ語演習検定対策Ⅱ

ドイツ語演習検定対策Ⅲ

ドイツ語演習検定対策Ⅳ

フランス語演習検定対策Ⅰ

フランス語演習検定対策Ⅱ

韓国語演習言語と文化Ⅰ

韓国語演習言語と文化Ⅱ

韓国語演習言語と文化Ⅲ

韓国語演習言語と文化Ⅳ

ドイツ語演習検定対策Ⅰ

スペイン語演習言語と文化Ⅳ

中国語演習言語と文化Ⅰ

中国語演習言語と文化Ⅱ

中国語演習言語と文化Ⅲ

中国語演習言語と文化Ⅳ

韓国語演習検定対策Ⅰ

韓国語演習検定対策Ⅱ

韓国語演習検定対策Ⅲ

韓国語演習検定対策Ⅳ

スペイン語演習検定対策Ⅳ

中国語演習検定対策Ⅰ

中国語演習検定対策Ⅱ

中国語演習検定対策Ⅲ

中国語演習検定対策Ⅳ

単位数 単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

授業科目の名称
科目
区分

全
学
共
通
科
目
・
外
国
語
・
初
修
外
国
語
科
目

全
学
共
通
科
目
・
外
国
語
・
初
修
外
国
語
科
目

中国語基礎ＡⅡ

中国語基礎ＢⅡ

韓国語基礎ＡⅡ

韓国語基礎ＢⅡ

ドイツ語演習コミュニケーションⅠ

ドイツ語演習コミュニケーションⅡ

ドイツ語演習コミュニケーションⅢ

ドイツ語演習コミュニケーションⅣ

ドイツ語演習コミュニケーションⅤ

配
当
年
次

韓国語演習コミュニケーションⅠ

韓国語演習コミュニケーションⅡ

韓国語演習コミュニケーションⅢ

韓国語演習コミュニケーションⅣ

韓国語演習コミュニケーションⅤ

中国語演習コミュニケーションⅠ

中国語演習コミュニケーションⅡ

中国語演習コミュニケーションⅢ

中国語演習コミュニケーションⅣ

中国語演習コミュニケーションⅤ

スペイン語演習コミュニケーションⅠ

スペイン語演習コミュニケーションⅡ

スペイン語演習コミュニケーションⅢ

スペイン語演習コミュニケーションⅣ

スペイン語演習コミュニケーションⅤ

フランス語演習コミュニケーションⅠ

フランス語演習コミュニケーションⅡ

フランス語演習コミュニケーションⅢ

フランス語演習コミュニケーションⅣ

フランス語演習コミュニケーションⅤ（未開講）

中国語演習言語と文化Ⅳ

韓国語演習言語と文化Ⅰ

韓国語演習言語と文化Ⅱ

韓国語演習言語と文化Ⅲ

韓国語演習言語と文化Ⅳ

スペイン語演習言語と文化Ⅲ（未開講）

スペイン語演習言語と文化Ⅳ

中国語演習言語と文化Ⅰ

中国語演習言語と文化Ⅱ

中国語演習言語と文化Ⅲ

フランス語演習言語と文化Ⅱ

フランス語演習言語と文化Ⅲ

フランス語演習言語と文化Ⅳ

スペイン語演習言語と文化Ⅰ

スペイン語演習言語と文化Ⅱ

ドイツ語演習言語と文化Ⅰ

ドイツ語演習言語と文化Ⅱ

ドイツ語演習言語と文化Ⅲ

ドイツ語演習言語と文化Ⅳ

フランス語演習言語と文化Ⅰ

中国語演習検定対策Ⅳ

韓国語演習検定対策Ⅰ

韓国語演習検定対策Ⅱ

韓国語演習検定対策Ⅲ

韓国語演習検定対策Ⅳ

スペイン語演習検定対策Ⅲ

スペイン語演習検定対策Ⅳ

中国語演習検定対策Ⅰ

中国語演習検定対策Ⅱ

中国語演習検定対策Ⅲ

フランス語演習検定対策Ⅱ

フランス語演習検定対策Ⅲ

フランス語演習検定対策Ⅳ

スペイン語演習検定対策Ⅰ

スペイン語演習検定対策Ⅱ

ドイツ語演習検定対策Ⅰ

ドイツ語演習検定対策Ⅱ

ドイツ語演習検定対策Ⅲ

ドイツ語演習検定対策Ⅳ

フランス語演習検定対策Ⅰ
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

― 0 176 0 1 0 0 0 0 34 ― 0 176 0 0 0 0 0 0 38

1前後 2 1 1前後 2 4

1前後 2 1 1前後 2 2

1後 2 1 1前後 2 1

1後 2 1 1前後 2 1

1後 2 1 1前後 2 1

1前後 2 1 1前後 2 2

2前後 2 2 2前後 2 2

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 休講 2 0

2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前後 2 1 2前後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

― 0 24 0 0 0 0 0 0 9 ― 0 26 0 0 0 0 0 0 14

1前後 2 2 1前後 2 5

1後 2 1 1後 2 1

2前後 2 1 2前後 2 5

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3後 2 2 2後 2 3

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 8

3後 2 1 3後 2 1

― 0 20 0 0 0 0 0 0 6 ― 0 20 0 0 0 0 0 0 15

1前 2 2 1前 2 2

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1

1後 2 1

― 0 14 0 0 0 0 0 0 5 ― 0 18 0 0 0 0 0 0 6

1前 2 10 1前 2 19

1後 2 10 1後 2 19

1後 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1前 2 1

― 0 12 0 0 0 0 0 0 10 ― 0 12 0 0 0 0 0 0 20

中国語演習プレゼンテーションⅡ

韓国語演習プレゼンテーションⅠ

韓国語演習プレゼンテーションⅡ

世界の言語（ロシア語Ⅰ)

ドイツ語演習プレゼンテーションⅡ

フランス語演習プレゼンテーションⅠ

フランス語演習プレゼンテーションⅡ

スペイン語演習プレゼンテーションⅠ

スペイン語演習プレゼンテーションⅡ

ドイツ語演習プレゼンテーションⅠ

全
学
共
通
科
目
・
技
能
・
キ

ャ
リ
ア
教

育
科
目

キャリアプランニング

ビジネストレーニングセミナー

キャリアセミナー

グローバルキャリアセミナー

キャリア発展講義

日本企業の現状と展望

インターンシップ準備講座

インターンシップ実習

発展インターンシップ準備講座

発展インターンシップ実習

小計（10科目）

小計（101科目）

全
学
共
通
科
目
・
技
能
・
日
本
語
力
科
目

実践日本語表現

実践話し方入門

日本語表現講義

実践漢字講座

語彙・読解講座

古典に学ぶ日本語表現

実用文書の作り方・情報の伝え方

テーマ別日本語表現（文芸をたのしむ）

テーマ別日本語表現（成蹊俳句教室）

テーマ別日本語表現（源氏物語を読む）

テーマ別日本語表現（文章表現を磨く）

テーマ別日本語表現（話し方を磨く）

小計（12科目）

全
学
共
通
科
目
・
技
能
・
健

康
・
ス
ポ
ー

ツ
科
目

健康・スポーツ演習Ａ

健康・スポーツ演習Ｂ

スポーツと科学

健康と科学

スポーツと文化

スポーツと社会

小計（6科目）

全
学
共
通
科
目
・
技
能
・
情
報
基
盤

科
目

情報基礎

情報活用Ａ

情報活用Ｂ

情報活用Ｃ

情報活用Ｄ

情報活用Ｅ

情報活用Ｆ

小計（7科目）

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数

世界の言語（ロシア語Ⅱ）

世界の言語（タイ語Ⅰ)

世界の言語（タイ語Ⅱ）

世界の言語（イタリア語Ⅰ)

世界の言語（イタリア語Ⅱ）

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

全
学
共
通
科
目
・
外
国
語
・
初
修
外
国
語
科
目

全
学
共
通
科
目
・
外
国
語
・
初
修
外
国
語
科
目

ドイツ語演習プレゼンテーションⅠ

ドイツ語演習プレゼンテーションⅡ

フランス語演習プレゼンテーションⅠ

フランス語演習プレゼンテーションⅡ

スペイン語演習プレゼンテーションⅠ

スペイン語演習プレゼンテーションⅡ

中国語演習プレゼンテーションⅠ

中国語演習プレゼンテーションⅡ

韓国語演習プレゼンテーションⅠ

韓国語演習プレゼンテーションⅡ

世界の言語（ロシア語Ⅰ)

専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

世界の言語（ロシア語Ⅱ）

世界の言語（タイ語Ⅰ)

世界の言語（タイ語Ⅱ）

世界の言語（イタリア語Ⅰ)

世界の言語（イタリア語Ⅱ）

中国語演習プレゼンテーションⅠ

全
学
共
通
科
目
・
技
能
・
キ

ャ
リ
ア
教

育
科
目

キャリアプランニング

ビジネストレーニングセミナー

キャリアセミナー

グローバルキャリアセミナー

キャリア発展講義

日本企業の現状と展望

インターンシップ準備講座

インターンシップ実習

発展インターンシップ準備講座

発展インターンシップ実習

小計（10科目）

小計（101科目）

全
学
共
通
科
目
・
技
能
・
日
本
語
力
科
目

実践日本語表現

実践話し方入門

日本語表現講義

実践漢字講座

語彙・読解講座

古典に学ぶ日本語表現

実用文書の作り方・情報の伝え方

テーマ別日本語表現（文芸をたのしむ）

テーマ別日本語表現（成蹊俳句教室）（未開講）

テーマ別日本語表現（俳句作りをたのしむ）

テーマ別日本語表現（源氏物語を読む）

テーマ別日本語表現（文章表現を磨く）

テーマ別日本語表現（話し方を磨く）

小計（13科目）

全
学
共
通
科
目
・
技
能
・
健

康
・
ス
ポ
ー

ツ
科
目

健康・スポーツ演習Ａ

健康・スポーツ演習Ｂ

スポーツと科学

健康と科学

スポーツと文化

スポーツと社会

小計（6科目）

全
学
共
通
科
目
・
技
能
・
情
報
基
盤

科
目

情報基礎

情報活用Ａ

情報活用Ｂ

情報活用Ｃ

情報活用Ｄ

情報活用Ｅ

情報活用Ｆ

Python 入門

データサイエンス入門

小計（9科目）
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必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

1前後 2 1 1前後 2 2

1前後 2 1 1前後 2 2

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前後 2 1 1前後 2 0 3

1前後 2 2 1前後 2 2

1前 2 3 1前後 2 4

1前後 2 1 1前後 2 3

1前後 2 1 1前後 2 3

1前 2 1 1前後 2 2

1前 2 1 1前後 2 2

― 0 22 0 1 0 0 0 0 13 ― 0 22 0 0 0 0 0 0 22

1前後 2 1 1前後 2 1

1前後 2 2 1前後 2 2

1前後 2 2 1前後 2 2

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前後 2 1

1後 2 1 1前後 2 1

1後 2 1 1前後 2 2

1前後 2 1 1前 2 3

1前後 2 1 1後 2 3

1前後 2 2 1前後 2 2

― 0 24 0 0 0 0 0 0 13 ― 0 24 0 0 0 0 0 0 18

1前 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1前後 2 1

1前 2 2 1前 2 2

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 2 1後 2 2

1前 2 1

1前 2 1

1後 2 1

― 0 28 0 0 0 0 0 0 16 ― 0 34 0 0 0 0 0 0 17

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前後 2 1 2前後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 休講 2 0

― 0 20 0 0 0 0 0 0 9 ― 0 20 0 0 0 0 0 0 8

全
学
共
通
科
目
・
教
養
基
礎
・
社
会
科
学

政治学の基礎

社会学と現代

日本国憲法

市民生活と法Ａ

市民生活と法Ｂ

現代のマスメディア

社会心理学入門

企業と社会

学校と社会

近現代日本史Ａ

近現代日本史Ｂ

現代社会の地理

小計（12科目）

全
学
共
通
科
目
・
教
養
基
礎
・
人
文
学

哲学の基礎

倫理学の基礎

現代社会と哲学

現代社会と倫理学

文学への招待

芸術への招待

カルチュラル・スタディーズ

心理学の基礎

自己理解の心理学

教育原理

教育心理学

小計（11科目）

小計（14科目）

全
学
共
通
科
目
・
持
続
社
会
探
究
・
環

境
・
地
域

地球と環境

気象と地球環境

自然環境と文明

日本列島の歴史と災害

日本の国土と社会

外国の自然と社会Ａ

外国の自然と社会Ｂ

地域づくり論

環境科学トピックス（生命と環境）

環境科学トピックス（食料と環境）

小計（10科目）

全
学
共
通
科
目
・
教
養
基
礎
・
自
然
科
学

物質の究極像

人間と進化

脳科学と心

天文学入門

薬はなぜ効くか

身の回りの科学

科学史

科学技術の発展と歴史

サイエンス・トピックス（熱と光の科学）

サイエンス・トピックス（物質の科学）

サイエンス・トピックス（数の世界）

サイエンス・トピックス（生命の科学）

サイエンス・トピックス（文系のための数学）

サイエンス・トピックス（文系のための科学実験）

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

全
学
共
通
科
目
・
教
養
基
礎
・
社
会
科
学

政治学の基礎

社会学と現代

日本国憲法

市民生活と法Ａ

市民生活と法Ｂ

現代のマスメディア

社会心理学入門

企業と社会

学校と社会

近現代日本史Ａ

近現代日本史Ｂ

現代社会の地理

小計（12科目）

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

全
学
共
通
科
目
・
教
養
基
礎
・
人
文
学

哲学の基礎

倫理学の基礎

現代社会と哲学

現代社会と倫理学

文学への招待

芸術への招待

カルチュラル・スタディーズ

心理学の基礎

自己理解の心理学

教育原理

教育心理学

小計（11科目）

AI 入門

統計分析入門

小計（17科目）

全
学
共
通
科
目
・
持
続
社
会
探
究
・
環

境
・
地
域

地球と環境

気象と地球環境

自然環境と文明

日本列島の歴史と災害

日本の国土と社会

外国の自然と社会Ａ

外国の自然と社会Ｂ

地域づくり論

環境科学トピックス（生命と環境）

環境科学トピックス（食料と環境）（未開講）

小計（10科目）

全
学
共
通
科
目
・
教
養
基
礎
・
自
然
科
学

物質の究極像

人間と進化

脳科学と心

天文学入門

薬はなぜ効くか

身の回りの科学

科学史

科学技術の発展と歴史

サイエンス・トピックス（熱と光の科学）

サイエンス・トピックス（物質の科学）

サイエンス・トピックス（数の世界）

サイエンス・トピックス（生命の科学）

サイエンス・トピックス（文系のための数学）

サイエンス・トピックス（文系のための科学実験）

データサイエンスのための基礎数学
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必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

2前後 2 1 2後 2 3

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 2

2後 2 1 2後 2 2

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2前 2 0 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2前 2 1

― 0 30 0 1 0 0 0 0 12 ― 0 30 0 0 0 0 0 0 16

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前後 2 2

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

― 0 20 0 0 0 0 0 0 9 ― 0 20 0 0 0 0 0 0 9

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 4

1前 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 2 1後 2 2

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1前後 2 3

― 0 20 0 0 0 0 0 0 10 ― 0 20 0 0 0 0 0 0 15

6 469 0 1 0 0 0 0 153 6 483 0 0 0 1 0 0 218

兼
任
・
兼
担

全
学
共
通
科
目
・
持
続
社
会
探
究
・
国
際
理
解

戦後の日本と世界

近現代のアジアＡ

近現代のアジアＢ

近現代の欧米Ａ

近現代の欧米Ｂ

中東地域史

現代の国際政治

グローバル経済論

国際文化交流論

異文化理解トピックス（ドイツ語圏）

異文化理解トピックス（フランス語圏）

異文化理解トピックス（スペイン語圏）

異文化理解トピックス（中国語圏）

異文化理解トピックス（韓国語圏）

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置

全
学
共
通
科
目
・
持
続
社
会
探
究
・
実

践

成蹊を知る

情報保障とボランティア

野外自然教育論

地元学実践演習

武蔵野地域研究

武蔵野市寄附講座

大学生活と相互理解

成蹊グローバルセミナーＡ

成蹊グローバルセミナーＢ

武蔵野地域連携セミナー

小計（10科目）

異文化理解トピックス（イスラーム世界）

小計（15科目）

全
学
共
通
科
目
・
持
続
社
会
探
究
・
人

権
・
共
生

裁判と社会

生命倫理と法

地域福祉論

人権とジェンダー

こころの健康と臨床

老人福祉論

福祉社会に生きる

特別支援教育概論

共生社会トピックス（アートと社会）

共生社会トピックス（日本女性史）

小計（10科目）

兼
任
・
兼
担

全
学
共
通
科
目
・
持
続
社
会
探
究
・
国
際
理
解

戦後の日本と世界

近現代のアジアＡ

近現代のアジアＢ

近現代の欧米Ａ

近現代の欧米Ｂ

中東地域史

現代の国際政治

グローバル経済論

国際文化交流論

異文化理解トピックス（ドイツ語圏）

異文化理解トピックス（フランス語圏）

異文化理解トピックス（スペイン語圏）

異文化理解トピックス（中国語圏）

異文化理解トピックス（韓国語圏）

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置

全
学
共
通
科
目
・
持
続
社
会
探
究
・
実

践

成蹊を知る

情報保障とボランティア

野外自然教育論

地元学実践演習

武蔵野地域研究

武蔵野市寄附講座

大学生活と相互理解

成蹊グローバルセミナーＡ

成蹊グローバルセミナーＢ

武蔵野地域連携セミナー

小計（10科目）

異文化理解トピックス（イスラーム世界）

小計（15科目）

全
学
共
通
科
目
・
持
続
社
会
探
究
・
人

権
・
共
生

裁判と社会

生命倫理と法

地域福祉論

人権とジェンダー

こころの健康と臨床

高齢者福祉論（名称変更）

福祉社会に生きる

特別支援教育概論

共生社会トピックス（アートと社会）

共生社会トピックス（日本女性史）

小計（10科目）

全学共通科目　小計（266科目）全学共通科目　小計（259科目）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2  5 1 1 12 1前 2  3 0 2 8

2前 2 1 2後 2 0 1 1

2後 2 2 1 1 2後 2 1 0 0

3後 2 1 3後 2 1

3通 4 1 3通 4 1

3前 2 4 1 1 3前 2 4 1 1 1

3後 2  4 1 1 3後 2  4 1 1 1

4通 4 4 1 1 4通 4 4 1 1

― 10 10 0 6 1 1 0 0 12 10 10 0 6 1 2 0 0 9

1前 2 1 1前 2 1 0

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 2 1後 2 1 0

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1 0

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

― 0 24 0 5 1 1 0 0 2 0 24 0 6 1 1 0 0 0

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2後 2 1 0

2前 2 1 2後 2 0 1

2前 2 1 1 2後 2 0 1

2後 2 2 2後 2 1 0

2前 2 1 2前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1

― 0 18 0 2 0 1 0 0 6 － 0 20 0 1 1 1 0 0 6

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

― 0 10 0 0 0 0 0 0 4 － 0 10 0 0 0 0 0 0 4

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前後 2 1 14

2前 2 1 2前 2 1

― 0 8 0 0 0 0 0 0 4 0 8 0 1 0 0 0 0 17

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 2 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1 0

2後 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1 0

2後 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 0 1

2前 2 1 2後 2 1 0

― 0 36 0 2 1 1 0 0 6 － 0 36 0 3 1 0 0 0 6

専
門
科
目
・
基
盤
科
目
・
基
盤
Ⅰ

ミクロ経済学Ⅰ

マクロ経済学Ⅰ

計量経済学Ⅰ

経済数学Ⅰ

ミクロ経済学Ⅱ

マクロ経済学Ⅱ

計量経済学Ⅱ

経済数学Ⅱ

ミクロ経済学Ⅲ

マクロ経済学Ⅲ

計量経済学Ⅲ

経済数学Ⅲ

小計（12科目）

専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

専
門
科
目
・
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
科
目

基礎ゼミナール

プログラミング演習

理論・計量ワークショップ

計量実践ワークショップ

経済学ワークショップ

上級ゼミナールⅠ

上級ゼミナールⅡ

卒業研究

小計（8科目）

専
門
科
目
・
総
合

科
目
・
社
会
理
解

労働法

企業会計

社会理解実践講義

経済実務講義

小計（4科目）

専
門
科
目
・
総
合
科

目
・
制
度
・
歴
史

経済史の基礎

数量経済史

経済学史

現代日本経済

社会思想史

小計（5科目）

専
門
科
目
・
基
盤
科
目
・
基
盤
Ⅱ

ゲーム理論

情報の経済学

経済発展論

行動経済学

国際マクロ経済学

応用計量経済学

人口学

社会経済地理学

社会学

小計（9科目）

都市経済学

教育経済学

環境経済学Ａ

小計（18科目）

専
門
科
目
・
応
用
発
展
科
目
・
応
用
科
目

産業組織論Ａ

産業組織論Ｂ

国際経済学Ａ

国際経済学Ｂ

組織の経済学

法と経済

労働経済学

金融論Ａ

金融論Ｂ

ファイナンスＡ

ファイナンスＢ

国際金融論

財政学Ａ

財政学Ｂ

公共経済学

兼
任
・
兼
担

専
門
科
目
・
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
科
目

基礎ゼミナール

プログラミング演習

理論・計量ワークショップ

計量実践ワークショップ

経済学ワークショップ

上級ゼミナールⅠ

上級ゼミナールⅡ

卒業研究

小計（8科目）

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数
科目
区分

授業科目の名称

専
門
科
目
・
基
盤
科
目
・
基
盤
Ⅰ

ミクロ経済学Ⅰ

マクロ経済学Ⅰ

計量経済学Ⅰ

経済数学Ⅰ

ミクロ経済学Ⅱ

マクロ経済学Ⅱ

計量経済学Ⅱ

経済数学Ⅱ

ミクロ経済学Ⅲ

マクロ経済学Ⅲ

計量経済学Ⅲ

経済数学Ⅲ

小計（12科目）

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置

公共経済学

専
門
科
目
・
総
合

科
目
・
社
会
理
解

労働法

企業会計

社会理解実践講義

経済実務講義

小計（4科目）

専
門
科
目
・
総
合
科

目
・
制
度
・
歴
史

経済史の基礎

数量経済史

経済学史

現代日本経済

社会思想史

小計（5科目）

専
門
科
目
・
基
盤
科
目
・
基
盤
Ⅱ

ゲーム理論

情報の経済学

経済発展論

行動経済学

国際マクロ経済学

応用計量経済学

人口学

社会経済地理学

社会学

小計（10科目）

基盤特殊講義

都市経済学

教育経済学

環境経済学Ａ

小計（18科目）

専
門
科
目
・
応
用
発
展
科
目
・
応
用
科
目

産業組織論Ａ

産業組織論Ｂ

国際経済学Ａ

国際経済学Ｂ

組織の経済学

法と経済

労働経済学

金融論Ａ

金融論Ｂ

ファイナンスＡ

ファイナンスＢ

国際金融論

財政学Ａ

財政学Ｂ
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 0 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1 0

3後 2 1 3後 2 0 1

3後 2 1 3後 2 1

― 0 12 0 3 1 1 0 0 0 － 0 12 0 3 1 0 0 0 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後  2 1 2前  2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

― 0 16 0 0 0 0 0 0 6 － 0 16 0 0 0 0 0 0 6

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

― 0 0 14 0 0 0 0 0 4 － 0 0 14 0 0 0 0 0 4

1前 2 1 1前後 2 1

2前 2 1 2後 2 1

3前 2 2 3前後 2 2

3前 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3後 2 1

2前 2 4 2前後 2 3

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1

2前 2 2 2前後 2 2

1前後 2 1

3後 1 3 3後 1 3

4通 5 3 4通 5 3

4通 3 3 4通 3 3

4後 2 4 4後 2 4

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

－ 0 0 37 0 0 0 0 0 8 － 0 0 41 0 0 0 0 0 12

－ 10 134 51 6 1 1 0 0 37 － 10 136 55 6 1 2 0 0 55

－ 16 603 51 6 1 1 0 0 180 － 16 619 55 6 1 2 0 0 259

卒業要件及び履修方法 卒業要件及び履修方法

４年以上在学し、かつ、次のすべての要件を満たした上で、124単位以上を修得す
ること。
（１）全学共通科目にあっては、次の要件を満たした上で28単位以上修得すること。
①「外国語（英語科目、初修外国語科目）」「技能（日本語力科目、キャリア教育科
目、情報基盤科目、健康・スポーツ科目）」から16単位以上（このうち英語科目必修
６単位を含む）
「教養基礎」「持続社会探究」から８単位以上

（２）経済数理学科専門科目にあっては、次の要件を満たした上で68単位以上修得
すること。
①「ゼミナール科目」：必修科目10単位を含み12単位以上
②「専門科目」：次の要件を満たした上で50単位以上
基盤科目：基盤Ⅰから18単位以上、基盤Ⅱから8単位以上
総合科目：制度・歴史から2単位以上、社会理解から2単位以上を含み6単位以上
応用発展科目：応用科目から12単位以上、
発展科目から6単位以上
（３）卒業に必要な単位124単位のうち、（１）（２）から規定単位数を差し引いた残り28
単位については、（１）（２）において規定単位数以上を修得した科目の単位を合計
する。

（履修科目の登録の上限：40単位（年間））

４年以上在学し、かつ、次のすべての要件を満たした上で、124単位以上を修得す
ること。
（１）全学共通科目にあっては、次の要件を満たした上で28単位以上修得すること。
①「外国語（英語科目、初修外国語科目）」「技能（日本語力科目、キャリア教育科
目、情報基盤科目、健康・スポーツ科目）」から16単位以上（このうち英語科目必修
６単位を含む）
「教養基礎」「持続社会探究」から８単位以上

（２）経済数理学科専門科目にあっては、次の要件を満たした上で68単位以上修得
すること。
①「ゼミナール科目」：必修科目10単位を含み12単位以上
②「専門科目」：次の要件を満たした上で50単位以上
基盤科目：基盤Ⅰから18単位以上、基盤Ⅱから8単位以上
総合科目：制度・歴史から2単位以上、社会理解から2単位以上を含み6単位以上
応用発展科目：応用科目から12単位以上、
発展科目から6単位以上
（３）卒業に必要な単位124単位のうち、（１）（２）から規定単位数を差し引いた残り28
単位については、（１）（２）において規定単位数以上を修得した科目の単位を合計
する。

（履修科目の登録の上限：40単位（年間））

専
門
科
目
・
応
用
発
展
科

目
・
発
展
科
目

Advanced MicroeconomicsⅠ

Advanced MacroeconomicsⅠ

Advanced EconometricsⅠ

Advanced MicroeconomicsⅡ

Advanced MacroeconomicsⅡ

Advanced EconometricsⅡ

小計（6科目）

教
職
課
程
の
大
学
が
独
自
に

設
定
す
る
科
目

教職特論演習Ⅰ

教職特論演習Ⅱ

学校経営と学校図書館

学校図書館メディアの構成

学習指導と学校図書館

読書と豊かな人間性

情報メディアの活用

小計（7科目）

広
域
基
礎
科
目

日本史概論Ⅰ

日本史概論Ⅱ

世界史概論Ⅰ

世界史概論Ⅱ

人文地理学

自然地理学

地誌学

現代の政治学

小計（8科目）

社会科教育法Ａ

社会科教育法Ｂ

社会科・地理歴史科教育法

社会科・公民科教育法

公民科教育法

教
職
の
教
科
及
び
教
職
に
関
す
る
科
目

教職論

教育課程論

道徳教育の指導法

総合的な学習の時間の指導法

特別活動の指導法

教育方法論

生徒・進路指導論

教育相談

教育実習論

教育実習（中・高）

教育実習（高）

教職実践演習（中・高）

小計（17科目）

専門科目　小計（94科目）

合計（353科目）

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

専
門
科
目
・
応
用
発
展
科

目
・
発
展
科
目

Advanced MicroeconomicsⅠ

Advanced MacroeconomicsⅠ

Advanced EconometricsⅠ

Advanced MicroeconomicsⅡ

Advanced MacroeconomicsⅡ

Advanced EconometricsⅡ

小計（6科目）

教
職
課
程
の
大
学
が
独
自
に

設
定
す
る
科
目

教職特論演習Ⅰ

教職特論演習Ⅱ

学校経営と学校図書館

学校図書館メディアの構成

学習指導と学校図書館

読書と豊かな人間性

情報メディアの活用

小計（7科目）

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

広
域
基
礎
科
目

日本史概論Ⅰ

日本史概論Ⅱ

世界史概論Ⅰ

世界史概論Ⅱ

人文地理学

自然地理学

地誌学

現代の政治学

小計（8科目）

社会科教育法Ｂ

社会科・地理歴史科教育法

社会科・公民科教育法

公民科教育法

小計（19科目）

教
職
の
教
科
及
び
教
職
に
関
す
る
科
目

教職論

教育課程論

道徳教育の指導法

総合的な学習の時間の指導法

特別活動の指導法

教育方法論

生徒・進路指導論

生徒指導論

教育相談

進路指導論

教育実習論

教育実習（中・高）

教育実習（高）

教職実践演習（中・高）

社会科教育法Ａ

専門科目　小計（97科目）

合計（363科目）
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【令和２年度】 【令和３年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 5 1前 1 5

1前 1 5 1前 1 5

1後 1 5 1後 1 5

1後 1 5 1後 1 5

2前 1 3 2前 1 5

2後 1 3 2後 1 5

1前後 1 2 1前後 1 3

1前後 1 2 1前後 1 2

1前後 1 3 1前後 1 4

1前後 1 4 1前後 1 3

1前後 1 2 1前後 1 2

1前後 1 2 1前後 1 2

1前後 2 2 1前後 2 2

1前後 2 1 1前後 2 1

1前後 2 1 1前後 2 1

1前後 2 1 1前 2 1

1前後 2 1 1前後 2 1

1前後 2 2 1前後 2 2

1前後 2 2 1前後 2 2

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前後 2 4

2後 2 1 2前後 2 1

2前 2 1 2前後 2 5

2前 2 1 2前後 2 4

2前 2 1 2前後 2 3

2前 2 1 2前後 2 4

2前 2 1 2前後 2 3

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1前後 1 1 1後 1 1

2前 2 1 2前後 2 2

2前後 2 1 2前後 2 1

2前後 2 2 2前後 2 2

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2前 2 1

2前後 2 2 2後 2 1

2前後 2 2 2前後 2 2

2後 2 1 2後 2 1

― 6 61 0 0 0 0 0 0 33 ― 6 61 0 0 0 0 0 0 40

1前 1 1 1前 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1前 1 0 1 1前 1 0 1

1前 1 1 1前 1 1

1前 1 3 1前 1 3

1前 1 2 1前 1 2

1前 1 4 1前 1 3

1前 1 4 1前 1 4

1前 1 1 1前 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 0 1 1後 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 3 1後 1 3

1後 1 2 1後 1 3

1後 1 4 1後 1 3

1後 1 4 1後 1 4

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 1 1後 1 1

配
当
年
次

専任教員等の配置

授業科目の名称

歌で学ぶ英語と文化

兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数兼
任
・
兼
担

科目
区分

専任教員等の配置

Writing Skills (Paragraph)

単位数

全
学
共
通
科
目
・
外
国
語
・
英
語
科
目

College English (Listening & Speaking)Ⅰ

College English (Reading & Writing)Ⅰ

College English (Listening & Speaking)Ⅱ

College English (Reading & Writing)Ⅱ

College English (Integrated Skills)Ⅰ

College English (Integrated Skills)Ⅱ

TOEFL Preparation Introduction

TOEFL Preparation Intermediate

TOEIC Preparation Introduction

TOEIC Preparation Intermediate

IELTS Preparation Introduction

IELTS Preparation Intermediate

基礎からのコミュニケーション英文法

自分でデザインする英語学習

英語発音トレーニング

IELTS Preparation Advanced Ⅰ

IELTS Preparation Advanced Ⅱ

TOEIC Preparation Advanced

Media English

Academic Listening

ドラマで学ぶ英語と文化

メディアで学ぶ英語と文化

キャリアのための英語と文化

TOEFL Preparation Advanced Ⅰ

TOEFL Preparation Advanced Ⅱ

Discussion Skills Intermediate

Writing Skills (Essay)

多読で学ぶ英語と文化Ⅰ（名称変更）

多読で学ぶ英語と文化Ⅱ

映画で学ぶ英語と文化

英語読解トレーニング

Presentation Skills Basic

Discussion Skills Basic

Writing Skills (Paragraph)

Presentation Skills Intermediate

World Englishes

小計（42科目）

ドイツ語基礎ＡⅠ

ドイツ語基礎ＢⅠ

フランス語基礎ＡⅠ

フランス語基礎ＢⅠ

スペイン語基礎ＡⅠ

スペイン語基礎ＢⅠ

中国語基礎ＡⅠ

中国語基礎ＢⅠ

韓国語基礎ＡⅠ

韓国語基礎ＢⅠ

ドイツ語基礎ＡⅡ

ドイツ語基礎ＢⅡ

フランス語基礎ＡⅡ

Cross Cultural Communication Skills

Discussion & Presentation

English for the Workplace

Essay Writing

Intensive Reading

韓国語基礎ＡⅡ

韓国語基礎ＢⅡ

フランス語基礎ＢⅡ

スペイン語基礎ＡⅡ

スペイン語基礎ＢⅡ

中国語基礎ＡⅡ

中国語基礎ＢⅡ

英語読解トレーニング

Presentation Skills Basic

Discussion Skills Basic

Presentation Skills Intermediate

Discussion Skills Intermediate

全
学
共
通
科
目
・
外
国
語
・
英
語
科
目

College English (Listening & Speaking)Ⅰ

College English (Reading & Writing)Ⅰ

College English (Listening & Speaking)Ⅱ

College English (Reading & Writing)Ⅱ

College English (Integrated Skills)Ⅰ

College English (Integrated Skills)Ⅱ

TOEFL Preparation Introduction

TOEFL Preparation Intermediate

TOEIC Preparation Introduction

TOEIC Preparation Intermediate

IELTS Preparation Introduction

IELTS Preparation Intermediate

基礎からのコミュニケーション英文法

自分でデザインする英語学習

英語発音トレーニング

Cross Cultural Communication Skills

Discussion & Presentation

English for the Workplace

Essay Writing

Intensive Reading

IELTS Preparation Advanced Ⅰ

IELTS Preparation Advanced Ⅱ

TOEIC Preparation Advanced

Media English

Academic Listening

歌で学ぶ英語と文化

メディアで学ぶ英語と文化

キャリアのための英語と文化

TOEFL Preparation Advanced Ⅰ

TOEFL Preparation Advanced Ⅱ

Writing Skills (Essay)

多読で学ぶ英語と文化Ⅰ（名称変更）

多読で学ぶ英語と文化Ⅱ

映画で学ぶ英語と文化

ドラマで学ぶ英語と文化

フランス語基礎ＢⅡ

スペイン語基礎ＡⅡ

スペイン語基礎ＢⅡ

中国語基礎ＡⅡ

中国語基礎ＢⅡ

World Englishes

小計（42科目）

ドイツ語基礎ＡⅠ

ドイツ語基礎ＢⅠ

フランス語基礎ＡⅠ

フランス語基礎ＢⅠ

スペイン語基礎ＡⅠ

スペイン語基礎ＢⅠ

中国語基礎ＡⅠ

中国語基礎ＢⅠ

韓国語基礎ＡⅠ

韓国語基礎ＢⅠ

ドイツ語基礎ＡⅡ

ドイツ語基礎ＢⅡ

フランス語基礎ＡⅡ

韓国語基礎ＡⅡ

韓国語基礎ＢⅡ

全
学
共
通
科
目
・
外
国
語
・
初
修
外
国
語
科
目

全
学
共
通
科
目
・
外
国
語
・
初
修
外
国
語
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 2 1前 2 2

1後 2 2 1後 2 2

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 休講 2 0

1前 2 1 1前 2 2

1後 2 1 1後 2 2

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 休講 2 0

1前 2 2 1前 2 2

1後 2 2 1後 2 2

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 休講 2 0

1前 2 5 1前 2 5

1後 2 5 1後 2 4

2前 2 1 2前 2 2

2後 2 1 2後 2 2

2前 2 1 休講 2 0

1前 2 2 1前 2 2

1後 2 2 1後 2 2

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 休講 2 0

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 休講 2 0

2後 2 1 休講 2 0

2前 2 1 2前 2 0 1

2後 2 1 2後 2 0 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 2

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 2

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 休講 2 0

2後 2 1 休講 2 0

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 2

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 2

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 2

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

ドイツ語演習コミュニケーションⅢ

フランス語演習コミュニケーションⅣ

フランス語演習コミュニケーションⅤ（未開講）

ドイツ語演習コミュニケーションⅣ

ドイツ語演習コミュニケーションⅤ（未開講）

フランス語演習コミュニケーションⅠ

フランス語演習コミュニケーションⅡ

フランス語演習コミュニケーションⅢ

ドイツ語演習コミュニケーションⅠ

ドイツ語演習コミュニケーションⅡ

ドイツ語演習コミュニケーションⅢ

フランス語演習言語と文化Ⅳ

スペイン語演習言語と文化Ⅰ

スペイン語演習言語と文化Ⅱ

スペイン語演習言語と文化Ⅲ

スペイン語演習言語と文化Ⅳ

ドイツ語演習言語と文化Ⅲ（未開講）

ドイツ語演習言語と文化Ⅳ（未開講）

フランス語演習言語と文化Ⅰ

フランス語演習言語と文化Ⅱ

フランス語演習言語と文化Ⅲ

韓国語演習コミュニケーションⅢ

韓国語演習コミュニケーションⅣ

韓国語演習コミュニケーションⅤ（未開講）

ドイツ語演習言語と文化Ⅰ

ドイツ語演習言語と文化Ⅱ

スペイン語演習コミュニケーションⅠ

スペイン語演習コミュニケーションⅡ

スペイン語演習コミュニケーションⅢ

スペイン語演習コミュニケーションⅣ

スペイン語演習コミュニケーションⅤ（未開講）

中国語演習コミュニケーションⅠ

中国語演習コミュニケーションⅡ

中国語演習コミュニケーションⅢ

中国語演習コミュニケーションⅣ

中国語演習コミュニケーションⅤ（未開講）

韓国語演習コミュニケーションⅠ

韓国語演習コミュニケーションⅡ

フランス語演習検定対策Ⅳ

スペイン語演習検定対策Ⅰ

スペイン語演習検定対策Ⅱ

スペイン語演習検定対策Ⅲ

スペイン語演習検定対策Ⅳ

ドイツ語演習検定対策Ⅲ（未開講）

ドイツ語演習検定対策Ⅳ（未開講）

フランス語演習検定対策Ⅰ

フランス語演習検定対策Ⅱ

フランス語演習検定対策Ⅲ

韓国語演習言語と文化Ⅱ

韓国語演習言語と文化Ⅲ

韓国語演習言語と文化Ⅳ

ドイツ語演習検定対策Ⅰ

ドイツ語演習検定対策Ⅱ

中国語演習言語と文化Ⅰ

中国語演習言語と文化Ⅱ

中国語演習言語と文化Ⅲ

中国語演習言語と文化Ⅳ

韓国語演習言語と文化Ⅰ

韓国語演習検定対策Ⅱ

韓国語演習検定対策Ⅲ

韓国語演習検定対策Ⅳ

ドイツ語演習プレゼンテーションⅠ

ドイツ語演習プレゼンテーションⅡ

中国語演習検定対策Ⅰ

中国語演習検定対策Ⅱ

中国語演習検定対策Ⅲ

中国語演習検定対策Ⅳ

韓国語演習検定対策Ⅰ

中国語演習コミュニケーションⅤ

スペイン語演習コミュニケーションⅤ

中国語演習コミュニケーションⅠ

中国語演習コミュニケーションⅡ

中国語演習コミュニケーションⅢ

中国語演習コミュニケーションⅣ

フランス語演習コミュニケーションⅤ

スペイン語演習コミュニケーションⅠ

スペイン語演習コミュニケーションⅡ

スペイン語演習コミュニケーションⅢ

スペイン語演習コミュニケーションⅣ

ドイツ語演習コミュニケーションⅤ

フランス語演習コミュニケーションⅠ

フランス語演習コミュニケーションⅡ

フランス語演習コミュニケーションⅢ

フランス語演習コミュニケーションⅣ

ドイツ語演習コミュニケーションⅠ

ドイツ語演習コミュニケーションⅡ

ドイツ語演習コミュニケーションⅣ

韓国語演習言語と文化Ⅱ

スペイン語演習言語と文化Ⅰ

スペイン語演習言語と文化Ⅱ

スペイン語演習言語と文化Ⅲ

スペイン語演習言語と文化Ⅳ

中国語演習言語と文化Ⅰ

韓国語演習コミュニケーションⅠ

韓国語演習コミュニケーションⅡ

韓国語演習コミュニケーションⅢ

韓国語演習コミュニケーションⅣ

韓国語演習コミュニケーションⅤ

ドイツ語演習言語と文化Ⅰ

ドイツ語演習言語と文化Ⅱ

ドイツ語演習言語と文化Ⅲ

ドイツ語演習言語と文化Ⅳ

フランス語演習言語と文化Ⅰ

フランス語演習言語と文化Ⅱ

フランス語演習言語と文化Ⅲ

フランス語演習言語と文化Ⅳ

韓国語演習検定対策Ⅲ

韓国語演習検定対策Ⅳ

ドイツ語演習プレゼンテーションⅠ

ドイツ語演習プレゼンテーションⅡ

中国語演習検定対策Ⅱ

中国語演習検定対策Ⅲ

中国語演習検定対策Ⅳ

韓国語演習検定対策Ⅰ

韓国語演習検定対策Ⅱ

スペイン語演習検定対策Ⅰ

スペイン語演習検定対策Ⅱ

スペイン語演習検定対策Ⅲ

スペイン語演習検定対策Ⅳ

中国語演習検定対策Ⅰ

科目
区分

科目
区分

全
学
共
通
科
目
・
外
国
語
・
初
修
外
国
語
科
目

全
学
共
通
科
目
・
外
国
語
・
初
修
外
国
語
科
目

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

授業科目の名称

ドイツ語演習検定対策Ⅳ

フランス語演習検定対策Ⅰ

フランス語演習検定対策Ⅱ

フランス語演習検定対策Ⅲ

フランス語演習検定対策Ⅳ

韓国語演習言語と文化Ⅲ

韓国語演習言語と文化Ⅳ

ドイツ語演習検定対策Ⅰ

ドイツ語演習検定対策Ⅱ

ドイツ語演習検定対策Ⅲ

中国語演習言語と文化Ⅱ

中国語演習言語と文化Ⅲ

中国語演習言語と文化Ⅳ

韓国語演習言語と文化Ⅰ
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

― 0 176 0 1 0 0 0 0 38 ― 0 176 0 0 0 0 0 0 41

1前後 2 4 1前後 2 4

1前後 2 1 1前後 2 1

1前後 2 1 1前後 2 1

1前後 2 1 1前後 2 1

1後 2 1 1前後 2 1

1前後 2 2 1前後 2 3

2前後 2 2 2前後 2 2

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 休講 2 0

2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前後 2 1 2前後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

― 0 24 0 0 0 0 0 0 12 ― 0 26 0 0 0 0 0 0 12

1前後 2 5 1前後 2 5

1後 2 2 1後 2 2

2前後 2 1 2前後 2 6

2後 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 2 2後 2 2

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

― 0 20 0 0 0 0 0 0 8 ― 0 20 0 0 0 0 0 0 10

1前 2 2 1前 2 2

1後 2 2 1後 2 2

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1

休講 2 0

― 0 14 0 0 0 0 0 0 7 ― 0 18 0 0 0 0 0 0 6

1後 2 5 1前 2 19

1後 2 19 1後 2 19

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1前 2 1

― 0 12 0 0 0 0 0 0 19 ― 0 12 0 0 0 0 0 0 19

1前後 2 3 1前後 2 2

1前後 2 2 1前後 2 2

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前後 2 0 3 1前後 2 0 3

1前後 2 2 1前後 2 2

1前後 2 4 1前後 2 4

1前後 2 3 1前後 2 3

1前後 2 3 1前後 2 3

1前後 2 2 1前後 2 2

1前後 2 2 1前後 2 2

― 0 22 0 0 0 0 0 0 22 ― 0 22 0 0 0 0 0 0 22

中国語演習プレゼンテーションⅡ

韓国語演習プレゼンテーションⅠ

韓国語演習プレゼンテーションⅡ

世界の言語（ロシア語Ⅰ)

世界の言語（ロシア語Ⅱ）

フランス語演習プレゼンテーションⅠ

フランス語演習プレゼンテーションⅡ

スペイン語演習プレゼンテーションⅠ

スペイン語演習プレゼンテーションⅡ

中国語演習プレゼンテーションⅠ

テーマ別日本語表現（源氏物語を読む）

テーマ別日本語表現（文章表現を磨く）

テーマ別日本語表現（話し方を磨く）

小計（13科目）

古典に学ぶ日本語表現

実用文書の作り方・情報の伝え方

テーマ別日本語表現（文芸をたのしむ）

テーマ別日本語表現（成蹊俳句教室）（未開講）

テーマ別日本語表現（キャンパスで俳句）

実践日本語表現

実践話し方入門

日本語表現講義

実践漢字講座

語彙・読解講座

世界の言語（タイ語Ⅰ)

世界の言語（タイ語Ⅱ）

世界の言語（イタリア語Ⅰ)

世界の言語（イタリア語Ⅱ）

小計（101科目）

全
学
共
通
科
目
・
技
能
・
情
報
基
盤

科
目

情報基礎

情報活用Ａ

情報活用Ｂ

情報活用Ｃ

情報活用Ｄ

情報活用Ｅ

情報活用Ｆ

Python 入門

データサイエンス入門（未開講）

小計（9科目）

全
学
共
通
科
目
・
技
能
・
キ

ャ
リ
ア
教

育
科
目

キャリアプランニング

ビジネストレーニングセミナー

キャリアセミナー

グローバルキャリアセミナー

キャリア発展講義

日本企業の現状と展望

インターンシップ準備講座

インターンシップ実習

発展インターンシップ準備講座

発展インターンシップ実習

小計（10科目）

全
学
共
通
科
目
・
教
養
基
礎
・
人
文
学

哲学の基礎

倫理学の基礎

現代社会と哲学

現代社会と倫理学

文学への招待

芸術への招待

カルチュラル・スタディーズ

心理学の基礎

自己理解の心理学

教育原理

教育心理学

小計（11科目）

全
学
共
通
科
目
・
技
能
・
健

康
・
ス
ポ
ー

ツ
科
目

健康・スポーツ演習Ａ

健康・スポーツ演習Ｂ

スポーツと科学

健康と科学

スポーツと文化

スポーツと社会

小計（6科目）

スペイン語演習プレゼンテーションⅡ

中国語演習プレゼンテーションⅠ

中国語演習プレゼンテーションⅡ

フランス語演習プレゼンテーションⅠ

情報基礎

情報活用Ａ

情報活用Ｂ

情報活用Ｃ

情報活用Ｄ

情報活用Ｅ

情報活用Ｆ

小計（7科目）

全
学
共
通
科
目
・
技
能
・
情
報
基
盤

科
目

テーマ別日本語表現（話し方を磨く）

小計（12科目）

キャリアプランニング

ビジネストレーニングセミナー

キャリアセミナー

グローバルキャリアセミナー

キャリア発展講義

日本企業の現状と展望

インターンシップ準備講座

インターンシップ実習

発展インターンシップ準備講座

発展インターンシップ実習

小計（10科目）

全
学
共
通
科
目
・
技
能
・
日
本
語
力
科
目

実践日本語表現

実践話し方入門

日本語表現講義

実践漢字講座

語彙・読解講座

古典に学ぶ日本語表現

実用文書の作り方・情報の伝え方

全
学
共
通
科
目
・
教
養
基
礎
・
人
文
学

哲学の基礎

倫理学の基礎

現代社会と哲学

現代社会と倫理学

文学への招待

芸術への招待

カルチュラル・スタディーズ

心理学の基礎

自己理解の心理学

教育原理

教育心理学

小計（11科目）

全
学
共
通
科
目
・
技
能
・
健

康
・
ス
ポ
ー

ツ
科
目

健康・スポーツ演習Ａ

健康・スポーツ演習Ｂ

スポーツと科学

健康と科学

スポーツと文化

スポーツと社会

小計（6科目）

専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

全
学
共
通
科
目
・
外
国
語
・
初
修
外
国
語
科
目

全
学
共
通
科
目
・
外
国
語
・
初
修
外
国
語
科
目

全
学
共
通
科
目
・
技
能
・
日
本
語
力
科
目

全
学
共
通
科
目
・
技
能
・
キ

ャ
リ
ア
教
育
科

目

兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数
科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置

世界の言語（タイ語Ⅱ）

世界の言語（イタリア語Ⅰ)

世界の言語（イタリア語Ⅱ）

小計（101科目）

テーマ別日本語表現（文芸をたのしむ）

テーマ別日本語表現（成蹊俳句教室）

テーマ別日本語表現（源氏物語を読む）

テーマ別日本語表現（文章表現を磨く）

韓国語演習プレゼンテーションⅠ

韓国語演習プレゼンテーションⅡ

世界の言語（ロシア語Ⅰ)

世界の言語（ロシア語Ⅱ）

世界の言語（タイ語Ⅰ)

フランス語演習プレゼンテーションⅡ

スペイン語演習プレゼンテーションⅠ



17

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前後 2 1 1前後 2 1

1前後 2 2 1前後 2 2

1前後 2 2 1前後 2 2

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前後 2 1 1前後 2 1

1前後 2 1 1後 2 2

1後 2 1 1前後 2 1

1前 2 2 1前 2 3

1後 2 3 1後 2 3

1前後 2 2 1前後 2 2

― 0 24 0 0 0 0 0 0 16 ― 0 24 0 0 0 0 0 0 17

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前後 2 1 1前後 2 1

1前 2 2 1前 2 2

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 休講 2 0

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 2 1後 2 2

1後 2 1

休講 2 0

休講 2 0

― 0 28 0 0 0 0 0 0 16 ― 0 34 0 0 0 0 0 0 16

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前後 2 1 2前後 2 2

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

― 0 20 0 0 0 0 0 0 9 ― 0 20 0 0 0 0 0 0 9

2前後 2 1 2後 2 2

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 2

2後 2 1 2後 2 2

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 休講 2 0

2後 2 1 2前 2 0 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

― 0 30 0 1 0 0 0 0 12 ― 0 30 0 0 0 0 0 0 14

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 休講 2 0

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前後 2 2

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

― 0 20 0 0 0 0 0 0 9 ― 0 20 0 0 0 0 0 0 9

科学史（未開講）

科学技術の発展と歴史

サイエンス・トピックス（熱と光の科学）

サイエンス・トピックス（物質の科学）

サイエンス・トピックス（数の世界）

サイエンス・トピックス（生命の科学）

サイエンス・トピックス（文系のための数学）

サイエンス・トピックス（文系のための科学実験）

データサイエンスのための基礎数学

全
学
共
通
科
目
・
教
養
基
礎
・
社
会
科
学

政治学の基礎

社会学と現代

日本国憲法

市民生活と法Ａ

市民生活と法Ｂ

現代のマスメディア

社会心理学入門

企業と社会

学校と社会

近現代日本史Ａ

近現代日本史Ｂ

現代社会の地理

小計（12科目）

近現代の欧米Ｂ

中東地域史

現代の国際政治

グローバル経済論

国際文化交流論

異文化理解トピックス（ドイツ語圏）（未開講）

異文化理解トピックス（フランス語圏）

異文化理解トピックス（スペイン語圏）

異文化理解トピックス（中国語圏）

異文化理解トピックス（韓国語圏）

AI 入門（未開講）

統計分析入門（未開講）

小計（17科目）

全
学
共
通
科
目
・
持
続
社
会
探
究
・
環

境
・
地
域

地球と環境

気象と地球環境

自然環境と文明

日本列島の歴史と災害

日本の国土と社会

外国の自然と社会Ａ

外国の自然と社会Ｂ

地域づくり論

環境科学トピックス（生命と環境）

環境科学トピックス（食料と環境）

小計（10科目）

全
学
共
通
科
目
・
教
養
基
礎
・
自
然
科
学

物質の究極像

人間と進化

脳科学と心

天文学入門

薬はなぜ効くか

身の回りの科学

異文化理解トピックス（イスラーム世界）

小計（15科目）

全
学
共
通
科
目
・
持
続
社
会
探
究
・
人

権
・
共
生

裁判と社会

生命倫理と法（未開講）

地域福祉論

人権とジェンダー

こころの健康と臨床

高齢者福祉論（名称変更）

福祉社会に生きる

特別支援教育概論

共生社会トピックス（アートと社会）

共生社会トピックス（日本女性史）

小計（10科目）

全
学
共
通
科
目
・
持
続
社
会
探
究
・
国
際
理
解

戦後の日本と世界

近現代のアジアＡ

近現代のアジアＢ

近現代の欧米Ａ

物質の究極像

人間と進化

脳科学と心

天文学入門

薬はなぜ効くか

身の回りの科学

科学史

科学技術の発展と歴史

サイエンス・トピックス（熱と光の科学）

サイエンス・トピックス（物質の科学）

サイエンス・トピックス（数の世界）

サイエンス・トピックス（生命の科学）

サイエンス・トピックス（文系のための数学）

サイエンス・トピックス（文系のための科学実験）

小計（14科目）

全
学
共
通
科
目
・
教
養
基
礎
・
社
会
科
学

政治学の基礎

社会学と現代

日本国憲法

市民生活と法Ａ

市民生活と法Ｂ

現代のマスメディア

社会心理学入門

企業と社会

学校と社会

近現代日本史Ａ

近現代日本史Ｂ

現代社会の地理

小計（12科目）

グローバル経済論

国際文化交流論

異文化理解トピックス（ドイツ語圏）

異文化理解トピックス（フランス語圏）

異文化理解トピックス（スペイン語圏）

異文化理解トピックス（中国語圏）

異文化理解トピックス（韓国語圏）

異文化理解トピックス（イスラーム世界）

全
学
共
通
科
目
・
持
続
社
会
探
究
・
環

境
・
地
域

地球と環境

気象と地球環境

自然環境と文明

日本列島の歴史と災害

日本の国土と社会

外国の自然と社会Ａ

外国の自然と社会Ｂ

地域づくり論

環境科学トピックス（生命と環境）

環境科学トピックス（食料と環境）

小計（10科目）

全
学
共
通
科
目
・
持
続
社
会
探
究
・
人

権
・
共
生

裁判と社会

生命倫理と法

地域福祉論

人権とジェンダー

こころの健康と臨床

高齢者福祉論（名称変更）

福祉社会に生きる

特別支援教育概論

共生社会トピックス（アートと社会）

共生社会トピックス（日本女性史）

小計（10科目）

専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

全
学
共
通
科
目
・
教
養
基
礎
・
自
然
科
学

兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数
科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置

小計（15科目）

全
学
共
通
科
目
・
持
続
社
会
探
究
・
国
際
理
解

戦後の日本と世界

近現代のアジアＡ

近現代のアジアＢ

近現代の欧米Ａ

近現代の欧米Ｂ

中東地域史

現代の国際政治
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1前 2 4

休講 2 0 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 2 1後 2 2

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前後 2 3 1前後 2 3

― 0 20 0 0 0 0 0 0 11 ― 0 20 0 0 0 0 0 0 15

6 471 0 1 0 0 0 0 197 6 483 0 0 0 0 0 0 216全学共通科目　小計（266科目）

全
学
共
通
科
目
・
持
続
社
会
探
究
・
実

践

成蹊を知る

情報保障とボランティア

野外自然教育論

地元学実践演習

武蔵野地域研究

武蔵野市寄附講座

大学生活と相互理解

成蹊グローバルセミナーＡ

成蹊グローバルセミナーＢ

武蔵野地域連携セミナー

小計（10科目）

全学共通科目　小計（260科目）

全
学
共
通
科
目
・
持
続
社
会
探
究
・
実

践

成蹊を知る

情報保障とボランティア

野外自然教育論（未開講）

地元学実践演習

武蔵野地域研究

武蔵野市寄附講座

大学生活と相互理解

成蹊グローバルセミナーＡ

成蹊グローバルセミナーＢ

武蔵野地域連携セミナー

小計（10科目）

科目
区分

授業科目の名称 授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2  5 0 0 7 1前 2  3 0 1 8

2前 2 1 2後 2 2

2後 2 2 1 1 2後 2 1 0 0

3後 2 1 3後 2 1

3通 4 1 3通 4 1

3前 2 4 2 0 3前 2 5 1 0

3後 2  4 2 0 3後 2  5 1 0

4通 4 4 2 0 4通 4 5 1 0

10 10 0 6 2 0 0 0 7 ― 10 10 0 6 1 1 0 0 8

1前 2 1 1前 2 1 0

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 0 2前 2 1 0

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

0 24 0 5 2 0 0 0 1 ― 0 24 0 6 1 0 0 0 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2後 2 1 0

2前 2 1 2後 2 0 1

2前 2 1 0 1 2前 2 1 0 0

2後 2 1 2後 2 1 0

2前 2 1 2前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

－ 0 18 0 2 1 0 0 0 6 ― 0 18 0 3 1 0 0 0 4

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

－ 0 10 0 0 0 0 0 0 4 ― 0 10 0 0 0 0 0 0 4

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前後 2 1 14

2前 2 1 2前 2 1

0 8 0 0 0 0 0 0 4 ― 0 8 0 1 0 0 0 0 17

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 2 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1 0

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 0 2後 2 0 1

2前 2 1 2後 2 1 0

－ 0 36 0 2 2 0 0 0 6 ― 0 36 0 3 1 0 0 0 7

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 0 3前 2 1 0

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1 0

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

－ 0 12 0 3 2 0 0 0 0 ― 0 12 0 4 1 0 0 0 0

専
門
科
目
・
基
盤
科
目
・
基
盤
Ⅰ

ミクロ経済学Ⅰ

マクロ経済学Ⅰ

計量経済学Ⅰ

経済数学Ⅰ

ミクロ経済学Ⅱ

マクロ経済学Ⅱ

計量経済学Ⅱ

経済数学Ⅱ

ミクロ経済学Ⅲ

マクロ経済学Ⅲ

計量経済学Ⅲ

経済数学Ⅲ

小計（12科目）

専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

専
門
科
目
・
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
科
目

基礎ゼミナール

プログラミング演習

理論・計量ワークショップ

計量実践ワークショップ

経済学ワークショップ

上級ゼミナールⅠ

上級ゼミナールⅡ

卒業研究

小計（8科目）

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数

専
門
科
目
・
総
合

科
目
・
社
会
理
解

労働法

企業会計

社会理解実践講義

経済実務講義

小計（4科目）

専
門
科
目
・
総
合
科

目
・
制
度
・
歴
史

経済史の基礎

数量経済史

経済学史

現代日本経済

社会思想史

小計（5科目）

専
門
科
目
・
基
盤
科
目
・
基
盤
Ⅱ

ゲーム理論

情報の経済学

経済発展論

行動経済学

国際マクロ経済学

応用計量経済学

人口学

社会経済地理学

社会学

小計（9科目）

都市経済学

教育経済学

環境経済学Ａ

小計（18科目）

専
門
科
目
・
応
用
発
展
科

目
・
発
展
科
目

Advanced MicroeconomicsⅠ

Advanced MacroeconomicsⅠ

Advanced EconometricsⅠ

Advanced MicroeconomicsⅡ

Advanced MacroeconomicsⅡ

Advanced EconometricsⅡ

小計（6科目）

専
門
科
目
・
応
用
発
展
科
目
・
応
用
科
目

産業組織論Ａ

産業組織論Ｂ

国際経済学Ａ

国際経済学Ｂ

組織の経済学

法と経済

労働経済学

金融論Ａ

金融論Ｂ

ファイナンスＡ

ファイナンスＢ

国際金融論

財政学Ａ

財政学Ｂ

公共経済学

専
門
科
目
・
基
盤
科
目
・
基
盤
Ⅰ

ミクロ経済学Ⅰ

マクロ経済学Ⅰ

計量経済学Ⅰ

経済数学Ⅰ

ミクロ経済学Ⅱ

マクロ経済学Ⅱ

計量経済学Ⅱ

経済数学Ⅱ

ミクロ経済学Ⅲ

マクロ経済学Ⅲ

計量経済学Ⅲ

経済数学Ⅲ

小計（12科目）

専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

専
門
科
目
・
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
科
目

基礎ゼミナール

プログラミング演習

理論・計量ワークショップ

計量実践ワークショップ

経済学ワークショップ

上級ゼミナールⅠ

上級ゼミナールⅡ

卒業研究

小計（8科目）

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数

専
門
科
目
・
総
合

科
目
・
社
会
理
解

労働法

企業会計

社会理解実践講義

経済実務講義

小計（4科目）

専
門
科
目
・
総
合
科

目
・
制
度
・
歴
史

経済史の基礎

数量経済史

経済学史

現代日本経済

社会思想史

小計（5科目）

専
門
科
目
・
基
盤
科
目
・
基
盤
Ⅱ

ゲーム理論

情報の経済学

経済発展論

行動経済学

国際マクロ経済学

応用計量経済学

人口学

社会経済地理学

社会学

小計（9科目）

都市経済学

教育経済学

環境経済学Ａ

小計（18科目）

専
門
科
目
・
応
用
発
展
科

目
・
発
展
科
目

Advanced MicroeconomicsⅠ

Advanced MacroeconomicsⅠ

Advanced EconometricsⅠ

Advanced MicroeconomicsⅡ

Advanced MacroeconomicsⅡ

Advanced EconometricsⅡ

小計（6科目）

専
門
科
目
・
応
用
発
展
科
目
・
応
用
科
目

産業組織論Ａ

産業組織論Ｂ

国際経済学Ａ

国際経済学Ｂ

組織の経済学

法と経済

労働経済学

金融論Ａ

金融論Ｂ

ファイナンスＡ

ファイナンスＢ

国際金融論

財政学Ａ

財政学Ｂ

公共経済学



20

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後  2 1 2後  2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2前 2 1

－ 0 16 0 0 0 0 0 0 6 ― 0 16 0 0 0 0 0 0 6

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

－ 0 0 14 0 0 0 0 0 4 ― 0 0 14 0 0 0 0 0 4

1前後 2 1 1前後 2 1

2前 2 1 2後 2 1

3前 2 2 3前後 2 2

3前 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3後 2 1

2前 2 4 2前後 2 3

1集中 2 2 1後 2 1

1後 2 1

2前 2 2 2後 2 2

1前 2 1

3後 1 3 3後 1 3

4通 5 3 4通 5 3

4通 3 3 4通 3 3

4後 2 4 4後 2 4

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

－ 0 0 37 0 0 0 0 0 9 － 0 0 41 0 0 0 0 0 11

－ 10 134 51 6 2 0 0 0 36 － 10 134 55 6 1 1 0 0 51

－ 16 605 51 6 2 0 0 0 222 － 16 617 55 6 1 1 0 0 255

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・  認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教育課程等の概要」を確認してください。

　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任、兼担教員が担当する科目を含む。）を

　　　　黒字で記入してください。その上で、各年度については、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても科目名の後ろに「（未開講）」として記入してください。

　　　・　１ページ目には認可時又は届出時と報告年度２つの表を記入してください。

　　　・　不要な年度（令和２年度開設であれば令和元年度）の表は適宜削除してください。

　　　　（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）

　　　・　専門職大学等の場合、「実験、実習又は実技による授業科目」には「【※】」、「臨地実務実習」による授業科目には「【臨】」、

　　　　　「連携実務演習」による授業科目には「【連】」を授業科目の名称の右側に記入してください。

専門科目　小計（94科目）

４年以上在学し、かつ、次のすべての要件を満たした上で、124単位以上を修得す
ること。
（１）全学共通科目にあっては、次の要件を満たした上で28単位以上修得すること。
①「外国語（英語科目、初修外国語科目）」「技能（日本語力科目、キャリア教育科
目、情報基盤科目、健康・スポーツ科目）」から16単位以上（このうち英語科目必修
６単位を含む）
「教養基礎」「持続社会探究」から８単位以上

（２）経済数理学科専門科目にあっては、次の要件を満たした上で68単位以上修得
すること。
①「ゼミナール科目」：必修科目10単位を含み12単位以上
②「専門科目」：次の要件を満たした上で50単位以上
基盤科目：基盤Ⅰから18単位以上、基盤Ⅱから8単位以上
総合科目：制度・歴史から2単位以上、社会理解から2単位以上を含み6単位以上
応用発展科目：応用科目から12単位以上、
発展科目から6単位以上
（３）卒業に必要な単位124単位のうち、（１）（２）から規定単位数を差し引いた残り28
単位については、（１）（２）において規定単位数以上を修得した科目の単位を合計
する。

（履修科目の登録の上限：40単位（年間））

卒業要件及び履修方法

教
職
課
程
の
大
学
が
独
自
に

設
定
す
る
科
目

教職特論演習Ⅰ

教職特論演習Ⅱ

学校経営と学校図書館

学校図書館メディアの構成

学習指導と学校図書館

読書と豊かな人間性

情報メディアの活用

小計（7科目）

広
域
基
礎
科
目

日本史概論Ⅰ

日本史概論Ⅱ

世界史概論Ⅰ

世界史概論Ⅱ

人文地理学

自然地理学

地誌学

現代の政治学

小計（8科目）

小計（19科目）

専門科目　小計（96科目）

合計（362科目）

社会科教育法Ａ

社会科教育法Ｂ

社会科・地理歴史科教育法

社会科・公民科教育法

公民科教育法

教
職
の
教
科
及
び
教
職
に
関
す
る
科
目

教職論

教育課程論

道徳教育の指導法

総合的な学習の時間の指導法

特別活動の指導法

教育方法論

生徒・進路指導論

生徒指導論

教育相談

進路指導論

教育実習論

教育実習（中・高）

教育実習（高）

教職実践演習（中・高）

現代の政治学

小計（8科目）

社会科・地理歴史科教育法

社会科・公民科教育法

公民科教育法

小計（17科目）

教職論

教育課程論

道徳教育の指導法

総合的な学習の時間の指導法

特別活動の指導法

教育方法論

生徒・進路指導論

教育相談

教育実習論

教育実習（中・高）

教育実習（高）

教職実践演習（中・高）

社会科教育法Ａ

社会科教育法Ｂ

教
職
課
程
の
大
学
が
独
自
に

設
定
す
る
科
目

教職特論演習Ⅰ

合計（354科目）

４年以上在学し、かつ、次のすべての要件を満たした上で、124単位以上を修得す
ること。
（１）全学共通科目にあっては、次の要件を満たした上で28単位以上修得すること。
①「外国語（英語科目、初修外国語科目）」「技能（日本語力科目、キャリア教育科
目、情報基盤科目、健康・スポーツ科目）」から16単位以上（このうち英語科目必修
６単位を含む）
「教養基礎」「持続社会探究」から８単位以上

（２）経済数理学科専門科目にあっては、次の要件を満たした上で68単位以上修得
すること。
①「ゼミナール科目」：必修科目10単位を含み12単位以上
②「専門科目」：次の要件を満たした上で50単位以上
基盤科目：基盤Ⅰから18単位以上、基盤Ⅱから8単位以上
総合科目：制度・歴史から2単位以上、社会理解から2単位以上を含み6単位以上
応用発展科目：応用科目から12単位以上、
発展科目から6単位以上
（３）卒業に必要な単位124単位のうち、（１）（２）から規定単位数を差し引いた残り28
単位については、（１）（２）において規定単位数以上を修得した科目の単位を合計
する。

（履修科目の登録の上限：40単位（年間））

卒業要件及び履修方法

専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

教
職
の
教
科
及
び
教
職
に
関
す
る
科
目

兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数
科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置

教職特論演習Ⅱ

学校経営と学校図書館

学校図書館メディアの構成

学習指導と学校図書館

読書と豊かな人間性

情報メディアの活用

小計（7科目）

広
域
基
礎
科
目

日本史概論Ⅰ

日本史概論Ⅱ

世界史概論Ⅰ

世界史概論Ⅱ

人文地理学

自然地理学

地誌学
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（１）－②授業科目表に関する変更内容
　　　　

【令和２年度】

　　　　

【令和３年度】

　　　　

【令和４年度】

（注）・  ２（１）ー① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、

　　　　授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。

　　　・　不要な年度（令和２年度開設であれば令和元年度）の表は適宜削除してください。

（別紙　EE令3-1）のとおり。

　　　　

　　　　

　　　　

（別紙　EE令2-1）のとおり。

（別紙　EE令4-1）のとおり。
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科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに、［　］内に、設置時の計画からの増減を
　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

計

（２） 授業科目数

設置時の計画 変更状況
備考

必修 選択 自由 計（Ａ） 必修 選択 自由

10 319 24 353 10 26 363

[　0　] [　8　] [　2　] [　10　]

327
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１ テーマ別日本語表現（成蹊俳句教室） 2 2前 一般 選択

２ 環境科学トピックス（食料と環境） 2 2後 一般 選択

３ Cross Cultural Communication Skills 2 2前後 一般 選択

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。
　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については記入しないでください。

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　設置時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する大学の所見、

　　　　学生への周知方法、今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

（４） 廃止科目

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」として記入してください。

廃止の理由，代替措置の有無

　　　　ください。

上記（3）-１、２、３共に次年度以降に開講する予定であり、学生の在学中に履修機会は確保できると
考えられる。なお、当該学生には、履修登録前にポータルサイト等で周知済みである。

（３） 未開講科目

未開講の理由，代替措置の有無

別途（俳句作りをたのしむ）を開講するため、学生の履修に影響なし。

担当予定者が急遽出講を辞退したため。2023年度は開講予定。

担当予定者が急遽出講を辞退したため。2023年度は開講予定。

　　　　ください。

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」
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（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

3

353

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように
　　　　留意してください。

％
設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）

未開講科目（３）と廃止科目（４）の計
＝ ＝ 0.84
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備考

成蹊小学校
（必要面積10,620
㎡)(収容定員：720人)
と共用

トラスコンガーデンの
耐震及び一部取壊しの
ため(4)
大学13号館解体のため
(3)

大学全体

実験実習室：用途変更
による増室のため。
(4)
演習室：院生用研究室
に用途変更のため。
(3)
実験実習室：大学13号
館解体のため(3)
情報処理学習施設：実
験実習室に用途変更し
たため。(3)

1室について、語学学
習施設から情報処理学
習施設に用途変更した
ため（2）。

実験実習室

成蹊高等学校
（必要面積13,704
㎡)(収容定員：966人)
と共用

237,813.30㎡そ　の　他

合　　　計

8,256.21㎡

106,251.86㎡

0㎡ 69,912.64㎡

講　義　室

70室
(３) 教　　室　　等

演　習　室

(４) 専任教員研究室

39室
46室

87,580.85㎡ 0㎡ 18,671.01㎡

236,310.27㎡

0㎡ 246,069.51㎡

180室
179室
211室

内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

専　　　用

482,379.78㎡

語学学習施設

（補助職員0人）

5室
6室

情報処理学習施設

7室
9室
8室

（補助職員0人）

69,912.64㎡

３　施設・設備の整備状況，経費

令和3年3月末で1名退職の
ため。（2）

0㎡
88,405.82㎡
88,573.57㎡
92,528.93㎡

（92,528.93㎡）

174,653.84㎡ 237,813.30㎡

計

88,405.82㎡
88,573.57㎡
92,528.93㎡

0㎡

（　　　　　　0㎡） （　　　　　　0㎡）

校
　
　
地
　
　
等

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

運動場用地

小　　　計

区　　　　　分

166,397.63㎡

(１) 区　　 分

校 舎 敷 地 0㎡ 51,241.63㎡ 130,058.41㎡78,816.78㎡

（92,528.93㎡）

(２) 校　　　　　舎

成蹊中学校
（必要面積12,924
㎡)(収容定員：801人)
と共用

新設学部等の名称 室　　　　　　数

経済学部　経済数理学科 室
9
10



26

大学全体での共用分図書

179,214〔44,851〕
(172,298〔44,332〕)
(86,127〔12,096〕)
(82,300〔12,091〕)
(83,820〔11,786〕)

（変更理由）
変更理由は、「７その他
全般的事項」（１）設置
計画変更事項等記載(2)。

図書：計画通り、図書を
購入したため(3)
学術雑誌：電子ジャーナ
ルに移行するため(3)
電子ジャーナル：海外の
出版社による電子資料の
価格高騰のため。(3)
視聴覚資料：算出方法を
見直し、改めて集計した
ため。(3)
大学全体での共用分図
書：請求記号（本学図書
館の分類方法）
を変更したため。(3)

図書：複本の除籍のた
め。(4)
学術雑誌：契約の見直し
のため。(4)
電子ジャーナル：契約の
見直しのため。(4)
視聴覚資料：新規購入及
び寄贈受入のため。(4)
機械・器具：図書館内設
置のパソコン台数を減ら
したため。パソコン台数
は十分に確保しているた
め、このことによる支障
はない。(4)
大学全体での共用分図
書：新規購入及び寄贈受
入のため。外国書につい
ては、複本の除籍のため
減少した。(4)

2020年2月に関係する書架
のすべての点検を行った
結果、収納可能冊数が変
更となった。(2)

閲覧座席数について、図
書館外にある飲食スペー
スの座席等を含めていた
ため、当該座席分を減じ
た。(3)

(６) 図　　書　　館

新設学部等
の名称

11,925.03㎡
850

1032

（73〔73〕）
（118〔118〕）
（74〔74〕）
（56〔56〕）

（27,265）
（39,718）
（9,935）
（10,086）

（284）
（252）
（231）

収 納 可 能 冊 数

29,937 284 0

（284）
（252）
（231）

0

（27,265）
（39,718）
（9,935）
（10,086）

面　　　　　積 閲 覧 座 席 数

（73〔73〕）
（118〔118〕）
（74〔74〕）
（56〔56〕）

1,390,000
1,700,000

　

図
書
・
設
備

(５)

計

788〔300〕　

種

経済学部

70,049〔33,974〕　

（67,267〔33,361〕）
（66,763〔33,192〕）
（67,069〔33,291〕）
（64,589〔33,277〕）

（　788〔300〕）
（　88〔29〕）
（　79〔25〕）
（　85〔31〕）

70,049〔33,974〕　

図　　書 学術雑誌

〔うち外国書〕

〔うち外国書〕

機械・器具 標　　本
〔うち外国書〕

73〔73〕　 29,937 284 0

73〔73〕　

（　788〔300〕）
（　88〔29〕）
（　79〔25〕）
（　85〔31〕）

点 点点

（67,267〔33,361〕）
（66,763〔33,192〕）
（67,069〔33,291〕）
（64,589〔33,277〕）

0

電子ジャーナル

冊

788〔300〕　

視聴覚資料
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届出学部全体

図書費には電子ジャーナ
ル・データベースの整備
費（運用コストを含む）
を含む。

変更理由は、「７その他
全般的事項」（１） 設置
計画変更事項等に記載。
(2)

共同研究費等について、
過年度実績及び次年度の
研究プロジェクトの計画
に基づき予算を設定して
いるため予算の増減が発
生する。実績・計画に基
づく変更のため、これに
よる研究環境への影響は
ない。(3)

教員１人当り研究費等：
刊行物購入費が増加傾向
にあることから、当研究
費も増加している。(4)
図書購入費：図書購入費
は減少しているが、刊行
物購入費は増加傾向にあ
る。図書と刊行物の購入
費の合計では支出額に大
きな増減はなく研究・教
育環境への影響はない。
(4)

共同研究費等：過年度実
績及び次年度の研究プロ
ジェクトの計画に基づき
予算を設定しているため
予算の増減が発生する。
(4)
設備購入費：中期的な教
育環境整備計画に基づき
設備費を算出するが、詳
細の設計にあたり見込額
が変動するため増減が発
生する。(4)

(７) 体　　育　　館

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては、変更部分を赤字で見え消し修正するとともに、

　　　　その理由及び報告年度「（４）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は、その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお、「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を、その他の

(８) 教員１人当り研究費等

完成年度 区　　分

5,006.6㎡
野球場 1面、サッカー場 1面、テ
ニスコート 1面、卓球場 1棟

体育館以外のスポーツ施設の概要

ハンドボールコート 1面、アー
チェリー射場 1面、弓道場 1面

開設前年度 完成年度

7,372千円
5,211千円

1,100千円 ―　千円

1,068千円
1,017千円

設備購入費

図書購入費

1,100千円

1,068千円
1,017千円
1,055千円

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

経費
の見
積り

学生納付金以外の維持方法の概要 私立大学等経常費補助金、資産運用収入、雑収入等

区　　　　分 開設年度

共 同 研 究 費 等
1,305千円
1,360千円

1,305千円
1,117千円
1,122千円
1,024千円

8,209千円
20,733千円

第６年次

8,209千円
26,948千円

8,209千円
21,014千円
19,974千円

7,372千円
5,276千円

7,372千円
5,940千円
5,146千円

開設年度

―　千円

学生１人当
り

納付金

第１年次 第２年次 第３年次

1,300千円 1,100千円

第４年次 第５年次

面　　　　　積

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少、建築計画の遅延）がある場合には、「建築等設置計画変更書」

　　　　を併せて提出してください。

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

　　　・　「(５)図書・設備」については、上段に完成年度の予定数値を、下段には令和４年５月１日現在の数値を記入してください。

（注）・　設置時の計画を、申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合、　　　　
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４．既設大学等の状況

大 学 の 名 称 　成　蹊　大　学 学生募集停止学科数 4
平均入学定員超
過率1.3倍以上の
学科等数

0 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

令和４年度
入学定員
超過率

定員変更
年度（AC期間の

学科のみ）

開設
年度

所　在　地

年 人 年次 人 倍 倍 年度 年度 年度

人

経済学部 4 ‐ ‐ 500 - - - - 昭和43 -
令和2年学生募集
停止

経済経営学科 4 ‐ ‐ 500 学士
(経済学)

- - - 平成16
東京都武蔵野市吉祥寺
北町三丁目３番１号

令和2年学生募集
停止

経済学部 4 230 ‐ 920 - 1.01 1.02 - 令和2 - 令和2年設置

　経済数理学科 4 80 ‐ 320 学士
(経済学)

1.00 0.93 - 令和2 同上 令和2年設置

　現代経済学科 4 150 ‐ 600 学士
(経済学)

1.01 1.06 - 令和2 同上 令和2年設置

理工学部 4 420 ‐ 1680 - 1.05 1.24 - 平成17 -

 物質生命理工学科 4 ‐ ‐ 383 学士
(理工学)

- - - 平成17 同上
令和4年学生募集
停止

 情報科学科 4 ‐ ‐ 434 学士
(理工学)

- - - 平成17 同上
令和4年学生募集
停止

 ｼｽﾃﾑﾃﾞｻﾞｲﾝ学科 4 ‐ ‐ 383 学士
（工学）

- - - 平成17 同上
令和4年学生募集
停止

 理工学科 4 420 ‐ 1680 学士
(理工学)

1.24 1.24 令和4 令和4 同上 令和4年設置

文学部 4 420 ‐ 1680 - 1.00 1.01 - 昭和40 -

 英語英米文学科 4 121 ‐ 493 学士
（文学）

0.99 1.00 - 昭和40 同上 令和2年度入学定員減（9人）

 日本文学科 4 84 ‐ 342 学士
（文学）

1.01 1.01 - 昭和40 同上 令和2年度入学定員減（6人）

 国際文化学科 4 110 ‐ 440 学士
（文学）

1.00 1.00 - 平成12 同上

 現代社会学科 4 105 ‐ 425 学士
（文学）

1.01 1.01 - 平成12 同上 令和2年度入学定員減（5人）

法学部 4 440 ‐ 1760 - 1.04 1.05 - 昭和43 -

 法律学科 4 280 ‐ 1120 学士
（法学）

1.03 1.10 - 昭和43 同上

 政治学科 4 160 ‐ 640 学士
(政治学)

1.04 0.98 - 昭和43 同上

経営学部 4 290 ‐ 1160 - 1.06 1.02 - 令和2 - 令和2年設置

　総合経営学科 4 290 ‐ 1160 学士
(経営学)

1.06 1.02 - 令和2 同上 令和2年設置

大学全体 4 1800 7200 1.03 1.08 - - -
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大 学 の 名 称 学生募集停止学科数 0
平均入学定員超
過率1.3倍以上の
学科等数

0 備　　考

年 人 年次 人 倍 倍 年度 年度 年度

人

理工学研究科 - - - - - - - - 平成21 -

　理工学専攻（博士前期課程） 2 70 - 140

修士（理
工学）又
は修士
（工学）

0.83 0.74 - 平成21 同上

　理工学専攻（博士後期課程） 3 10 - 30

博士（理
工学）又
は博士
（工学）

0.13 0.10 - 平成21 同上

経済経営研究科 - - - - - - - - 平成19 -

　経済学専攻（博士前期課程） 2 6 - 12 修士
(経済学)

0.24 0.16 - 平成19 同上

　経済学専攻（博士後期課程） 3 3 - 9 博士
(経済学)

0.11 0.00 - 平成19 同上

  経営学専攻（博士前期課程） 2 10 - 20 修士
(経営学)

0.50 0.50 - 平成19 同上

  経営学専攻（博士後期課程） 3 3 - 9 博士
(経営学)

0.00 0.00 - 平成19 同上

法学政治学研究科 - - - - - - - - 昭和45 -

  法律学専攻（博士前期課程） 2 8 - 16 修士
（法学）

0.12 0.25 - 昭和45 同上

  法律学専攻（博士後期課程） 3 4 - 12 博士
（法学）

0.00 0.00 - 昭和47 同上

  政治学専攻（博士前期課程） 2 4 - 8 修士
(政治学)

0.12 0.00 - 昭和47 同上

  政治学専攻（博士後期課程） 3 2 - 6 博士
(政治学)

0.00 0.00 - 昭和48 同上

文学研究科 - - - - - - - - 昭和46 -

  英米文学専攻（博士前期課程） 2 8 - 16 修士
（文学）

0.18 0.12 - 昭和46 同上

  英米文学専攻（博士後期課程） 3 4 - 12 博士
（文学）

0.16 0.00 - 平成10 同上

  日本文学専攻（博士前期課程） 2 8 - 16 修士
（文学）

0.49 0.62 - 昭和46 同上

  日本文学専攻（博士後期課程） 3 4 - 12 博士
（文学）

0.08 0.25 - 平成3 同上

  社会文化論専攻（博士前期課程） 2 8 - 16 修士
（学術）

0.24 0.37 - 平成3 同上

  社会文化論専攻（博士後期課程） 3 4 - 12 博士
（学術）

0.25 0.50 - 平成3 同上

大学院全体（博士前期課程） 2 122 - 244 - 0.60 0.56 - - -

大学院全体（博士後期課程） 3 34 - 102 - 0.09 0.11 - - -

　成　蹊　大　学　大　学　院

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地
編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

令和４年度
入学定員
超過率
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大 学 の 名 称 学生募集停止学科数 0
平均入学定員超
過率1.3倍以上の
学科等数

0 備　　考

年 人 年次 人 倍 倍

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者が既に設置している全ての大学、大学院、短期大学及び

　　　　高等専門学校についてそれぞれの学校ごとに、報告年度の５月１日現在の状況を記入してください（専攻科及び別科を除く）。

　　　・学部の学科または研究科の専攻等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　・本年度ＡＣ対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

　　　・「平均入学定員超過率」には、報告年度（令和４年度）から起算した修業年限に相当する期間の

　　　　入学定員超過率の平均を記載してください。

　　　・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を

　　　　記入してください。

令和４年度
入学定員
超過率

該当なし。

開設
年度

学位又
は称号

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

所　在　地既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

平均入学
定員

超過率



個人情報を含むため公表しません。（P.31～P.56）

５　教員組織の状況

＜経済学部　経済数理学科＞

（１）ー① 担当教員表
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（１）ー②担当教員表に関する変更内容

　　　　 　　　　

　　　　 　　　　

（注）・  変更内容を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　不要な年度（令和２年度開設であれば令和元年度）の表は削除せず、斜線を入れてください。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」と記入してください。

　　　　なお、設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は、「教員審査省略」と記入してください。

【令和２年度】

【令和３年度】
（別紙　EE令3-2）のとおり。

【令和４年度】
（別紙　EE令4-2）のとおり。

　　　　 　　　　

（別紙　EE令2-2）のとおり。

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は、当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画変更書」を提出し、

　　　　大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（ＡＣ教員審査）を受けてください。ＡＣ教員審査を受けずに専任教員として授業等を担当することは出来ません。
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（注）・　大学設置基準第十三条別表第一、短期大学設置基準第二十二条別表第一イにより算出される専任教員数を記入してください。

（注）・「設置時の計画」には、設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに、（　）内に開設時の状況を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の状況」には、報告年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の状況」には、認可で設置された学部等の場合は、「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、

　　　　教員審査を受審済みであり、完成年度までに就任する教員数を加えた数を、届出で設置された学部等の場合は、

　　　　「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、完成年度までに就任することが決定している教員数を加えた数を記入するとともに、

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の計画」には、予定されている完成年度時の人数を記入するとともに、

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

（注）・「年齢構成」には、当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません）、

　　　　及び、報告年度の５月１日現在、定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている
　　　　教員数及び完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。
　　　・なお、職位等によって定年年齢が異なる場合には、職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入
　　　　し、「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ）
設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

報告時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告時）の状況（Ｂ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ'）
設置時の計画（Ａ'）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

報告時（上記
（Ｂ））の教員の
うち、定年を延長
して採用している

教員数

完成年度時（上記
（Ｃ））の教員う
ち、定年を延長し
て採用する教員数

65 0 1

　（２）－⑤　現在（報告時）の状況における定年を延長している教員構成率

=
0

= ％
9

0

　（２）－④　設置時の計画に対する教員充足率

=
9
8

= 112.5 ％

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｄ）

6 1

歳 名 名

年齢構成

2

　（２）－③　年齢構成

1 0 8
6 1

［0］ ［0］ ［1］

定年規定の定める
定年年齢（歳）

8 4

（２） 専任教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

完成年度時における
設置基準上の必要専

任教員数

うち、完成年度時に
おける設置基準上の

必要教授数

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ａ）
助　教

計
（Ｂ）

准教授 講　師教　授

現在（報告時）の状況

助手
（Ｂ'）

助手
（Ａ'）

名 名

　　　　

　（２）－②　専任教員等数【大学】

設置時の計画

現在（報告時）の完成年度時の状況 現在（報告時）の完成年度時の計画

（1）

［0］ ［0］ ［1］ ［0］ ［1］

6 1 2 0 9

［0］ ［1］

6 1 2 0 9

（5） （1） （1）

　（２）－⑥　設置時の計画に対する助手充足率

=
1

= 100 ％
1

［0］

1

［0］

1 1

1

助手
（Ｃ'）

助手
（Ｄ'）

（1） （8）

0 9

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｃ）
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時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

　（３）－③　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（３）－③合計（Ｄ）+（Ｆ）
（２）－②設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

（注）・（３）－①、（３）－②で赤字で記載した専任教員数の合計数を記載してください。

0 人

　（３）－④　設置時の計画に対する教員辞任率

= = 0 ％
0
8

自由 0 科目 自由 0 自由

選択

0必修

0

0 選択科目

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

②の合計数（b）

必修

自由

0

0 選択

必修 0

計

必修

自由 0

後任補充状況の集計（Ｅ）＋（Ｇ）

0

選択

③の合計数（c）

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

0

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

辞任した教員数

00

0 科目

0 科目

0 科目 計

0自由

0

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

（３） 専任教員辞任等の理由

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）就任を辞退した教員数

0

必修 0

選択

必修

選択

自由自由 0

0

0

0

0

番　号

①の合計数（a） ③の合計数（c）

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

②の合計数（b）

0

0 0

必修・選択・自由の別

必修・選択・自由の別

合計（Ｄ） 後任補充状況の集計（Ｅ）

職　位

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合、赤字にて記入するとともに、

選択

計計

後任補充状況 就任辞退（未就任）の理由担当予定科目

合計（Ｄ）＋（Ｆ）

0 人

0

③の合計数（c）

0 人

計

①の合計数（a） ②の合計数（b）

必修 0 科目 必修

0 選択

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

0 計

0

専任教員氏名

計

0

人

0

①の合計数（a）

科目

0

0

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

計

0

辞任等した教員数

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

（注）・　一度就任した後に、定年による退職以外の理由で辞任した全ての専任教員についてに記入してください。

0

0 選択

必修

0

自由 0

計 0 科目 計 0 計

　（３）－⑤　令和３年度報告書から、新たに辞任等した専任教員等の状況

選択

該当なし

職　位

必修

0

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

0

0必修

科目

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

選択

自由

科目

合計（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｇ）

0

該当なし

番　号

必修

科目

後任補充状況担当予定科目

自由自由

0 科目

選択

辞任等の理由専任教員氏名



60

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

科目 自由 0 自由

1 必修 0 必修 0

選択 6 科目 選択 0
人

必修 1 科目 必修

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計 0

（注）・　定年により退職した全ての専任教員についてに記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

1
0 自由 0

計 7 科目 計 1 計 6

選択 6 選択 0

自由 0

合計 後任補充状況の集計

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

基礎ゼミナール ①必修

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由

選択 フランス語基礎AⅡ ②

R3.3.31付け65歳で定年退職（3）

選択 フランス語演習言語と文化Ⅰ ②

選択 フランス語基礎AⅠ ②

１ 教授 太西　雅一郎

選択 文学への招待 ②

選択

　（３）－⑥　定年により退職した専任教員に対する後任補充状況

（3）-⑥に掲げる教員に対し、令和２年度末で定年退職となったが、退職に関して、学生への周知は特段行っていないが、すでに後任とな
る教員が就任し、必修である「基礎ゼミナール」を担当しているため、学生の履修等への影響はない。そのほか、全学共通科目の選択科目
についても、兼担教員（他学部の専任教員）が担当し、教育上支障がない。

異文化理解トピックス（フランス語圏） ②

選択 フランス語演習言語と文化Ⅱ ②

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する大学の所見、学生への周知方法、
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区　　　分
今後の

の実施計画

（別紙  EE令4-3）のとおり

認　可　時

（令和元年）

設置計画履行状況

調　査　結　果 該当なし

（令和２年）

設置計画履行状況

調　査　結　果 該当なし

（令和３年）

遵守事項 履行済

履　行　状　況

該当なし

６　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等

該当なし

完成年度前に定年規程
に定める退職年齢を超
える専任教員数の割合
が比較的高いことか
ら、定年規程の趣旨を
踏まえた適切な運用に
努めるとともに、教員
組織改編の将来構想に
ついて検討すること。

　　　　寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。） と、それに対する履行状況等について、

（注）・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は

　　　　具体的に記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査結果」には、当該調査の実施年度の年を記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査結果」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を

　　　　全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的に記入してください。

　　　　その履行状況等の参考となる資料があれば、添付してください。

　　　・　「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。

　　　・　該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況、今後の見通しなど

該当なし

　ａ　委員会の設置状況

ＦＤについては、本学部では　（別紙　EE令4-4）のとおり、ＦＤ委員会を設置している。
また、ＳＤについては、本学では学部ごとではなく全学体制で行っている。

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で、設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

本学部のＦＤ委員会については、令和3年度までは本学部、経済学部（令和2年度学生募集停止）及び経営学部合同で
行ったが、令和4年度以降は本学部単体で年間16回開催する予定である。
また、委員会は、学部長、大学評議員、学科主任、教務委員長、教務副委員長の役職者等及び役職に就いていない本学
部専任教員のうちから学部長が指名する若干名で構成され、概ね全ての回に全構成員が参加している。

　ｃ　委員会の審議事項等

ＦＤ委員会の審議事項は、規則において、次のように定めている。
（１）本学部における教育活動の改善に関する事項
（２）学生による授業評価の結果分析及び活用に関する事項
（３）ＦＤ活動の点検・評価に関する事項
（４）その他学部長が必要と認めた事項

この定めに基づき、令和3年度のＦＤ委員会では、次の事項についての審議等を行った。
・ＦＤ研修会の年間計画の策定
・ＦＤ研修会の内容策定、運営、報告
・FD活動報告書
・FD委員会の開催日時
・授業研究会
・ティーチングアウォード（教員顕彰）候補者選定、推薦
・研究倫理
・授業評価アンケート関係（実施、結果の分析、セルフレビュー）
・シラバス関係（取りまとめ、第三者チェック）
・授業改善に向けた各種調査結果の活用、報告

７　その他全般的事項

＜経済学部　経済数理学科＞

（１） 設置計画変更事項等

①　実施体制
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【ＳＤ】

　ａ　実施内容

　ａ　実施内容

　上記のＦＤ委員会で内容を策定したＦＤ研修会について、令和3年度は、「オンデマンド型授業についての意見交換」
をテーマとして実施した。その他、授業研究会（高橋史郎先生の担当科目「財務会計」）も実施した。

②　実施状況

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

大学全体として、前期末及び後期末に実施している。

　ｂ　実施方法

FD研修会：オンライン形式及び動画配信
授業研究会：オンライン形式

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

ＦＤ研修：令和3年6月24日に実施した研修会には、ほぼ全員（46名）が参加した。
授業研究会：令和3年6月28日の4限に実施した研究会には、4名が参加した。

成蹊大学SD（Staff Development）実施方針を定め（別紙　EE令4-5）、これに基づき、毎年度、実施計画を策定し、実
施している。令和3年度は、全8回実施した。

研修テーマは、大学の教育研究活動及び教学マネジメントに関し、より適切かつ効果的な運営ができるよう、職員が必
要な知識及び技能を習得するとともに、その能力及び資質の向上をめざすという目的（方針）を達成するため、以下の
いずれかに該当するものとする。
　①　３つのポリシーに基づく本学の自己点検・評価と内部質保証に関するもの
　②　教学マネジメントに関わる専門的職員の育成に関するもの
　③　大学改革に関するもの
　④　学生の厚生補導に関するもの
　⑤　業務領域の知見の獲得を目的とするもの（総務、財務、人事、企画、教務、研究等）
　⑥　その他（本学独自の業務に関するもの、時流に対応したもの等）

　ｂ　実施方法

令和3年度は、オンライン（Zoomを利用）、オンラインと一部対面を併用したハイフレックス及びオンデマンドで実施し
た。

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

令和3年度に開催したSDは、次のとおりである。なお、参加者数については、教員・職員分け隔てなく参加募集をしてい
ることもあり、分けての集計は行っていない。
第１回「新型コロナウイルス感染症対策について　－臨床の現場から、対面授業拡大と感染症対策の両立を考える－」
参加数：70名
第２回「『企業は新卒採用において「学修成果」をどのように評価するのか』「成蹊大学の学修成果」及び「企業が
『大学が示す学修成果の情報』に期待すること」について」参加数：22名
第３回「本学における感染症対策について」(オンデマンド動画形式）視聴者数：42名
第４回「大学におけるカルト宗教の勧誘とその対策について」参加数：70名（島根県立大学、西南学院大学との合同開
催）
第５回「アカデミック動画配信と著作権」参加数：44名
第６回「内部質保証と大学認証評価について」参加数：67名
第７回「大学生の自殺予防のために教職員ができること－コロナ禍の心理的影響を踏まえて－」参加数：49名
第８回「高校生が抱く「成蹊大学」のイメージ　～リクルート［進学ブランド力調査］から～」参加数：43名

ＦＤ研修：リアルタイムならびにオンデマンド参加を設定し、ほぼ全員である46名が参加した。研修会を通じて、多く
の参加者がオンデマンドによる授業配信方法を理解できた、大変参考になった、との回答が得られた。特に、オンデマ
ンド形式でも、学生同士のディスカッション機会や教員からのフィードバックも実現できることが確認でき、有意義な
研修会となった。
授業研究会：授業観察の直後に実施された授業研究会にて、下記の意見が出された。
他の教員の授業の進め方や工夫が理解できて参考になった。
zoom機能の活用方法を知ることができ、特にチャットを利用することでリモートでも学生が不安にならない環境づく
りができることが分かった。
オンラインでもCourse Powerとの併用で充実した授業を展開できることを学んだ。

いずれの参加者からも、有意義な機会であるとの声が挙がった。

　ｂ　教員や学生への公開状況、方法等

アンケート結果の集計後、学期ごとに大学ホームページにて公開している。

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には、関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には、実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）
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該当なし。

（３） 教育課程連携協議会に関する事項

　※専門職大学、専門職短期大学、専門職学科、専門職大学院以外は「該当なし」と記入ください。
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経済学部経済数理学科の設置の趣旨・目的については、設置３年目においては、特に次の３点の理由から、十分達成し
ているものと思われる。

１　定員充足の状況
開設３年目となった2022年度入試においては、定員80名のところ、一般入試、ＡＯ入試、各種推薦入試を通しての志願
者数が846名（定員に対する志願者数：およそ10.5倍）、受験者数が810名、合格者数が301名（実質倍率はおよそ2.7
倍）となった。
このことは、設置にあたり入学志願者の動向等の分析が適切になされた結果であるといえる。
この結果、定員の0.93倍にあたる75名の新入生を迎えることができた。

２　教員組織の変更
令和４年４月に１名の講師を迎えた。
この結果、経済学部経済数理学科の専任教員は、教授６名、准教授１名、講師２名の計９名となった（設置計画時８
名）。
なお、届出時の附帯事項については、「６　附帯事項等に対する履行状況等」に記載したとおりである。

３　学部運営等
設置後の２年間に引き続き第３年度も学生募集という点では何ら問題なく推移している。設置後の２年間は、新型コロ
ナウイルス感染拡大の影響を大きく受けた。初年度には、他大学に先駆けて４月の早い時期にオンライン授業の実施を
決定し、当初予定の学年暦通りの週数で授業を運営し、本学部の設置の趣旨・目的に掲げた教育から逸れることがな
く、学科を始動させることができた。第２年度の令和３年度においては、１年次生、２年次生ともに演習科目を中心に
対面授業の再開を開始し、緊急事態宣言（４月下旬より５月末まで）の解除後には、対面授業の実施科目を拡大させ
た。第３年度の令和４年度においては、履修者数概ね150名を超える大規模科目（本学科の学生が履修する学部開講科目
としては４科目のみ）を除けば、通常通りの授業運営となっている。
設置３年目を迎え、３年次生向けのゼミナール科目も開講されており、学生の学びを一層深めるために、学部教員、学
科教員が一致団結して努力を続けている。

（４） 自己点検・評価等に関する事項

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

大学全体の自己点検・評価報告書として、令和６年度はじめ（認証評価結果受領後）に公表予定（令和４年度に報告書
を作成し、令和５年度に公益財団法人大学基準協会での認証評価を受ける予定）。

　ｂ　公表方法

大学ホームページ上に公開予定（令和６年４月を予定）

　　　　　なお、「②　自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また、「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

③　認証評価を受ける計画

令和５年度に公益財団法人大学基準協会による認証評価を受ける予定である。

　　　　いて記入してください。
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○　設置計画履行状況報告書（令和４年度）

　ｃ　公表方法　　　　　〔　ウェブサイトへの掲載　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　〕

※設置計画が各大学等が社会に対して着実に実現していく構想を表したものであることに鑑み、

　設置計画履行状況報告書については、各大学等のウェブサイトに公表するなど、積極的な情報提供をお願いします。

　ａ　公表予定の有無　　〔　　　有　　　・　　　無　　　〕

≪ａで「有」の場合≫

　ｄ　公表しない理由　　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　ｂ　公表（予定）時期　〔　調査結果公表後１ヶ月以内　・　公表後２～３ヶ月以内　・　公表後３ヶ月以降　〕

≪ａで公表「無」の場合≫

（５） 情報公表に関する事項



1

学校コード F113310103732

設置年度 令和 ４年度

計画の区分： 学部の設置

成蹊大学 経済学部

　　　職名・氏名

　　　電話番号　　 0422-37-3531

　　　（夜間）　　 0422-37-3531

　　　ｅ－mail　　 kikaku@jim.seikei.ac.jp

届出

令和４年５月１日現在 

【届出】設置に係る設置計画履行状況報告書

学校法人　成蹊学園

【認可】設置に係る設置計画履行状況報告書

　　　　　　　　　　　　　　　注１

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　作成担当者

　　　　　当該番号を記載してください。

　　担当部局（課）名　　　学長室総合企画課

　　　　　・大学院設置の場合：「○○大学大学院」

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　例）　○○大学　△△学部　□□学科

　　　　　　　　　　　　（旧名称：◇◇学科（平成◇◇年度より学科名称変更））

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には、表題には現在の名称を記載し，その下欄に

　　　　　（　　）書きにて、設置時の旧名称を記載してください。

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　　　https://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/mext_01087.html

　　　　　なお、該当がない場合は、本番号は学校基本調査での「学校コード」と同様の番号ですので、

　　　　　・大学院の研究科の専攻の設置等の場合：「○○大学大学院　○○研究科　○○専攻（修士課程）」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　３　学校コードについては、以下URLを確認の上、該当番号を記載してください。

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　　　・大学の設置の場合：「○○大学」

注３

注2

https://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/mext_01087.html
https://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/mext_01087.html
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ ツクダ　カズオ） （ コバヤシ　ケン ）

佃　和夫 小林　健

（平成19年３月就任） （令和３年４月就任）

（ キタガワ　ヒロシ） （モリ　ユウイチ）

北川　浩 森　雄一

（平成28年４月就任） （令和４年４月就任）

（ オダ　ヒロノブ）

小田　宏信

（令和２年４月就任）

（ ハサモト　カヨ）

挾本　佳代

（令和２年４月就任）

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　（例）令和３年度に報告済の内容　→（３）

　　　　　　令和４年度に報告する内容　→（４）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　　記入してください。

　　　・大学院の場合には、「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

　　　　ください。

理 事 長

（４） 管理運営組織

学 部 長

学科長等

任期満了のため交代
令和3年4月1日（３）

学　　長

職　　名

任期満了のため交代
令和4年4月1日（４）

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学校法人　成蹊学園

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　成蹊大学

　　　　東京都武蔵野市吉祥寺北町３丁目３番１号

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合、本部の位置を（　）書きで記入してください。

（２） 大　学　名

　　　〒180－8633

（３） 調査対象大学等の位置
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（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試

　　　　区分ごとではありません）。

　　　・　なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位

　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」）のほか、それらのコースや専攻単位でも記載したものを、

　　　　別ファイルにて提出してください（作成方法は、事務連絡「令和４年度の履行状況報告書の提出について（依頼）を
　　　　確認してください）。

　　　・　様式は、平成３０年度開設の４年制の学科の完成年度を越えて報告する場合（令和４年度までの５年間）ですが、
　　　　完成年度を越えている場合は別途ご連絡ください。

　　　・　留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により、我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　

  経済学部

　 現代経済学科

　学士（経済学）

年 人 人 人

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

― ― ― ― 3271 ― 2466 ― 2246 ―

(　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　)

[ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ 1 ] [ ― ] [ 1 ] [ ― ] [ ― ] [ ― ]

― ― ― ― 3037 ― 2357 ― 2118 ―

(　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　)

[ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ 1 ] [ ― ] [ 1 ] [ ― ] [ ― ] [ ― ]

― ― ― ― 437 ― 519 ― 556 ―

(　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　)

[ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ]

― ― ― ― 146 ― 150 ― 160 ―

(　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　)

[ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ]

入学定員超過率
Ｂ／Ａ

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　（　 ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には、((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年度には

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　転入学生は記入しないでください。

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した入学定員、入学者数で算出

　　　　してください。なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には、開設年度から報告年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。なお、完成年度を越えて報告書を提出する大学等は、

　　　　報告年度（令和４年度）から起算した修業年限に相当する期間の入学定員超過率の平均を記載してください。

　　　・「開設年度から報告年度までの平均入学定員超過率」は、完成年度を越えて報告書を提出する大学等のみ

　　　　記入してください。完成年度を越えていない場合は「－」を記入してください。

備　　考
平均入学定員

超 過 率

開設年度から
報告年度まで
の平均入学定

員超過率

1.06

150

( 　― 　)

[ 　―　 ]

1.00―

[ 　―　 ]

4 150 ― 600

1.01倍 ―倍

　 　 ・　学生募集停止を予定している場合は、「学生募集の停止について」で「新規入学者を募集停止予定」を選択すると
　　　　　ともに、「備考」に「令和○年度から学生募集停止（予定）」と記載してください。

Ｂ　 入学者数

( 　― 　)
Ａ　 入学定員

志願者数

受験者数

合格者数

―

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

令和４年度令和３年度平成３０年度 令和元年度 令和２年度

（５）　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

　　　　（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

（注）・　定員を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号

経済学関係

年次

編入学定員 収容定員

　　　・　基礎となる学部等がある場合には、「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。

調査対象学部等の
名称（学位）

学位又は学科
の分野

設 置 時 の 計 画

修業年限 入学定員
備　考

学生募集の停
止について

150

( 　― 　) ( 　― 　)

― 0.97

( 　― 　)

[ 　―　 ] [ 　―　 ] [ 　―　 ]

― 150
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

― ― ― ― 146 ― 151 ― 162 ―

[　 ―　] [　 ―　] [　 ―　] [　― 　] [　― 　] [　 ―　] [　 ―　] [　― 　] [　 ―　] [　 ―　]

（　―　） （　―　） （　―　） （　―　） （　―　） （　―　） （　―　） （　―　） （　1　） （　―　）

― ― ― ― 145 ― 157 ―

[　― 　] [　― 　] [　― 　] [　― 　] [　―　 ] [　― 　] [　 ―　] [　― 　]

（　―　） （　―　） （　―　） （　―　） （　―　） （　―　） （　7　） （　―　）

― ― ― ― 138 ―

[　― 　] [　― 　] [　― 　] [　― 　] [　 ―　] [　― 　]

（　―　） （　―　） （　―　） （　―　） （　―　） （　―　）

― ― ― ―

[　― 　] [　― 　] [　― 　] [　― 　]

（　―　） （　―　） （　―　） （　―　）

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

　　　・（　）内には、留年者の状況について、内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際、備考欄に人数の内訳を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数、留学生数を記入してください。

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

令和４年度令和３年度

（　　―　　 ）（　　―　　 ）（　　―　　 ）

平成３０年度 令和元年度

計

備　　　　　考

― ― 146 457

[　　―　 　] [　　―　　 ] [　　―　　 ] [　　―　　 ][　　―　　 ]

４年次

１年次

２年次

３年次

（　　8　　 ）

令和２年度

（　　―　　 ）

296
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

人 人 平成３０年度 人 人

平成３０年度 人 人

令和元年度 人 人

平成３０年度 － 人 － 人

令和元年度 － 人 － 人

令和２年度 0 人 0 人

平成３０年度 － 人 － 人

令和元年度 － 人 － 人

令和２年度 1 人 0 人 他大学進学（1名）

令和３年度 0 人 0 人

平成３０年度 － 人 － 人

令和元年度 － 人 － 人

令和２年度 0 人 0 人

令和３年度 0 人 0 人

令和４年度 0 人 0 人

1 人 1 人 0 人

（注）・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　

　　　・　各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。（在学者数から退学者数を減らす必要はありません。）

　　　・　内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　　　・　在学者数、退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

　　　・　「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【平成３０年度】

平成３０年度の退学者数（ａ） 0
平成３０年度の在学者数（ｂ） 0

【令和元年度】

令和元年度の退学者数（ａ） 0
令和元年度の在学者数（ｂ） 0

【令和２年度】

令和２年度の退学者数（ａ） 0
令和２年度の在学者数（ｂ） 146

【令和３年度】

令和３年度の退学者数（ａ） 1
令和３年度の在学者数（ｂ） 296

【令和４年度】

令和４年度の退学者数（ａ） 0
令和４年度の在学者数（ｂ） 457

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

#DIV/0! ％

#DIV/0! ％

0 ％

= = 0 ％

0.33 ％=

=

=

=

=

=

=

=

人

0

合　　計

人

令和３年度 296 人 1 人

人令和４年度 457 人 0

人令和２年度 146

退学者数
主な退学理由

（留学生の理由は[　]書き）

　　　区　分

対象年度
うち留学生数

平成３０年度

令和元年度

在学者数（b） 退学者数（a）

内訳

入学した年度

人
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【令和４年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 4 1前 1 7

1前 1 6 1前 1 6

1後 1 4 1後 1 7

1後 1 6 1後 1 6

1前 1 2 1前 1 2

1後 1 2 1後 1 2

2前 1 5 2前 1 7

2後 1 5 2後 1 7

1前 1 1 1前後 1 1

1後 1 1 1前後 1 2

1前 1 1 1前後 1 3

1後 1 1 1前後 1 4

1前 1 1 1前後 1 2

1後 1 1 1前後 1 2

1前 2 1 1前後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前後 2 1

1前 2 1 1前後 2 2

1前 2 1 1前後 2 2

1前 2 1 1前後 2 2

1前 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前後 2 4

2後 2 1

2前 2 1 2前後 2 1 4

2前 2 1 2前後 2 3

2前 2 1 2前後 2 3

2前 2 1 2前後 2 3

2前 2 1 2前後 2 2

1前 1 1 1前 1 1 0

1後 1 1 1後 1 1 0

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1前 1 1 1前後 1 2

2前 2 1 2前後 2 2

2前後 2 1 2前後 2 1

2前後 2 2 休講 2 0

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2前 2 1

2前後 2 2 2後 2 1

2前後 2 2 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

― 4 63 0 0 0 0 0 0 23 ― 4 65 0 0 1 0 0 0 41

1前 1 1 1前 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1前 1 2 1前 1 3

1前 1 2 1前 1 3

1前 1 3 1前 1 3

1前 1 3 1前 1 4

1前 1 1 1前 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 1 1後 1 1フランス語基礎ＢⅡ

英語読解トレーニング

Presentation Skills Basic

Discussion Skills Basic

Writing Skills (Paragraph)

Presentation Skills Intermediate

World Englishes

小計（44科目）

ドイツ語基礎ＡⅠ

ドイツ語基礎ＢⅠ

フランス語基礎ＡⅠ

フランス語基礎ＢⅠ

スペイン語基礎ＡⅠ

スペイン語基礎ＢⅠ

Cross Cultural Communication Skills（未開講）

Discussion & Presentation

English for the Workplace

Essay Writing

Intensive Reading

ドラマで学ぶ英語と文化

IELTS Preparation Advanced Ⅰ

IELTS Preparation Advanced Ⅱ

TOEIC Preparartion Advanced

Media English

Academic Listening

歌で学ぶ英語と文化

メディアで学ぶ英語と文化

キャリアのための英語と文化

TOEFL Preparartion Advanced Ⅰ

TOEFL Preparation Advanced Ⅱ

中国語基礎ＡⅠ

中国語基礎ＢⅠ

韓国語基礎ＡⅠ

韓国語基礎ＢⅠ

ドイツ語基礎ＡⅡ

ドイツ語基礎ＢⅡ

フランス語基礎ＡⅡ

全
学
共
通
科
目
・
外
国
語
・
初
修
外
国
語
科
目

全
学
共
通
科
目
・
外
国
語
・
初
修
外
国
語
科
目

IELTS Preparation Introduction

IELTS Preparation Intermediate

基礎からのコミュニケーション英文法

自分でデザインする英語学習

英語発音トレーニング

全
学
共
通
科
目
・
外
国
語
・
英
語
科
目

College English (Listening & Speaking) I

College English (Reading & Writing) Ⅰ

College English (Listening&Speaking)II

College English (Reading & Writing) Ⅱ

Intensive English Ⅰ

Intensive English Ⅱ

College English (Integrated Skills) Ⅰ

College English (Integrated Skills) Ⅱ

TOEFL Preparation Introduction

TOEFL Preparation Intermediate

TOEIC Preparation Introduction

TOEIC Preparation Intermediate

Discussion Skills Intermediate

Writing Skills (Essay)

多読で学ぶ英語と文化Ⅰ（名称変更）

多読で学ぶ英語と文化Ⅱ

映画で学ぶ英語と文化

小計（43科目）

ドイツ語基礎ＡⅠ

ドイツ語基礎ＢⅠ

フランス語基礎ＡⅠ

フランス語基礎ＢⅠ

スペイン語基礎ＡⅠ

スペイン語基礎ＢⅠ

中国語基礎ＡⅠ

中国語基礎ＢⅠ

韓国語基礎ＡⅠ

韓国語基礎ＢⅠ

ドイツ語基礎ＡⅡ

ドイツ語基礎ＢⅡ

フランス語基礎ＡⅡ

フランス語基礎ＢⅡ

Intensive English Ⅱ

College English (Integrated Skills) Ⅰ

College English (Integrated Skills) Ⅱ

Discussion & Presentation

English for the Workplace

Essay Writing

Intensive Reading

World Englishes

IELTS Preparation Advanced Ⅱ

TOEIC Preparartion Advanced

Media English

Academic Listening

Cross Cultural Communication Skills

メディアで学ぶ英語と文化

キャリアのための英語と文化

TOEFL Preparartion Advanced Ⅰ

TOEFL Preparation Advanced Ⅱ

IELTS Preparation Advanced Ⅰ

Writing Skills (Essay)

多読で学ぶ英語と文化

映画で学ぶ英語と文化

歌で学ぶ英語と文化

ドラマで学ぶ英語と文化

College English (Reading & Writing) Ⅰ

College English (Listening&Speaking)II

Presentation Skills Basic

Discussion Skills Basic

Writing Skills (Paragraph)

Presentation Skills Intermediate

Discussion Skills Intermediate

IELTS Preparation Intermediate

基礎からのコミュニケーション英文法

自分でデザインする英語学習

英語発音トレーニング

英語読解トレーニング

TOEFL Preparation Introduction

TOEFL Preparation Intermediate

TOEIC Preparation Introduction

TOEIC Preparation Intermediate

IELTS Preparation Introduction

College English (Reading & Writing) Ⅱ

Intensive English Ⅰ

授業科目の名称

全
学
共
通
科
目
・
外
国
語
・
英
語
科
目

College English (Listening & Speaking) I

配
当
年
次

科目
区分

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

２　授業科目の概要

＜経済学部　現代経済学科＞

【認可時又は届出時】

（１）－① 授業科目表

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1後 1 2 1後 1 3

1後 1 2 1後 1 3

1後 1 3 1後 1 3

1後 1 3 1後 1 4

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1前 2 1 1前 2 2

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 休講 2 0

1前 2 1 1前 2 2

1後 2 1 1後 2 2

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

1前 2 1 1前 2 4

1後 2 1 1後 2 4

2前 2 1 2前 2 2

2後 2 1 2後 2 2

2前 2 1 2前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 休講 2 0

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 2

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

フランス語演習コミュニケーションⅣ

フランス語演習コミュニケーションⅤ（未開講）

ドイツ語演習言語と文化Ⅲ

ドイツ語演習言語と文化Ⅳ

フランス語演習言語と文化Ⅰ

フランス語演習言語と文化Ⅱ

フランス語演習言語と文化Ⅲ

フランス語演習言語と文化Ⅳ

スペイン語演習言語と文化Ⅰ

スペイン語演習言語と文化Ⅱ

スペイン語演習言語と文化Ⅲ（未開講）

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

ドイツ語演習コミュニケーションⅣ

ドイツ語演習コミュニケーションⅤ

フランス語演習コミュニケーションⅠ

フランス語演習コミュニケーションⅡ

フランス語演習コミュニケーションⅢ

韓国語基礎ＡⅡ

韓国語基礎ＢⅡ

ドイツ語演習コミュニケーションⅠ

ドイツ語演習コミュニケーションⅡ

ドイツ語演習コミュニケーションⅢ

スペイン語基礎ＡⅡ

スペイン語基礎ＢⅡ

中国語基礎ＡⅡ

中国語基礎ＢⅡ

科目
区分

授業科目の名称

中国語演習検定対策Ⅱ

中国語演習検定対策Ⅲ

中国語演習検定対策Ⅳ

中国語演習検定対策Ⅰ

ドイツ語演習検定対策Ⅳ

フランス語演習検定対策Ⅰ

フランス語演習検定対策Ⅱ

フランス語演習検定対策Ⅲ

フランス語演習検定対策Ⅳ

韓国語演習言語と文化Ⅲ

韓国語演習言語と文化Ⅳ

ドイツ語演習検定対策Ⅰ

ドイツ語演習検定対策Ⅱ

ドイツ語演習検定対策Ⅲ

中国語演習言語と文化Ⅱ

中国語演習言語と文化Ⅲ

中国語演習言語と文化Ⅳ

韓国語演習言語と文化Ⅰ

韓国語演習言語と文化Ⅱ

スペイン語演習言語と文化Ⅰ

スペイン語演習言語と文化Ⅱ

スペイン語演習言語と文化Ⅲ

スペイン語演習言語と文化Ⅳ

中国語演習言語と文化Ⅰ

ドイツ語演習言語と文化Ⅳ

フランス語演習言語と文化Ⅰ

フランス語演習言語と文化Ⅱ

フランス語演習言語と文化Ⅲ

フランス語演習言語と文化Ⅳ

韓国語演習コミュニケーションⅣ

韓国語演習コミュニケーションⅤ

ドイツ語演習言語と文化Ⅰ

ドイツ語演習言語と文化Ⅱ

ドイツ語演習言語と文化Ⅲ

スペイン語演習コミュニケーションⅠ

スペイン語演習コミュニケーションⅡ

スペイン語演習コミュニケーションⅢ

スペイン語演習コミュニケーションⅣ

スペイン語演習コミュニケーションⅤ

中国語演習コミュニケーションⅠ

中国語演習コミュニケーションⅡ

中国語演習コミュニケーションⅢ

中国語演習コミュニケーションⅣ

中国語演習コミュニケーションⅤ

韓国語演習コミュニケーションⅠ

韓国語演習コミュニケーションⅡ

韓国語演習コミュニケーションⅢ

フランス語演習コミュニケーションⅤ

ドイツ語演習コミュニケーションⅤ

フランス語演習コミュニケーションⅠ

フランス語演習コミュニケーションⅡ

フランス語演習コミュニケーションⅢ

フランス語演習コミュニケーションⅣ

韓国語基礎ＢⅡ

ドイツ語演習コミュニケーションⅠ

ドイツ語演習コミュニケーションⅡ

ドイツ語演習コミュニケーションⅢ

ドイツ語演習コミュニケーションⅣ

スペイン語基礎ＡⅡ

スペイン語基礎ＢⅡ

中国語基礎ＡⅡ

中国語基礎ＢⅡ

韓国語基礎ＡⅡ

韓国語演習コミュニケーションⅢ

韓国語演習コミュニケーションⅣ

韓国語演習コミュニケーションⅤ

ドイツ語演習言語と文化Ⅰ

ドイツ語演習言語と文化Ⅱ

スペイン語演習コミュニケーションⅠ

スペイン語演習コミュニケーションⅡ

スペイン語演習コミュニケーションⅢ

スペイン語演習コミュニケーションⅣ

スペイン語演習コミュニケーションⅤ

中国語演習コミュニケーションⅠ

中国語演習コミュニケーションⅡ

中国語演習コミュニケーションⅢ

中国語演習コミュニケーションⅣ

中国語演習コミュニケーションⅤ

韓国語演習コミュニケーションⅠ

韓国語演習コミュニケーションⅡ

中国語演習検定対策Ⅰ

中国語演習検定対策Ⅱ

中国語演習検定対策Ⅲ

中国語演習検定対策Ⅳ

スペイン語演習言語と文化Ⅳ

中国語演習言語と文化Ⅰ

中国語演習言語と文化Ⅱ

中国語演習言語と文化Ⅲ

中国語演習言語と文化Ⅳ

韓国語演習言語と文化Ⅰ

韓国語演習言語と文化Ⅱ

韓国語演習言語と文化Ⅲ

韓国語演習言語と文化Ⅳ

ドイツ語演習検定対策Ⅰ

ドイツ語演習検定対策Ⅱ

ドイツ語演習検定対策Ⅲ

ドイツ語演習検定対策Ⅳ

フランス語演習検定対策Ⅰ

フランス語演習検定対策Ⅱ

フランス語演習検定対策Ⅲ

フランス語演習検定対策Ⅳ

スペイン語演習検定対策Ⅰ

スペイン語演習検定対策Ⅱ

スペイン語演習検定対策Ⅲ

スペイン語演習検定対策Ⅳ

全
学
共
通
科
目
・
外
国
語
・
初
修
外
国
語
科
目

全
学
共
通
科
目
・
外
国
語
・
初
修
外
国
語
科
目

スペイン語演習検定対策Ⅰ

スペイン語演習検定対策Ⅱ

スペイン語演習検定対策Ⅲ

スペイン語演習検定対策Ⅳ
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

― 0 176 0 0 0 0 0 0 35 ― 0 176 0 0 0 0 0 0 38

1前後 2 1 1前後 2 4

1前後 2 1 1前後 2 2

1後 2 1 1前後 2 1

1後 2 1 1前後 2 1

1後 2 1 1前後 2 1

1前後 2 1 1前後 2 2

2前後 2 2 2前後 2 2

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 休講 2 0

2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前後 2 1 2前後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

― 0 24 0 0 0 0 0 0 9 ― 0 26 0 0 0 0 0 0 14

1前後 2 2 1前後 2 5

1後 2 1 1後 2 1

2前後 2 1 2前後 2 6

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3後 2 2 2後 2 3

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1 7

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

― 0 22 0 0 0 0 0 0 7 ― 0 22 0 0 0 0 1 0 15

1前 2 2 1前 2 2

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1

1後 2 1

― 0 14 0 0 0 0 0 0 5 ― 0 18 0 0 0 0 0 0 6

1前 2 10 1前 2 19

1後 2 10 1後 2 19

1後 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1前 2 1

― 0 12 0 0 0 0 0 0 10 ― 0 12 0 0 0 0 0 0 20

ビジネストレーニングセミナー

キャリアセミナー

グローバルキャリアセミナー

キャリア発展講義

日本企業の現状と展望

インターンシップ準備講座

インターンシップ実習

発展インターンシップ準備講座

発展インターンシップ実習

Global Career Ｄｅｓｉｇｎ

小計（11科目）

全
学
共
通
科
目
・
技
能
・
健

康
・
ス
ポ
ー

ツ
科
目

健康・スポーツ演習Ａ

健康・スポーツ演習Ｂ

スポーツと科学

健康と科学

スポーツと文化

スポーツと社会

小計（6科目）

全
学
共
通
科
目
・
技
能
・
日
本
語
力
科
目

実践日本語表現

実践話し方入門

日本語表現講義

実践漢字講座

語彙・読解講座

古典に学ぶ日本語表現

実用文書の作り方・情報の伝え方

テーマ別日本語表現（文芸をたのしむ）

テーマ別日本語表現（成蹊俳句教室）

テーマ別日本語表現（源氏物語を読む）

世界の言語（タイ語Ⅱ）

世界の言語（イタリア語Ⅰ)

世界の言語（イタリア語Ⅱ）

小計（101科目）

全
学
共
通
科
目
・
技
能
・
情
報
基
盤

科
目

情報基礎

情報活用Ａ

情報活用Ｂ

情報活用Ｃ

情報活用Ｄ

情報活用Ｅ

情報活用Ｆ

小計（7科目）

テーマ別日本語表現（文章表現を磨く）

テーマ別日本語表現（話し方を磨く）

小計（12科目）

全
学
共
通
科
目
・
技
能
・
キ

ャ
リ
ア
教
育
科

目

キャリアプランニング

韓国語演習プレゼンテーションⅡ

世界の言語（ロシア語Ⅰ)

世界の言語（ロシア語Ⅱ）

世界の言語（タイ語Ⅰ)

フランス語演習プレゼンテーションⅡ

スペイン語演習プレゼンテーションⅠ

スペイン語演習プレゼンテーションⅡ

中国語演習プレゼンテーションⅠ

中国語演習プレゼンテーションⅡ

韓国語演習検定対策Ⅲ

韓国語演習検定対策Ⅳ

ドイツ語演習プレゼンテーションⅠ

ドイツ語演習プレゼンテーションⅡ

フランス語演習プレゼンテーションⅠ

韓国語演習検定対策Ⅰ

韓国語演習検定対策Ⅱ

韓国語演習プレゼンテーションⅠ

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

全
学
共
通
科
目
・
外
国
語
・
初
修
外
国
語
科
目

全
学
共
通
科
目
・
外
国
語
・
初
修
外
国
語
科
目

韓国語演習検定対策Ⅰ

韓国語演習検定対策Ⅱ

韓国語演習検定対策Ⅲ

韓国語演習検定対策Ⅳ

ドイツ語演習プレゼンテーションⅠ

ドイツ語演習プレゼンテーションⅡ

フランス語演習プレゼンテーションⅠ

フランス語演習プレゼンテーションⅡ

スペイン語演習プレゼンテーションⅠ

スペイン語演習プレゼンテーションⅡ

中国語演習プレゼンテーションⅠ

中国語演習プレゼンテーションⅡ

韓国語演習プレゼンテーションⅠ

韓国語演習プレゼンテーションⅡ

世界の言語（ロシア語Ⅰ)

世界の言語（ロシア語Ⅱ）

世界の言語（タイ語Ⅰ)

世界の言語（タイ語Ⅱ）

世界の言語（イタリア語Ⅰ)

世界の言語（イタリア語Ⅱ）

小計（101科目）

全
学
共
通
科
目
・
技
能
・
日
本
語
力
科
目

実践日本語表現

実践話し方入門

日本語表現講義

実践漢字講座

語彙・読解講座

古典に学ぶ日本語表現

実用文書の作り方・情報の伝え方

テーマ別日本語表現（文芸をたのしむ）

テーマ別日本語表現（成蹊俳句教室）（未開講）

テーマ別日本語表現（俳句作りをたのしむ）

テーマ別日本語表現（源氏物語を読む）

テーマ別日本語表現（文章表現を磨く）

テーマ別日本語表現（話し方を磨く）

小計（13科目）

全
学
共
通
科
目
・
技
能
・
キ

ャ
リ
ア
教
育
科

目

キャリアプランニング

ビジネストレーニングセミナー

キャリアセミナー

グローバルキャリアセミナー

キャリア発展講義

日本企業の現状と展望

インターンシップ準備講座

インターンシップ実習

発展インターンシップ準備講座

発展インターンシップ実習

Global Career Ｄｅｓｉｇｎ

小計（11科目）

全
学
共
通
科
目
・
技
能
・
情
報
基
盤

科
目

情報基礎

情報活用Ａ

情報活用Ｂ

情報活用Ｃ

情報活用Ｄ

情報活用Ｅ

情報活用Ｆ

Python 入門

データサイエンス入門

小計（9科目）

全
学
共
通
科
目
・
技
能
・
健

康
・
ス
ポ
ー

ツ
科
目

健康・スポーツ演習Ａ

健康・スポーツ演習Ｂ

スポーツと科学

健康と科学

スポーツと文化

スポーツと社会

小計（6科目）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前後 2 1 1前後 2 2

1前後 2 1 1前後 2 2

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前後 2 1 1前後 2 1 2

1前後 2 2 1前後 2 2

1前 2 3 1前後 2 4

1前後 2 1 1前後 2 3

1前後 2 1 1前後 2 3

1前 2 1 1前後 2 2

1前 2 1 1前後 2 2

― 0 22 0 0 0 0 0 0 14 ― 0 22 0 0 1 0 0 0 21

1前後 2 1 1前後 2 1

1前後 2 2 1前後 2 2

1前後 2 2 1前後 2 2

1前 2 1 1前 2 0 1

1後 2 1 1後 2 0 1

1前 2 1 1前 2 0 1

1前 2 1 1前後 2 1

1後 2 1 1前後 2 1

1後 2 1 1前後 2 2

1前後 2 1 1前 2 3

1前後 2 1 1後 2 3

1前後 2 2 1前後 2 2

― 0 24 0 2 0 0 0 0 11 ― 0 24 0 0 0 0 0 0 17

1前 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1前後 2 1

1前 2 2 1前 2 2

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 2 1後 2 2

1前 2 1

1前 2 1

1後 2 1

― 0 28 0 0 0 0 0 0 16 ― 0 34 0 0 0 0 0 0 17

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1 0

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前後 2 1 2前後 2 0 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1 0

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 休講 2 0

― 0 20 0 1 1 0 0 0 7 ― 0 20 0 2 0 0 0 0 6

全
学
共
通
科
目
・
持
続
社
会
探
究
・
環

境
・
地
域

地球と環境

気象と地球環境

自然環境と文明

日本列島の歴史と災害

日本の国土と社会

外国の自然と社会Ａ

外国の自然と社会Ｂ

地域づくり論

環境科学トピックス（生命と環境）

環境科学トピックス（食料と環境）

小計（10科目）

小計（14科目）

全
学
共
通
科
目
・
教
養
基
礎
・
自
然
科
学

物質の究極像

人間と進化

脳科学と心

天文学入門

薬はなぜ効くか

身の回りの科学

科学史

科学技術の発展と歴史

サイエンス・トピックス（熱と光の科学）

サイエンス・トピックス（物質の科学）

科目
区分

授業科目の名称

サイエンス・トピックス（数の世界）

サイエンス・トピックス（生命の科学）

サイエンス・トピックス（文系のための数学）

サイエンス・トピックス（文系のための科学実験）

全
学
共
通
科
目
・
教
養
基
礎
・
社
会
科
学

政治学の基礎

社会学と現代

日本国憲法

市民生活と法Ａ

市民生活と法Ｂ

現代のマスメディア

社会心理学入門

企業と社会

学校と社会

近現代日本史Ａ

近現代日本史Ｂ

現代社会の地理

小計（12科目）

全
学
共
通
科
目
・
教
養
基
礎
・
人
文
学

哲学の基礎

倫理学の基礎

現代社会と哲学

現代社会と倫理学

文学への招待

芸術への招待

カルチュラル・スタディーズ

心理学の基礎

自己理解の心理学

教育原理

教育心理学

小計（11科目）

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

社会心理学入門

企業と社会

学校と社会

近現代日本史Ａ

近現代日本史Ｂ

現代社会の地理

小計（12科目）

全
学
共
通
科
目
・
教
養
基
礎
・
自
然
科
学

物質の究極像

人間と進化

脳科学と心

天文学入門

薬はなぜ効くか

身の回りの科学

科学史

科学技術の発展と歴史

サイエンス・トピックス（熱と光の科学）

サイエンス・トピックス（物質の科学）

サイエンス・トピックス（数の世界）

サイエンス・トピックス（生命の科学）

サイエンス・トピックス（文系のための数学）

サイエンス・トピックス（文系のための科学実験）

データサイエンスのための基礎数学

AI 入門

統計分析入門

小計（17科目）

全
学
共
通
科
目
・
教
養
基
礎
・
人
文
学

哲学の基礎

倫理学の基礎

現代社会と哲学

現代社会と倫理学

文学への招待

芸術への招待

カルチュラル・スタディーズ

心理学の基礎

自己理解の心理学

教育原理

教育心理学

小計（11科目）

全
学
共
通
科
目
・
持
続
社
会
探
究
・
環

境
・
地
域

地球と環境

気象と地球環境

自然環境と文明

日本列島の歴史と災害

日本の国土と社会

外国の自然と社会Ａ

外国の自然と社会Ｂ

地域づくり論

環境科学トピックス（生命と環境）

環境科学トピックス（食料と環境）（未開講）

小計（10科目）

全
学
共
通
科
目
・
教
養
基
礎
・
社
会
科
学

政治学の基礎

社会学と現代

日本国憲法

市民生活と法Ａ

市民生活と法Ｂ

現代のマスメディア
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

2前後 2 1 2後 2 3

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 2

2後 2 1 2後 2 2

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2前 2 1

― 0 30 0 1 0 0 0 0 12 ― 0 30 0 1 0 0 0 0 15

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前後 2 2

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

― 0 20 0 0 0 0 0 0 9 ― 0 20 0 0 0 0 0 0 9

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 4

1前 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 2 1後 2 2

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1前後 2 3

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 2

2前 2 1 2前 2 2

― 0 26 0 0 0 0 0 0 13 ― 0 26 0 0 0 0 0 0 19

4 481 0 4 1 0 0 0 154 4 495 0 3 1 0 1 0 221全学共通科目　小計（265科目）

全
学
共
通
科
目
・
持
続
社
会
探
究
・
実
践

成蹊を知る

情報保障とボランティア

野外自然教育論

地元学実践演習

武蔵野地域研究

武蔵野市寄附講座

大学生活と相互理解

成蹊グローバルセミナーＡ

成蹊グローバルセミナーＢ

武蔵野地域連携セミナー

Global Studies Seminar Ⅰ(Academic Study Abroad Preparation）

Global Studies Seminar Ⅱ（Global Citizenship）

Global Studies Seminar Ⅲ（Japanese Culture)

小計（13科目）

全
学
共
通
科
目
・
持
続
社
会
探
究
・
人

権
・
共
生

裁判と社会

生命倫理と法

地域福祉論

人権とジェンダー

こころの健康と臨床

老人福祉論

福祉社会に生きる

特別支援教育概論

共生社会トピックス（アートと社会）

共生社会トピックス（日本女性史）

小計（10科目）

全
学
共
通
科
目
・
持
続
社
会
探
究
・
国
際
理
解

戦後の日本と世界

近現代のアジアＡ

近現代のアジアＢ

近現代の欧米Ａ

近現代の欧米Ｂ

中東地域史

現代の国際政治

グローバル経済論

国際文化交流論

異文化理解トピックス（ドイツ語圏）

異文化理解トピックス（フランス語圏）

異文化理解トピックス（スペイン語圏）

異文化理解トピックス（中国語圏）

異文化理解トピックス（韓国語圏）

異文化理解トピックス（イスラーム世界）

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

全
学
共
通
科
目
・
持
続
社
会
探
究
・
国
際
理
解

戦後の日本と世界

近現代のアジアＡ

近現代のアジアＢ

近現代の欧米Ａ

近現代の欧米Ｂ

中東地域史

現代の国際政治

グローバル経済論

国際文化交流論

異文化理解トピックス（ドイツ語圏）

異文化理解トピックス（フランス語圏）

異文化理解トピックス（スペイン語圏）

異文化理解トピックス（中国語圏）

異文化理解トピックス（韓国語圏）

異文化理解トピックス（イスラーム世界）

小計（15科目）小計（15科目）

全
学
共
通
科
目
・
持
続
社
会
探
究
・
人

権
・
共
生

裁判と社会

生命倫理と法

地域福祉論

人権とジェンダー

こころの健康と臨床

高齢者福祉論（名称変更）

福祉社会に生きる

特別支援教育概論

共生社会トピックス（アートと社会）

共生社会トピックス（日本女性史）

小計（10科目）

全
学
共
通
科
目
・
持
続
社
会
探
究
・
実
践

成蹊を知る

情報保障とボランティア

野外自然教育論

地元学実践演習

武蔵野地域研究

武蔵野市寄附講座

大学生活と相互理解

成蹊グローバルセミナーＡ

成蹊グローバルセミナーＢ

武蔵野地域連携セミナー

Global Studies Seminar Ⅰ(Academic Study Abroad Preparation）

Global Studies Seminar Ⅱ（Global Citizenship）

Global Studies Seminar Ⅲ（Japanese Culture)

小計（13科目）

全学共通科目　小計（272科目）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2  7 1 1 10 1前 2  3 2 1 1 6

2前 2 1 2前 2 1 0 3

3前 2 6 1 3前 2 6 2 2 2

3後 2 6 1 3後 2 6 2 2 2

3通 4 1 3通 4 1

4通 4 6 1 4通 4 6 1

10 6 0 8 1 0 1 0 10 10 6 0 8 2 2 1 0 11

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1

2前 2 1 2後 2 2 1

2前 2 1 2前後集中 2 1 4

2前 2 1 1 2前後 2 1 1

2前 2 1 2後 2 1 0

0 16 0 4 1 0 0 0 2 0 18 0 6 0 1 0 0 7

2前 2 1 2前 2 1 0

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2集中 2 1

2後 2 1

2前 2 1 1 2前 2 1 0

2前 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2後 2 1

2前 2 1 休講 2 0

2後 2 1

2前 2 1

2前 2 1 2集中 2 0 1

－ 0 18 0 3 0 0 0 0 4 － 0 24 0 3 2 0 0 0 3

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1 1前 2 0 0 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1 1

1後 2 1 1後 2 1 0

1後 2 1 1後 2 1 0

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

－ 0 16 0 2 0 0 1 0 4 － 0 16 0 2 0 1 1 0 4

2前 2 1 2前 2 1 0

2前 2 1 1 2前 2 0 1

2前 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 0 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 0 1

2前 2 1 1 2後 2 1 0

2前 2 1 2後 2 1 0

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1

－ 0 24 0 3 0 0 1 0 7 － 0 26 0 1 0 2 1 0 5

専
門
科
目
・
基
盤
科
目
・
基
盤
Ⅱ

中級ミクロ経済学

中級マクロ経済学

中級経済数学

中級計量経済学

ゲーム理論

応用計量経済学

国際マクロ経済学

行動経済学

情報の経済学

経済発展論

人口学

社会学

小計（12科目）

専
門
科
目
・
基
盤
科
目
・
基
盤

Ｉ

初級ミクロ経済学Ⅰ

初級マクロ経済学Ⅰ

初級統計学Ⅰ

初級経済数学

初級ミクロ経済学Ⅱ

初級マクロ経済学Ⅱ

初級統計学Ⅱ

社会経済地理学

小計（8科目）

専
門
科
目
・
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ

ィ
研
究
科
目
・

グ
ロ
ー

バ
ル
経
済
科
目

エリア･スタディーズＡ

エリア･スタディーズＢ

文化と経済（欧米世界）

国際理解ゼミナール

Special Lectures on International Communications

Special Lecture on Global Economy

グローバル特殊講義（国際労働市場）

グローバル特殊講義（統計でまなぶ世界経済）

外国語短期研修

小計（9科目）

専
門
科
目
・
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ

ィ
研
究

科
目
・
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
経
済
科
目

フィールドワークの技法

社会調査の技法

地域研究法

情報分析ゼミナール（産業連関分析）

実践ゼミナールＡ

実践ゼミナールＢ

コミュニティ研究ゼミナール

ＧＩＳゼミナール

小計（8科目）

専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

専
門
科
目
・
ゼ
ミ
ナ
ー

ル

科
目

基礎ゼミナール

プレゼンテーション演習

上級ゼミナールⅠ

上級ゼミナールⅡ

経済学ワークショップ

卒業研究

小計（6科目）

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数
科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

専
門
科
目
・
ゼ
ミ
ナ
ー

ル

科
目

基礎ゼミナール

プレゼンテーション演習

上級ゼミナールⅠ

上級ゼミナールⅡ

経済学ワークショップ

卒業研究

小計（6科目）

専
門
科
目
・
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ

ィ
研
究

科
目
・
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
経
済
科
目

フィールドワークの技法

社会調査の技法

地域研究法

情報分析ゼミナール（多変量解析）（名称変更）

実践ゼミナールＡ

実践ゼミナールＢ

コミュニティ研究ゼミナール

ＧＩＳゼミナール

小計（9科目）

情報分析ゼミナール（画像処理）

基盤特殊講義

専
門
科
目
・
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ

ィ
研
究
科
目
・

グ
ロ
ー

バ
ル
経
済
科
目

エリア・スタディーズＡ

エリア・スタディーズＢ

文化と経済（欧米世界）

国際理解ゼミナール

Special Lectures on International Communications

Special Lecture on Global Economy

グローバル特殊講義（国際労働市場）

グローバル特殊講義（統計でまなぶ世界経済）（未開講）

グローバル特殊講義（比較都市史）

グローバル特殊講義（グローバルヒストリーと現代的な諸課題）

外国語短期研修

小計（12科目）

専
門
科
目
・
基
盤
科
目
・
基
盤

Ｉ

初級ミクロ経済学Ⅰ

初級マクロ経済学Ⅰ

初級統計学Ⅰ

初級経済数学

初級ミクロ経済学Ⅱ

初級マクロ経済学Ⅱ

初級統計学Ⅱ

社会経済地理学

小計（8科目）

文化と経済（アジア世界）

専
門
科
目
・
基
盤
科
目
・
基
盤
Ⅱ

中級ミクロ経済学

中級マクロ経済学

中級経済数学

中級計量経済学

ゲーム理論

応用計量経済学

国際マクロ経済学

行動経済学

情報の経済学

経済発展論

人口学

社会学

小計（13科目）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1後 2 1 1後 2 1 0

2後 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1 0

2後 2 1 2後 2 1 0

2前 2 1 2前 2 1 0

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2後 2 1 0

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2後 2 1

2前 2 1

2後 2 1

2前 2 1

2前 2 1

－ 0 26 0 3 0 0 0 0 2 － 0 34 0 3 1 0 0 0 4

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前後 2 15

2前 2 1 2前 2 1

0 8 0 0 0 0 0 0 4 0 8 0 0 0 0 0 0 18

2前 2 1 2前 2 0 1

2後 2 1 2後 2 0 1

2後 2 1 2後 2 0 1

2後 2 1 2後 2 0 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2後 2 1

2後 2 1

－ 0 20 0 3 0 0 0 0 3 － 0 22 0 2 0 1 0 0 5

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2後 2 1

2後 2 1 1 2前 2 1 0

－ 0 12 0 2 0 0 0 0 3 － 0 12 0 2 0 0 0 0 2

2前 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 0 1

2後 2 1 2後 2 0 1

2前 2 1 2後 2 0 1

2前 2 1 2前 2 1

2前  2 1 2前  2 1

2前  2 1 2前  2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1

2後 2 1

－ 0 20 0 3 1 0 0 0 4 － 0 24 0 2 0 0 0 0 8

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1 0

2前 2 1 2前 2 1 0

2後 2 1 2後 2 1 0

2前 2 1 2前 2 1 0

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

－ 0 20 0 1 0 0 0 0 4 － 0 20 0 1 0 1 0 0 3

専

門

科

目

・

総

合

科

目

・

社

会

理

解

労働法

企業会計

社会理解実践講義

経済実務講義

小計（4科目）

専
門
科
目
・
総
合
科
目
・
制
度
･
歴
史

専
門
科
目
・
応
用
発
展
科
目
・
公
共
政

策
科
目

財政学Ａ

財政学Ｂ

公共経済学

教育経済学

社会保障論Ａ

社会保障論Ｂ

医療経済学

ベーシック民法

公共政策特殊講義

政策課題演習

小計（10科目）

環境経済学Ｂ

都市経済学

経済地理学Ａ

経済地理学Ｂ

地球環境問題

資源経済学

環境と法

地域・環境特殊講義（環境社会学の基礎）

地域・環境特殊講義（交通経済学）

小計（10科目）

ファイナンスＢ

金融論Ａ

金融論Ｂ

金融に関する法律

国際金融論

小計（6科目）

環境経済学Ａ

産業組織論Ａ

産業組織論Ｂ

組織の経済学

法と経済

国際経済学Ａ

国際経済学Ｂ

労働経済学

企業を取り巻く法律

企業経済特殊講義（観光と経済）

企業経済特殊講義（企業の社会的責任）

小計（10科目）

ファイナンスＡ

小計（13科目）

経済史の基礎

現代日本経済

数量経済史

日本経済史Ａ

日本経済史Ｂ

西洋経済史Ａ

西洋経済史Ｂ

比較経済史

経済学史

地域経済史

社会思想史

社会史

総合特殊講義（家族関係と法）

科目
区分

授業科目の名称

企業経済特殊講義（日本経営史）

専
門
科
目
・
総
合
科
目
・
制
度
･
歴
史

経済史の基礎

現代日本経済

数量経済史

日本経済史Ａ

日本経済史Ｂ

西洋経済史Ａ

西洋経済史Ｂ

比較経済史

経済学史

地域経済史

社会思想史

社会史

総合特殊講義（家族関係と法）

総合特殊講義（経済発展と格差演習）

総合特殊講義（ビジネス・プレゼンテーション）

小計（17科目）

地域・環境特殊講義（環境問題の基礎）

小計（12科目）

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

専

門

科

目

・

総

合

科

目

・

社

会

理

解

労働法

企業会計

社会理解実践講義

経済実務講義

小計（4科目）

産業組織論Ａ

産業組織論Ｂ

組織の経済学

法と経済

国際経済学Ａ

国際経済学Ｂ

労働経済学

企業を取り巻く法律

企業経済特殊講義（観光と経済）

企業経済特殊講義（企業の社会的責任）

小計（11科目）

ファイナンスＡ

総合特殊講義（国境の経済史）

総合特殊講義（社会哲学入門）

ファイナンスＢ

金融論Ａ

金融論Ｂ

金融に関する法律

国際金融論

小計（6科目）

環境経済学Ａ

環境経済学Ｂ

都市経済学

経済地理学Ａ

経済地理学Ｂ

地球環境問題

資源経済学

環境と法

地域・環境特殊講義（環境社会学の基礎）

地域・環境特殊講義（交通経済学）

地域・環境特殊講義（環境と社会システム）

専
門
科
目
・
応
用
発
展
科
目
・
公
共
政

策
科
目

財政学Ａ

財政学Ｂ

公共経済学

教育経済学

社会保障論Ａ

社会保障論Ｂ

医療経済学

ベーシック民法

公共政策特殊講義

政策課題演習

小計（10科目）

専
門
科
目
・
応
用
発
展
科
目
・
企
業
経
済
科

目

専
門
科
目
・
応
用
発
展
科
目
・
企
業
経
済
科

目

専
門
科
目
・
応
用
発
展
科

目
・
金
融
経
済
科
目

専
門
科
目
・
応
用
発
展
科

目
・
金
融
経
済
科
目

専
門
科
目
・
応
用
発
展
科
目
・
地
域
･
環
境
科

目

専
門
科
目
・
応
用
発
展
科
目
・
地
域
･
環
境
科

目
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修
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択
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教
　
授
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授

講
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助
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
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助
　
教

助
　
手

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前後 2 2

2前  2 1 2後  2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前  2 1 2前  2 2

－ 0 18 0 0 0 0 0 0 8 － 0 18 0 0 0 0 0 0 9

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後  2 1 2前  2 1 0

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

－ 0 16 0 1 1 0 0 0 4 － 0 16 0 2 0 0 0 0 4

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

－ 0 0 14 0 0 0 0 0 4 － 0 0 14 0 0 0 0 0 4

1前 2 1 1前後 2 1

2前 2 1 2後 2 1

3前 2 2 3前後 2 2

3前 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3後 2 1

2前 2 4 2前後 2 3

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1

2前 2 2 2前後 2 2

1前後 2 1

3後 1 3 3後 1 3

4通 5 3 4通 5 3

4通 3 3 4通 3 3

4後 2 4 4後 2 4

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

－ 0 0 39 0 0 0 0 0 8 － 0 0 43 0 0 0 0 0 12

－ 10 220 53 8 1 0 1 0 47 － 10 244 57 8 2 2 1 0 49

－ 14 701 53 8 1 0 1 0 191 － 14 739 57 8 2 2 1 0 283

社会科教育法Ｂ

社会科・地理歴史科教育法

社会科・公民科教育法

地理歴史科教育法

公民科教育法

教
職
の
教
科
及
び
教
職
に
関
す
る
科
目

教職論

教育課程論

道徳教育の指導法

総合的な学習の時間の指導法

特別活動の指導法

教
職
課
程
の
大
学
が
独
自
に

設
定
す
る
科
目

教職特論演習Ⅰ

教職特論演習Ⅱ

学校経営と学校図書館

学校図書館メディアの構成

学習指導と学校図書館

読書と豊かな人間性

情報メディアの活用

小計（7科目）

International Relations

Regional Studies

Current Topics in Global Issues

Japanese Contemporary Issues

Japanese Traditional Culture

Current Topics in World Affairs

小計（9科目）

教育方法論

生徒・進路指導論

教育相談

教育実習論

教育実習（中・高）

教育実習（高）

教職実践演習（中・高）

社会科教育法Ａ

専
門
科
目
・
応
用
発
展
科
目
・

E
A
G
L
E
国
際
教
養
科
目

International Business

Japanese Economy

Current Topics in Business and Economics

International Relations

Regional Studies

Current Topics in Global Issues

Japanese Contemporary Issues

Japanese Traditional Culture

Current Topics in World Affairs

小計（9科目）

専
門
科
目
・
広
域
基
礎
科
目

日本史概論Ⅰ

日本史概論Ⅱ

世界史概論Ⅰ

世界史概論Ⅱ

人文地理学

自然地理学

地誌学

現代の政治学

小計（8科目）

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

専
門
科
目
・
広
域
基
礎
科
目

日本史概論Ⅰ

日本史概論Ⅱ

世界史概論Ⅰ

世界史概論Ⅱ

人文地理学

自然地理学

地誌学

現代の政治学

小計（8科目）

専
門
科
目
・
応
用
発
展
科
目
・

E
A
G
L
E
国
際
教
養
科
目

International Business

Japanese Economy

Current Topics in Business and Economics

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

教
職
課
程
の
大
学
が
独
自
に

設
定
す
る
科
目

教職特論演習Ⅰ

教職特論演習Ⅱ

学校経営と学校図書館

学校図書館メディアの構成

学習指導と学校図書館

読書と豊かな人間性

情報メディアの活用

小計（7科目）

教
職
の
教
科
及
び
教
職
に
関
す
る
科
目

教職論

教育課程論

道徳教育の指導法

総合的な学習の時間の指導法

特別活動の指導法

教育方法論

生徒・進路指導論

生徒指導論

教育相談

進路指導論

教育実習論

教育実習（中・高）

教育実習（高）

教職実践演習（中・高）

社会科教育法Ａ

社会科教育法Ｂ

社会科・地理歴史科教育法

社会科・公民科教育法

地理歴史科教育法

公民科教育法

小計（20科目）

専門科目　小計（152科目）

合計（424科目）

小計（18科目）

専門科目　小計（138科目）

合計（403科目）
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卒業要件及び履修方法 卒業要件及び履修方法

４年以上在学し、かつ、次のすべての要件を満たした上で、124単位以上を修得する
こと。
（１）全学共通科目にあっては、次の要件を満たした上で28単位以上修得すること。
①「外国語（英語科目、初修外国語科目）」「技能（日本語力科目、キャリア教育科
目、情報基盤科目、健康・スポーツ科目）」から16単位以上（このうち英語科目を必
修４単位を含め６単位以上）
②「教養基礎」「持続社会探究」から８単位以上

（２）現代経済学科専門科目にあっては、次の要件を満たした上で76単位以上修得
すること。
①「ゼミナール科目」：必修科目10単位
②「サステナビリティ研究科目」
地域コミュニティ経済科目：6単位以上
グローバル経済科目：6単位以上
③「基盤科目」
基盤Ⅰから12単位以上および基盤Ⅱから6単位以上含み、基盤ⅠとⅡの合計が20
単位以上
④「総合科目」：制度・歴史から4単位以上を含み、6単位以上
⑤「応用発展科目」
企業経済科目、金融経済科目、地域・環境科目、公共政策科目から各4単位以上を
含み、26単位以上
（３）卒業に必要な単位124単位のうち、（１）（２）から規定単位数を差し引いた残り20
単位については、（１）（２）において規定単位数以上を修得した科目の単位を合計
する。

（履修科目の登録の上限：40単位（年間））

４年以上在学し、かつ、次のすべての要件を満たした上で、124単位以上を修得す
ること。
（１）全学共通科目にあっては、次の要件を満たした上で28単位以上修得すること。
①「外国語（英語科目、初修外国語科目）」「技能（日本語力科目、キャリア教育科
目、情報基盤科目、健康・スポーツ科目）」から16単位以上（このうち英語科目を必
修４単位を含め６単位以上）
②「教養基礎」「持続社会探究」から８単位以上

（２）現代経済学科専門科目にあっては、次の要件を満たした上で76単位以上修得
すること。
①「ゼミナール科目」：必修科目10単位
②「サステナビリティ研究科目」
地域コミュニティ経済科目：6単位以上
グローバル経済科目：6単位以上
③「基盤科目」
基盤Ⅰから12単位以上および基盤Ⅱから6単位以上含み、基盤ⅠとⅡの合計が20
単位以上
④「総合科目」：制度・歴史から4単位以上を含み、6単位以上
⑤「応用発展科目」
企業経済科目、金融経済科目、地域・環境科目、公共政策科目から各4単位以上を
含み、26単位以上
（３）卒業に必要な単位124単位のうち、（１）（２）から規定単位数を差し引いた残り20
単位については、（１）（２）において規定単位数以上を修得した科目の単位を合計
する。

（履修科目の登録の上限：40単位（年間））
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【令和２年度】 【令和３年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 7 1前 1 7

1前 1 7 1前 1 1 6

1後 1 7 1後 1 7

1後 1 7 1後 1 1 6

1前 1 1 1前 1 2

1後 1 1 1後 1 2

2前 1 4 2前 1 7

2後 1 4 2後 1 7

1前後 1 2 1前後 1 3

1前後 1 2 1前後 1 2

1前後 1 3 1前後 1 4

1前後 1 4 1前後 1 3

1前後 1 2 1前後 1 2

1前後 1 2 1前後 1 2

1前後 2 2 1前後 2 2

1前後 2 1 1前後 2 1

1前後 2 1 1前後 2 1

1前後 2 1 1前 2 1

1前後 2 1 1前後 2 1

1前後 2 2 1前後 2 2

1前後 2 2 1前後 2 2

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前後 2 4

2後 2 1 2前後 2 1

2前 2 1 2前後 2 1 4

2前 2 1 2前後 2 4

2前 2 1 2前後 2 3

2前 2 1 2前後 2 1 3

2前 2 1 2前後 2 3

1前 1 1 0 1前 1 1 0

1後 1 1 0 1後 1 1 0

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1前後 1 1 1後 1 1

2前 2 1 2前後 2 2

2前後 2 1 2前後 2 1

2前後 2 2 2前後 2 2

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2前 2 1

2前後 2 2 2後 2 1

2前後 2 2 2前後 2 2

2後 2 1 2後 2 1

― 4 65 0 0 1 0 0 0 34 ― 4 65 0 0 1 0 0 0 43

1前 1 1 1前 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1前 1 3 1前 1 3

1前 1 2 1前 1 2

1前 1 4 1前 1 3

1前 1 4 1前 1 4

1前 1 1 1前 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 3 1後 1 3

1後 1 2 1後 1 3

1後 1 4 1後 1 3

1後 1 4 1後 1 4

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 1 1後 1 1

韓国語基礎ＡⅡ

韓国語基礎ＢⅡ

フランス語基礎ＢⅡ

スペイン語基礎ＡⅡ

スペイン語基礎ＢⅡ

中国語基礎ＡⅡ

中国語基礎ＢⅡ

World Englishes

小計（44科目）

ドイツ語基礎ＡⅠ

ドイツ語基礎ＢⅠ

フランス語基礎ＡⅠ

フランス語基礎ＢⅠ

スペイン語基礎ＡⅠ

スペイン語基礎ＢⅠ

中国語基礎ＡⅠ

中国語基礎ＢⅠ

韓国語基礎ＡⅠ

韓国語基礎ＢⅠ

ドイツ語基礎ＡⅡ

ドイツ語基礎ＢⅡ

フランス語基礎ＡⅡ

Cross Cultural Communication Skills

Discussion & Presentation

English for the Workplace

Essay Writing

Intensive Reading

IELTS Preparation Advanced Ⅰ

IELTS Preparation Advanced Ⅱ

TOEIC Preparation Advanced

Media English

Academic Listening

歌で学ぶ英語と文化

メディアで学ぶ英語と文化

キャリアのための英語と文化

TOEFL Preparation Advanced Ⅰ

TOEFL Preparation Advanced Ⅱ

Writing Skills (Essay)

多読で学ぶ英語と文化Ⅰ（名称変更）

多読で学ぶ英語と文化Ⅱ

映画で学ぶ英語と文化

ドラマで学ぶ英語と文化

英語読解トレーニング

Discussion Skills Basic

Writing Skills (Paragraph)

Presentation Skills Intermediate

Discussion Skills Intermediate

IELTS Preparation Introduction

IELTS Preparation Intermediate

基礎からのコミュニケーション英文法

自分でデザインする英語学習

英語発音トレーニング

全
学
共
通
科
目
・
外
国
語
・
英
語
科
目

College English (Listening & Speaking)Ⅰ

College English (Reading & Writing)Ⅰ

College English (Listening & Speaking)Ⅱ

College English (Reading & Writing)Ⅱ

Intensive English Ⅰ

Intensive English Ⅱ

College English (Integrated Skills)Ⅰ

College English (Integrated Skills)Ⅱ

TOEFL Preparation Introduction

TOEFL Preparation Intermediate

TOEIC Preparation Introduction

TOEIC Preparation Intermediate

スペイン語基礎ＡⅠ

スペイン語基礎ＢⅠ

中国語基礎ＡⅠ

中国語基礎ＢⅠ

韓国語基礎ＡⅠ

韓国語基礎ＢⅠ

ドイツ語基礎ＡⅡ

ドイツ語基礎ＢⅡ

中国語基礎ＢⅡ

韓国語基礎ＡⅡ

韓国語基礎ＢⅡ

フランス語基礎ＡⅡ

フランス語基礎ＢⅡ

スペイン語基礎ＡⅡ

スペイン語基礎ＢⅡ

中国語基礎ＡⅡ

Presentation Skills Intermediate

Discussion Skills Intermediate

Writing Skills (Essay)

多読で学ぶ英語と文化Ⅰ（名称変更）

多読で学ぶ英語と文化Ⅱ

英語発音トレーニング

英語読解トレーニング

Presentation Skills Basic

Discussion Skills Basic

Writing Skills (Paragraph)

Intensive Reading

World Englishes

小計（44科目）

ドイツ語基礎ＡⅠ

ドイツ語基礎ＢⅠ

フランス語基礎ＡⅠ

フランス語基礎ＢⅠ

Academic Listening

Cross Cultural Communication Skills

Discussion & Presentation

English for the Workplace

Essay Writing

全
学
共
通
科
目
・
外
国
語
・
英
語
科
目

College English (Listening & Speaking)Ⅰ

College English (Reading & Writing)Ⅰ

College English (Listening & Speaking)Ⅱ

College English (Reading & Writing)Ⅱ

Intensive English Ⅰ

Intensive English Ⅱ

College English (Integrated Skills)Ⅰ

College English (Integrated Skills)Ⅱ

TOEFL Preparation Introduction

TOEFL Preparation Intermediate

TOEIC Preparation Introduction

TOEFL Preparation Advanced Ⅱ

IELTS Preparation Advanced Ⅰ

IELTS Preparation Advanced Ⅱ

TOEIC Preparation Advanced

Media English

専任教員等の配置

授業科目の名称

映画で学ぶ英語と文化

兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数兼
任
・
兼
担

科目
区分

配
当
年
次

専任教員等の配置

Presentation Skills Basic

単位数

全
学
共
通
科
目
・
外
国
語
・
初
修
外
国
語
科
目

全
学
共
通
科
目
・
外
国
語
・
初
修
外
国
語
科
目

TOEIC Preparation Intermediate

IELTS Preparation Introduction

IELTS Preparation Intermediate

基礎からのコミュニケーション英文法

自分でデザインする英語学習

ドラマで学ぶ英語と文化

歌で学ぶ英語と文化

メディアで学ぶ英語と文化

キャリアのための英語と文化

TOEFL Preparation Advanced Ⅰ
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 2 1前 2 2

1後 2 2 1後 2 2

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 休講 2 0

1前 2 1 1前 2 2

1後 2 1 1後 2 2

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 休講 2 0

1前 2 2 1前 2 2

1後 2 2 1後 2 2

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 休講 2 0

1前 2 5 1前 2 5

1後 2 5 1後 2 4

2前 2 1 2前 2 2

2後 2 1 2後 2 2

2前 2 1 休講 2 0

1前 2 2 1前 2 2

1後 2 2 1後 2 2

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 休講 2 0

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 休講 2 0

2後 2 1 休講 2 0

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 2

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 2

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 休講 2 0

2後 2 1 休講 2 0

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 2

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 2

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 2

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

韓国語演習検定対策Ⅱ

韓国語演習検定対策Ⅲ

韓国語演習検定対策Ⅳ

ドイツ語演習プレゼンテーションⅠ

ドイツ語演習プレゼンテーションⅡ

中国語演習検定対策Ⅰ

中国語演習検定対策Ⅱ

中国語演習検定対策Ⅲ

中国語演習検定対策Ⅳ

韓国語演習検定対策Ⅰ

フランス語演習検定対策Ⅳ

スペイン語演習検定対策Ⅰ

スペイン語演習検定対策Ⅱ

スペイン語演習検定対策Ⅲ

スペイン語演習検定対策Ⅳ

ドイツ語演習検定対策Ⅲ

ドイツ語演習検定対策Ⅳ

フランス語演習検定対策Ⅰ

フランス語演習検定対策Ⅱ

フランス語演習検定対策Ⅲ

韓国語演習言語と文化Ⅱ

韓国語演習言語と文化Ⅲ

韓国語演習言語と文化Ⅳ

ドイツ語演習検定対策Ⅰ

ドイツ語演習検定対策Ⅱ

中国語演習言語と文化Ⅰ

中国語演習言語と文化Ⅱ

中国語演習言語と文化Ⅲ

中国語演習言語と文化Ⅳ

韓国語演習言語と文化Ⅰ

フランス語演習言語と文化Ⅳ

スペイン語演習言語と文化Ⅰ

スペイン語演習言語と文化Ⅱ

スペイン語演習言語と文化Ⅲ

スペイン語演習言語と文化Ⅳ

韓国語演習コミュニケーションⅠ

韓国語演習コミュニケーションⅡ

韓国語演習コミュニケーションⅢ

韓国語演習コミュニケーションⅣ

韓国語演習コミュニケーションⅤ

ドイツ語演習言語と文化Ⅰ

ドイツ語演習言語と文化Ⅱ

ドイツ語演習言語と文化Ⅲ

ドイツ語演習言語と文化Ⅳ

フランス語演習言語と文化Ⅰ

フランス語演習言語と文化Ⅱ

フランス語演習言語と文化Ⅲ

中国語演習コミュニケーションⅣ

中国語演習コミュニケーションⅤ

スペイン語演習コミュニケーションⅣ

スペイン語演習コミュニケーションⅤ

中国語演習コミュニケーションⅠ

中国語演習コミュニケーションⅡ

中国語演習コミュニケーションⅢ

フランス語演習コミュニケーションⅣ

フランス語演習コミュニケーションⅤ

スペイン語演習コミュニケーションⅠ

スペイン語演習コミュニケーションⅡ

スペイン語演習コミュニケーションⅢ

ドイツ語演習コミュニケーションⅣ

ドイツ語演習コミュニケーションⅤ

フランス語演習コミュニケーションⅠ

フランス語演習コミュニケーションⅡ

フランス語演習コミュニケーションⅢ

ドイツ語演習コミュニケーションⅠ

ドイツ語演習コミュニケーションⅡ

ドイツ語演習コミュニケーションⅢ

ドイツ語演習プレゼンテーションⅡ

韓国語演習検定対策Ⅰ

韓国語演習検定対策Ⅱ

韓国語演習検定対策Ⅲ

韓国語演習検定対策Ⅳ

ドイツ語演習プレゼンテーションⅠ

スペイン語演習検定対策Ⅳ

中国語演習検定対策Ⅰ

中国語演習検定対策Ⅱ

中国語演習検定対策Ⅲ

中国語演習検定対策Ⅳ

フランス語演習検定対策Ⅲ

フランス語演習検定対策Ⅳ

スペイン語演習検定対策Ⅰ

スペイン語演習検定対策Ⅱ

スペイン語演習検定対策Ⅲ

ドイツ語演習検定対策Ⅱ

ドイツ語演習検定対策Ⅲ（未開講）

ドイツ語演習検定対策Ⅳ（未開講）

フランス語演習検定対策Ⅰ

フランス語演習検定対策Ⅱ

韓国語演習言語と文化Ⅰ

韓国語演習言語と文化Ⅱ

韓国語演習言語と文化Ⅲ

韓国語演習言語と文化Ⅳ

ドイツ語演習検定対策Ⅰ

スペイン語演習言語と文化Ⅳ

中国語演習言語と文化Ⅰ

中国語演習言語と文化Ⅱ

中国語演習言語と文化Ⅲ

中国語演習言語と文化Ⅳ

フランス語演習言語と文化Ⅲ

フランス語演習言語と文化Ⅳ

スペイン語演習言語と文化Ⅰ

スペイン語演習言語と文化Ⅱ

スペイン語演習言語と文化Ⅲ

フランス語演習言語と文化Ⅰ

フランス語演習言語と文化Ⅱ

韓国語演習コミュニケーションⅡ

韓国語演習コミュニケーションⅢ

韓国語演習コミュニケーションⅣ

韓国語演習コミュニケーションⅤ（未開講）

ドイツ語演習言語と文化Ⅰ

スペイン語演習コミュニケーションⅠ

スペイン語演習コミュニケーションⅡ

スペイン語演習コミュニケーションⅢ

スペイン語演習コミュニケーションⅣ

スペイン語演習コミュニケーションⅤ（未開講）

中国語演習コミュニケーションⅠ

中国語演習コミュニケーションⅡ

中国語演習コミュニケーションⅢ

中国語演習コミュニケーションⅣ

中国語演習コミュニケーションⅤ（未開講）

韓国語演習コミュニケーションⅠ

フランス語演習コミュニケーションⅢ

フランス語演習コミュニケーションⅣ

フランス語演習コミュニケーションⅤ（未開講）

ドイツ語演習コミュニケーションⅢ

ドイツ語演習コミュニケーションⅣ

ドイツ語演習コミュニケーションⅤ（未開講）

フランス語演習コミュニケーションⅠ

フランス語演習コミュニケーションⅡ

ドイツ語演習コミュニケーションⅠ

ドイツ語演習コミュニケーションⅡ

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

全
学
共
通
科
目
・
外
国
語
・
初
修
外
国
語
科
目

全
学
共
通
科
目
・
外
国
語
・
初
修
外
国
語
科
目

ドイツ語演習言語と文化Ⅱ

ドイツ語演習言語と文化Ⅲ（未開講）

ドイツ語演習言語と文化Ⅳ（未開講）
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必
　
修

選
　
択

自
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教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

― 0 176 0 0 0 0 0 0 39 ― 0 176 0 0 0 0 0 0 41

1前後 2 4 1前後 2 4

1前後 2 1 1前後 2 1

1前後 2 1 1前後 2 1

1前後 2 1 1前後 2 1

1後 2 1 1前後 2 1

1前後 2 2 1前後 2 3

2前後 2 2 2前後 2 2

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 休講 2 0

2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前後 2 1 2前後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

― 0 24 0 0 0 0 0 0 12 ― 0 26 0 0 0 0 0 0 12

1前後 2 5 1前後 2 5

1後 2 2 1後 2 2

2前後 2 1 2前後 2 6

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 2 2後 2 2

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

― 0 22 0 0 0 0 0 0 9 ― 0 22 0 0 0 0 0 0 11

1前 2 3 1前 2 3

1後 2 2 1後 2 2

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1

休講 2 0

― 0 14 0 0 0 0 0 0 8 ― 0 18 0 0 0 0 0 0 7

1後 2 5 1前 2 19

1後 2 19 1後 2 19

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1前 2 1

― 0 12 0 0 0 0 0 0 19 ― 0 12 0 0 0 0 0 0 19

全
学
共
通
科
目
・
技
能
・
キ

ャ
リ
ア
教
育
科

目

キャリアプランニング

ビジネストレーニングセミナー

キャリアセミナー

グローバルキャリアセミナー

キャリア発展講義

日本企業の現状と展望

インターンシップ準備講座

インターンシップ実習

発展インターンシップ準備講座

発展インターンシップ実習

Global Career Ｄｅｓｉｇｎ

小計（11科目）

全
学
共
通
科
目
・
技
能
・
情
報
基
盤

科
目

全
学
共
通
科
目
・
技
能
・
健

康
・
ス
ポ
ー

ツ
科
目

健康・スポーツ演習Ａ

健康・スポーツ演習Ｂ

スポーツと科学

健康と科学

スポーツと文化

スポーツと社会

小計（6科目）

情報基礎

情報活用Ａ

情報活用Ｂ

情報活用Ｃ

情報活用Ｄ

情報活用Ｅ

情報活用Ｆ

小計（7科目）

実践日本語表現

実践話し方入門

日本語表現講義

実践漢字講座

語彙・読解講座

古典に学ぶ日本語表現

実用文書の作り方・情報の伝え方

テーマ別日本語表現（文芸をたのしむ）

テーマ別日本語表現（成蹊俳句教室）

テーマ別日本語表現（源氏物語を読む）

テーマ別日本語表現（文章表現を磨く）

テーマ別日本語表現（話し方を磨く）

小計（12科目）

世界の言語（タイ語Ⅰ)

世界の言語（タイ語Ⅱ）

世界の言語（イタリア語Ⅰ)

世界の言語（イタリア語Ⅱ）

小計（101科目）

中国語演習プレゼンテーションⅡ

韓国語演習プレゼンテーションⅠ

韓国語演習プレゼンテーションⅡ

世界の言語（ロシア語Ⅰ)

世界の言語（ロシア語Ⅱ）

フランス語演習プレゼンテーションⅠ

フランス語演習プレゼンテーションⅡ

スペイン語演習プレゼンテーションⅠ

スペイン語演習プレゼンテーションⅡ

中国語演習プレゼンテーションⅠ

全
学
共
通
科
目
・
技
能
・
健

康
・
ス
ポ
ー

ツ
科
目

健康・スポーツ演習Ａ

健康・スポーツ演習Ｂ

スポーツと科学

健康と科学

スポーツと文化

スポーツと社会

小計（6科目）

全
学
共
通
科
目
・
技
能
・
情
報
基
盤

科
目

情報基礎

情報活用Ａ

情報活用Ｂ

情報活用Ｃ

情報活用Ｄ

情報活用Ｅ

情報活用Ｆ

Python 入門

データサイエンス入門（未開講）

小計（9科目）

小計（13科目）

全
学
共
通
科
目
・
技
能
・
キ

ャ
リ
ア
教
育
科

目

キャリアプランニング

ビジネストレーニングセミナー

キャリアセミナー

グローバルキャリアセミナー

キャリア発展講義

日本企業の現状と展望

インターンシップ準備講座

インターンシップ実習

発展インターンシップ準備講座

発展インターンシップ実習

Global Career Ｄｅｓｉｇｎ

小計（11科目）

全
学
共
通
科
目
・
技
能
・
日
本
語
力
科
目

実践日本語表現

実践話し方入門

日本語表現講義

実践漢字講座

語彙・読解講座

古典に学ぶ日本語表現

実用文書の作り方・情報の伝え方

テーマ別日本語表現（文芸をたのしむ）

テーマ別日本語表現（成蹊俳句教室）（未開講）

テーマ別日本語表現（キャンパスで俳句）

テーマ別日本語表現（源氏物語を読む）

テーマ別日本語表現（文章表現を磨く）

テーマ別日本語表現（話し方を磨く）

小計（101科目）

世界の言語（ロシア語Ⅱ）

世界の言語（タイ語Ⅰ)

世界の言語（タイ語Ⅱ）

世界の言語（イタリア語Ⅰ)

世界の言語（イタリア語Ⅱ）

中国語演習プレゼンテーションⅠ

中国語演習プレゼンテーションⅡ

韓国語演習プレゼンテーションⅠ

韓国語演習プレゼンテーションⅡ

世界の言語（ロシア語Ⅰ)

フランス語演習プレゼンテーションⅠ

フランス語演習プレゼンテーションⅡ

スペイン語演習プレゼンテーションⅠ

スペイン語演習プレゼンテーションⅡ

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

全
学
共
通
科
目
・
外
国
語
・
初
修
外
国
語
科
目

全
学
共
通
科
目
・
外
国
語
・
初
修
外
国
語
科
目

全
学
共
通
科
目
・
技
能
・
日
本
語
力
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前後 2 3 1前後 2 2

1前後 2 2 1前後 2 2

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前後 2 1 2 1前後 2 1 2

1前後 2 2 1前後 2 2

1前後 2 4 1前後 2 4

1前後 2 3 1前後 2 3

1前後 2 3 1前後 2 3

1前後 2 2 1前後 2 2

1前後 2 2 1前後 2 2

― 0 22 0 0 1 0 0 0 21 ― 0 22 0 0 1 0 0 0 21

1前後 2 1 1前後 2 1

1前後 2 2 1前後 2 2

1前後 2 2 1前後 2 2

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前後 2 1 1前後 2 1

1前後 2 1 1後 2 2

1後 2 1 1前後 2 1

1前 2 2 1前 2 3

1後 2 3 1後 2 3

1前後 2 2 1前後 2 2

― 0 24 0 2 0 0 0 0 14 ― 0 24 0 2 0 0 0 0 15

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前後 2 1 1後 2 1

1前 2 2 1前 2 2

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 休講 2 0

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 2 1後 2 2

1後 2 1

休講 2 0

休講 2 0

― 0 28 0 0 0 0 0 0 16 ― 0 34 0 0 0 0 0 0 16

2前 2 1 2前 2 1 0

2後 2 1 0 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前後 2 1 2前後 2 1 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

― 0 20 0 2 0 0 0 0 7 ― 0 20 0 2 0 0 0 0 7

全
学
共
通
科
目
・
持
続
社
会
探
究
・
環

境
・
地
域

地球と環境

気象と地球環境

自然環境と文明

日本列島の歴史と災害

日本の国土と社会

外国の自然と社会Ａ

外国の自然と社会Ｂ

地域づくり論

環境科学トピックス（生命と環境）

環境科学トピックス（食料と環境）

小計（10科目）

物質の究極像

人間と進化

脳科学と心

天文学入門

薬はなぜ効くか

身の回りの科学

科学史

科学技術の発展と歴史

サイエンス・トピックス（熱と光の科学）

サイエンス・トピックス（物質の科学）

サイエンス・トピックス（数の世界）

サイエンス・トピックス（生命の科学）

サイエンス・トピックス（文系のための数学）

サイエンス・トピックス（文系のための科学実験）

小計（14科目）

全
学
共
通
科
目
・
教
養
基
礎
・
社
会
科
学

政治学の基礎

社会学と現代

日本国憲法

市民生活と法Ａ

市民生活と法Ｂ

現代のマスメディア

社会心理学入門

企業と社会

学校と社会

近現代日本史Ａ

近現代日本史Ｂ

現代社会の地理

小計（12科目）

全
学
共
通
科
目
・
教
養
基
礎
・
人
文
学

哲学の基礎

倫理学の基礎

現代社会と哲学

現代社会と倫理学

文学への招待

芸術への招待

カルチュラル・スタディーズ

心理学の基礎

自己理解の心理学

教育原理

教育心理学

小計（11科目）

地球と環境

気象と地球環境

自然環境と文明

日本列島の歴史と災害

日本の国土と社会

外国の自然と社会Ａ

外国の自然と社会Ｂ

地域づくり論

環境科学トピックス（生命と環境）

環境科学トピックス（食料と環境）

小計（10科目）

AI 入門（未開講）

統計分析入門（未開講）

小計（17科目）

全
学
共
通
科
目
・
教
養
基
礎
・
自
然
科
学

物質の究極像

人間と進化

脳科学と心

天文学入門

薬はなぜ効くか

身の回りの科学

科学史（未開講）

科学技術の発展と歴史

サイエンス・トピックス（熱と光の科学）

サイエンス・トピックス（物質の科学）

サイエンス・トピックス（文系のための数学）

サイエンス・トピックス（文系のための科学実験）

データサイエンスのための基礎数学

サイエンス・トピックス（数の世界）

サイエンス・トピックス（生命の科学）

全
学
共
通
科
目
・
教
養
基
礎
・
社
会
科
学

政治学の基礎

社会学と現代

日本国憲法

市民生活と法Ａ

市民生活と法Ｂ

現代のマスメディア

社会心理学入門

企業と社会

学校と社会

近現代日本史Ａ

兼
任
・
兼
担

全
学
共
通
科
目
・
教
養
基
礎
・
自
然
科
学

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置

全
学
共
通
科
目
・
教
養
基
礎
・
人
文
学

哲学の基礎

倫理学の基礎

現代社会と哲学

現代社会と倫理学

文学への招待

近現代日本史Ｂ

現代社会の地理

小計（12科目）

芸術への招待

カルチュラル・スタディーズ

心理学の基礎

自己理解の心理学

教育原理

教育心理学

小計（11科目）

全
学
共
通
科
目
・
持
続
社
会
探
究
・
環

境
・
地
域
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

2前後 2 1 2後 2 2

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 2

2後 2 1 2後 2 2

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 休講 2 0

2後 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

― 0 30 0 1 0 0 0 0 12 ― 0 30 0 1 0 0 0 0 13

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 0

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前後 2 2

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

― 0 20 0 0 0 0 0 0 9 ― 0 20 0 0 0 0 0 0 9

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1前 2 4

休講 2 0 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 2 1後 2 2

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前後 2 3 1前後 2 3

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 2 1後 2 3

2前 2 1 2前 2 2

― 0 26 0 0 0 0 0 0 15 ― 0 26 0 0 0 0 0 0 21

4 483 0 5 1 0 0 0 198 4 495 0 5 1 0 0 0 217

全
学
共
通
科
目
・
持
続
社
会
探
究
・
実
践

成蹊を知る

情報保障とボランティア

野外自然教育論（未開講）

地元学実践演習

武蔵野地域研究

武蔵野市寄附講座

大学生活と相互理解

成蹊グローバルセミナーＡ

成蹊グローバルセミナーＢ

武蔵野地域連携セミナー

Global Studies Seminar Ⅰ(Academic Study Abroad Preparation）

Global Studies Seminar Ⅱ（Global Citizenship）

Global Studies Seminar Ⅲ（Japanese Culture)

小計（13科目）

全学共通科目　小計（266科目）

異文化理解トピックス（イスラーム世界）

小計（15科目）

全
学
共
通
科
目
・
持
続
社
会
探
究
・
人

権
・
共
生

裁判と社会

生命倫理と法

地域福祉論

人権とジェンダー

こころの健康と臨床

高齢者福祉論（名称変更）

福祉社会に生きる

特別支援教育概論

共生社会トピックス（アートと社会）

共生社会トピックス（日本女性史）

小計（10科目）

全
学
共
通
科
目
・
持
続
社
会
探
究
・
国
際
理
解

戦後の日本と世界

近現代のアジアＡ

近現代のアジアＢ

近現代の欧米Ａ

近現代の欧米Ｂ

中東地域史

現代の国際政治

グローバル経済論

国際文化交流論

異文化理解トピックス（ドイツ語圏）

異文化理解トピックス（フランス語圏）

異文化理解トピックス（スペイン語圏）

異文化理解トピックス（中国語圏）

異文化理解トピックス（韓国語圏）

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置

全学共通科目　小計（272科目）

全
学
共
通
科
目
・
持
続
社
会
探
究
・
実
践

成蹊を知る

情報保障とボランティア

野外自然教育論

地元学実践演習

武蔵野地域研究

武蔵野市寄附講座

大学生活と相互理解

成蹊グローバルセミナーＡ

成蹊グローバルセミナーＢ

武蔵野地域連携セミナー

Global Studies Seminar Ⅰ(Academic Study Abroad Preparation）

Global Studies Seminar Ⅱ（Global Citizenship）

Global Studies Seminar Ⅲ（Japanese Culture)

小計（13科目）

小計（15科目）

全
学
共
通
科
目
・
持
続
社
会
探
究
・
人

権
・
共
生

裁判と社会

生命倫理と法（未開講）

地域福祉論

人権とジェンダー

こころの健康と臨床

高齢者福祉論（名称変更）

福祉社会に生きる

特別支援教育概論

共生社会トピックス（アートと社会）

共生社会トピックス（日本女性史）

小計（10科目）

全
学
共
通
科
目
・
持
続
社
会
探
究
・
国
際
理
解

戦後の日本と世界

近現代のアジアＡ

近現代のアジアＢ

近現代の欧米Ａ

近現代の欧米Ｂ

中東地域史

現代の国際政治

グローバル経済論

国際文化交流論

異文化理解トピックス（ドイツ語圏）（未開講）

異文化理解トピックス（フランス語圏）

異文化理解トピックス（スペイン語圏）

異文化理解トピックス（中国語圏）

異文化理解トピックス（韓国語圏）

異文化理解トピックス（イスラーム世界）

科目
区分

授業科目の名称

兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2  3 1 1 7 1前 2  3 2 1 1 5

2前 2 1 0 2前 2 1 0 2

3前 2 7 0 3前 2 7 0

3後 2 7 0 3後 2 7 0

3通 4 1 3通 4 1

4通 4 7 0 4通 4 7 0

10 6 0 7 1 0 1 0 7 10 6 0 9 2 1 1 0 7

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2後 2 1 1

2前 2 1 2前後集中 2 1 4

2前 2 1 1 2後 2 1 1

2前 2 1 0 2後 2 1 0

0 16 0 5 0 0 0 0 2 0 16 0 6 0 1 0 0 6

2前 2 1 2後 2 1 0

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2後 2 1

2前 2 1 1 2前 2 1 0

2前 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2後 2 1

2前 2 1 休講 2 0

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1

2集中 2 0 1

－ 0 18 0 3 0 0 0 0 4 － 0 22 0 3 2 0 0 0 2

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 0 1 1前 2 0 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

－ 0 16 0 1 0 0 1 0 5 － 0 16 0 1 0 0 1 0 5

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 0 2後 2 1 0

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 0 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 0 1

2前 2 1 1 2前 2 0 1

2前 2 1 2後 2 1 0

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

－ 0 24 0 3 0 0 1 0 7 － 0 24 0 1 0 1 1 0 7

1後 2 1 1後 2 1 0

2後 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1 0

2後 2 1 2後 2 1 0

2前 2 1 2前 2 1 0

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2後 2 1 0

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2後 2 1

2前 2 1

2後 2 1

－ 0 26 0 3 0 0 0 0 3 － 0 30 0 3 1 0 0 0 3

経済史の基礎

現代日本経済

数量経済史

日本経済史Ａ

日本経済史Ｂ

西洋経済史Ａ

西洋経済史Ｂ

比較経済史

経済学史

地域経済史

社会思想史

社会史

総合特殊講義（家族関係と法）

小計（13科目）

専
門
科
目
・
基
盤
科
目
・
基
盤
Ⅱ

中級ミクロ経済学

中級マクロ経済学

中級経済数学

中級計量経済学

ゲーム理論

応用計量経済学

国際マクロ経済学

行動経済学

情報の経済学

経済発展論

人口学

社会学

小計（12科目）

専
門
科
目
・
基
盤
科
目
・
基
盤

Ｉ

初級ミクロ経済学Ⅰ

初級マクロ経済学Ⅰ

初級統計学Ⅰ

初級経済数学

初級ミクロ経済学Ⅱ

初級マクロ経済学Ⅱ

初級統計学Ⅱ

社会経済地理学

小計（8科目）

エリア・スタディーズＡ

エリア・スタディーズＢ

文化と経済（欧米世界）

国際理解ゼミナール

Special Lectures on International Communications

Special Lecture on Global Economy

グローバル特殊講義（国際労働市場）

グローバル特殊講義（統計でまなぶ世界経済）

外国語短期研修

小計（9科目）

専

門

科

目

・

サ

ス

テ

ナ

ビ

リ

テ

ィ
研

究

科

目

・

地

域

コ

ミ

ュ
ニ

テ

ィ
経

済

科

目

フィールドワークの技法

社会調査の技法

地域研究法

情報分析ゼミナール（産業連関分析）

実践ゼミナールＡ

実践ゼミナールＢ

コミュニティ研究ゼミナール

ＧＩＳゼミナール

小計（8科目）

専
門
科
目
・
ゼ
ミ
ナ
ー

ル

科
目

基礎ゼミナール

プレゼンテーション演習

上級ゼミナールⅠ

上級ゼミナールⅡ

経済学ワークショップ

卒業研究

小計（6科目）

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数

初級統計学Ⅰ

初級経済数学

初級ミクロ経済学Ⅱ

初級マクロ経済学Ⅱ

初級統計学Ⅱ

社会経済地理学

小計（8科目）

小計（15科目）

専
門
科
目
・
総
合
科
目
・
制
度
･
歴
史

経済史の基礎

現代日本経済

数量経済史

日本経済史Ａ

日本経済史Ｂ

西洋経済史Ａ

西洋経済史Ｂ

比較経済史

経済学史

地域経済史

社会思想史

社会史

総合特殊講義（家族関係と法）

総合特殊講義（国境の経済史）

総合特殊講義（社会哲学入門）

人口学

社会学

専
門
科
目
・
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ

ィ
研
究
科

目
・
グ
ロ
ー

バ
ル
経
済
科
目

エリア・スタディーズＡ

エリア・スタディーズＢ

文化と経済（欧米世界）

国際理解ゼミナール

Special Lectures on International Communications

Special Lecture on Global Economy

グローバル特殊講義（国際労働市場）

グローバル特殊講義（統計でまなぶ世界経済）（未開講）

グローバル特殊講義（教養力から英語へ）

グローバル特殊講義（比較都市史）

外国語短期研修

小計（11科目）

専

門

科

目

・

サ

ス

テ

ナ

ビ

リ

テ

ィ
研

究

科

目

・

地

域

コ

ミ

ュ
ニ

テ

ィ
経

済

科

目

フィールドワークの技法

社会調査の技法

地域研究法

情報分析ゼミナール（多変量解析）（名称変更）

実践ゼミナールＡ

実践ゼミナールＢ

コミュニティ研究ゼミナール

ＧＩＳゼミナール

小計（8科目）

専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

専
門
科
目
・
ゼ
ミ
ナ
ー

ル

科
目

基礎ゼミナール

プレゼンテーション演習

上級ゼミナールⅠ

上級ゼミナールⅡ

経済学ワークショップ

卒業研究

小計（6科目）

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数

小計（12科目）

専
門
科
目
・
基
盤
科
目
・
基
盤

Ｉ

初級ミクロ経済学Ⅰ

初級マクロ経済学Ⅰ

専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

専
門
科
目
・
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ

ィ
研
究
科

目
・
グ
ロ
ー

バ
ル
経
済
科
目

専
門
科
目
・
総
合
科
目
・
制
度
･
歴
史

専
門
科
目
・
基
盤
科
目
・
基
盤
Ⅱ

中級ミクロ経済学

中級マクロ経済学

中級経済数学

中級計量経済学

ゲーム理論

応用計量経済学

国際マクロ経済学

行動経済学

情報の経済学

経済発展論



22

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授
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教
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手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前後 2 15

2前 2 1 2前 2 1

0 8 0 0 0 0 0 0 4 0 8 0 0 0 0 0 0 18

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 0 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2後 2 1

2後 2 1

－ 0 20 0 3 0 0 0 0 3 － 0 22 0 3 0 0 0 0 5

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2後 2 1

2後 2 1 1 2前 2 0 1

－ 0 12 0 2 0 0 0 0 3 － 0 12 0 1 0 0 0 0 3

2前 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 0 1

2前 2 1 0 2前 2 1 0

2前 2 1 2前 2 1

2前  2 1 2前  2 1

2前  2 1 2前  2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1

－ 0 20 0 4 0 0 0 0 4 － 0 22 0 4 0 0 0 0 6

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1 0

2前 2 1 2前 2 1 0

2後 2 1 2後 2 1 0

2前 2 1 2前 2 1 0

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

－ 0 20 0 1 0 0 0 0 4 － 0 20 0 1 0 1 0 0 4

2前 2 1 2後集中 2 2

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前後 2 2

2後 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前後 2 3

2前  2 1 2前後  2 2

2後 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前  2 1 2前  2 2

－ 0 18 0 0 0 0 0 0 8 － 0 18 0 0 0 0 0 0 11

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後  2 1 0 2後  2 1 0

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2前 2 1

－ 0 16 0 2 0 0 0 0 4 － 0 16 0 2 0 0 0 0 4

専
門
科
目
・
広
域
基
礎
科
目

日本史概論Ⅰ

日本史概論Ⅱ

世界史概論Ⅰ

世界史概論Ⅱ

人文地理学

自然地理学

地誌学

現代の政治学

小計（8科目）

専
門
科
目
・
応
用
発
展
科
目
・
E
A
G
L
E

国
際
教
養
科
目

International Business

Japanese Economy

Current Topics in
Business and

International Relations

Regional Studies

Current Topics in
Global Issues

Japanese
Contemporary Issues

Japanese Traditional Culture

Current Topics in World
Affairs

小計（9科目）

専
門
科
目
・
応
用
発
展
科
目
・
公
共
政

策
科
目

財政学Ａ

財政学Ｂ

公共経済学

教育経済学

社会保障論Ａ

社会保障論Ｂ

医療経済学

ベーシック民法

公共政策特殊講義

政策課題演習

小計（10科目）

環境経済学Ａ

環境経済学Ｂ

都市経済学

経済地理学Ａ

経済地理学Ｂ

地球環境問題

資源経済学

環境と法

地域・環境特殊講義（環境社会学の基礎）

地域・環境特殊講義（交通経済学）

小計（10科目）

専
門
科
目
・
応
用
発
展
科

目
・
金
融
経
済
科
目

ファイナンスＡ

ファイナンスＢ

金融論Ａ

金融論Ｂ

金融に関する法律

国際金融論

小計（6科目）

産業組織論Ａ

産業組織論Ｂ

組織の経済学

法と経済

国際経済学Ａ

国際経済学Ｂ

労働経済学

企業を取り巻く法律

企業経済特殊講義（観光と経済）

企業経済特殊講義（企業の社会的責任）

小計（10科目）

専
門
科
目
・
総
合

科
目
・
社
会
理
解

労働法

企業会計

社会理解実践講義

経済実務講義

小計（4科目）

専
門
科
目
・
広
域
基
礎
科
目

日本史概論Ⅰ

日本史概論Ⅱ

世界史概論Ⅰ

世界史概論Ⅱ

人文地理学

自然地理学

地誌学

現代の政治学

小計（8科目）

専
門
科
目
・
応
用
発
展
科
目
・
E
A
G
L
E

国
際
教
養
科
目

International Business

Japanese Economy

Current Topics in Business and Economics

International Relations

Regional Studies

Current Topics in Global Issues

Japanese Contemporary Issues

Japanese Traditional Culture

Current Topics in World Affairs

小計（9科目）

専
門
科
目
・
応
用
発
展
科
目
・
公
共
政

策
科
目

財政学Ａ

財政学Ｂ

公共経済学

教育経済学

社会保障論Ａ

社会保障論Ｂ

医療経済学

ベーシック民法

公共政策特殊講義

政策課題演習

小計（10科目）

専
門
科
目
・
応
用
発
展
科
目
・
地
域
･
環
境

科
目

環境経済学Ａ

環境経済学Ｂ

都市経済学

経済地理学Ａ

経済地理学Ｂ

地球環境問題

資源経済学

環境と法

地域・環境特殊講義（環境社会学の基礎）

地域・環境特殊講義（交通経済学）

地域・環境特殊講義（環境と社会システム）

小計（11科目）

国際金融論

小計（6科目）

専
門
科
目
・
応
用
発
展
科
目
・
企
業
経
済
科

目

産業組織論Ａ

産業組織論Ｂ

組織の経済学

法と経済

国際経済学Ａ

国際経済学Ｂ

労働経済学

企業を取り巻く法律

企業経済特殊講義（観光と経済）

企業経済特殊講義（企業の社会的責任）

企業経済特殊講義（日本経営史）

小計（11科目）

ファイナンスＢ

金融論Ａ

専
門
科
目
・
総
合

科
目
・
社
会
理
解

労働法

企業会計

社会理解実践講義

経済実務講義

小計（4科目）

専
門
科
目
・
応
用
発
展
科

目
・
金
融
経
済
科
目

ファイナンスＡ

金融論Ｂ

金融に関する法律

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

専
門
科
目
・
応
用
発
展
科
目
・
企
業
経
済
科

目

専
門
科
目
・
応
用
発
展
科
目
・
地
域
･
環
境

科
目
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3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

－ 0 0 14 0 0 0 0 0 4 － 0 0 14 0 0 0 0 0 4

1前後 2 1 1前後 2 1

2前 2 1 2後 2 1

3前 2 2 3前後 2 2

3前 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3後 2 1

2前 2 4 2前後 2 3

1集中 2 2 1後 2 1

1後 2 1

2前 2 2 2後 2 2

1前 2 1

3後 1 3 3後 1 3

4通 5 3 4通 5 3

4通 3 3 4通 3 3

4後 2 4 4後 2 4

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

－ 0 0 39 0 0 0 0 0 9 － 0 0 43 0 0 0 0 0 11

－ 10 220 53 9 1 0 1 0 49 － 10 232 57 9 2 1 1 0 77

－ 14 703 0 9 1 0 1 0 237 － 14 727 57 9 2 1 1 0 279

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・  認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教育課程等の概要」を確認してください。

　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任、兼担教員が担当する科目を含む。）を

　　　　黒字で記入してください。その上で、各年度については、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても科目名の後ろに「（未開講）」として記入してください。

　　　・　１ページ目には認可時又は届出時と報告年度２つの表を記入してください。

　　　・　不要な年度（令和２年度開設であれば令和元年度）の表は適宜削除してください。

　　　　（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）

　　　・　専門職大学等の場合、「実験、実習又は実技による授業科目」には「【※】」、「臨地実務実習」による授業科目には「【臨】」、

　　　　　「連携実務演習」による授業科目には「【連】」を授業科目の名称の右側に記入してください。

教
職
の
教
科
及
び
教
職
に
関
す
る
科
目

社会科・公民科教育法

地理歴史科教育法

公民科教育法

小計（18科目）

教職論

教育課程論

道徳教育の指導法

総合的な学習の時間の指導法

特別活動の指導法

教育方法論

生徒・進路指導論

教育相談

教育実習論

教育実習（中・高）

教育実習（高）

教職実践演習（中・高）

社会科教育法Ａ

社会科教育法Ｂ

社会科・地理歴史科教育法

教
職
課
程
の
大
学
が
独
自
に

設
定
す
る
科
目

教職特論演習Ⅰ

教職特論演習Ⅱ

学校経営と学校図書館

学校図書館メディアの構成

学習指導と学校図書館

読書と豊かな人間性

情報メディアの活用

小計（7科目）

小計（20科目）

専門科目　小計（146科目）

合計（418科目）

社会科教育法Ｂ

社会科・地理歴史科教育法

社会科・公民科教育法

地理歴史科教育法

公民科教育法

教
職
の
教
科
及
び
教
職
に
関
す
る
科
目

教職論

教育課程論

道徳教育の指導法

総合的な学習の時間の指導法

特別活動の指導法

教育方法論

生徒・進路指導論

生徒指導論

教育相談

進路指導論

教育実習論

教育実習（中・高）

教育実習（高）

教職実践演習（中・高）

社会科教育法Ａ

教
職
課
程
の
大
学
が
独
自
に

設
定
す
る
科
目

教職特論演習Ⅰ

教職特論演習Ⅱ

学校経営と学校図書館

学校図書館メディアの構成

学習指導と学校図書館

読書と豊かな人間性

情報メディアの活用

小計（7科目）

卒業要件及び履修方法

　　　　

４年以上在学し、かつ、次のすべての要件を満たした上で、124単位以上を修得する
こと。
（１）全学共通科目にあっては、次の要件を満たした上で28単位以上修得すること。
①「外国語（英語科目、初修外国語科目）」「技能（日本語力科目、キャリア教育科
目、情報基盤科目、健康・スポーツ科目）」から16単位以上（このうち英語科目を必
修４単位を含め６単位以上）
②「教養基礎」「持続社会探究」から８単位以上

（２）現代経済学科専門科目にあっては、次の要件を満たした上で76単位以上修得
すること。
①「ゼミナール科目」：必修科目10単位
②「サステナビリティ研究科目」
地域コミュニティ経済科目：6単位以上
グローバル経済科目：6単位以上
③「基盤科目」
基盤Ⅰから12単位以上および基盤Ⅱから6単位以上含み、基盤ⅠとⅡの合計が20
単位以上
④「総合科目」：制度・歴史から4単位以上を含み、6単位以上
⑤「応用発展科目」
企業経済科目、金融経済科目、地域・環境科目、公共政策科目から各4単位以上を
含み、26単位以上
（３）卒業に必要な単位124単位のうち、（１）（２）から規定単位数を差し引いた残り20
単位については、（１）（２）において規定単位数以上を修得した科目の単位を合計
する。

（履修科目の登録の上限：40単位（年間））

専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

卒業要件及び履修方法

合計（404科目）

専門科目　小計（138科目）

４年以上在学し、かつ、次のすべての要件を満たした上で、124単位以上を修得す
ること。
（１）全学共通科目にあっては、次の要件を満たした上で28単位以上修得すること。
①「外国語（英語科目、初修外国語科目）」「技能（日本語力科目、キャリア教育科
目、情報基盤科目、健康・スポーツ科目）」から16単位以上（このうち英語科目を必
修４単位を含め６単位以上）
②「教養基礎」「持続社会探究」から８単位以上

（２）現代経済学科専門科目にあっては、次の要件を満たした上で76単位以上修得
すること。
①「ゼミナール科目」：必修科目10単位
②「サステナビリティ研究科目」
地域コミュニティ経済科目：6単位以上
グローバル経済科目：6単位以上
③「基盤科目」
基盤Ⅰから12単位以上および基盤Ⅱから6単位以上含み、基盤ⅠとⅡの合計が20
単位以上
④「総合科目」：制度・歴史から4単位以上を含み、6単位以上
⑤「応用発展科目」
企業経済科目、金融経済科目、地域・環境科目、公共政策科目から各4単位以上を
含み、26単位以上
（３）卒業に必要な単位124単位のうち、（１）（２）から規定単位数を差し引いた残り20
単位については、（１）（２）において規定単位数以上を修得した科目の単位を合計
する。

（履修科目の登録の上限：40単位（年間））

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数
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（１）－②授業科目表に関する変更内容
　　　　

【令和２年度】

　　　　

【令和３年度】

　　　　

【令和４年度】

（注）・  ２（１）ー① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、

　　　　授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。

　　　・　不要な年度（令和２年度開設であれば令和元年度）の表は適宜削除してください。

　　　　

（別紙　EC令2-1）のとおり。

　　　　

（別紙　EC令3-1）のとおり。

　　　　

（別紙　EC令4-1）のとおり。
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科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに、［　］内に、設置時の計画からの増減を
　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

27 424

[　0　] [　19　] [　2　] [　21　]

3898 370 25 403 8

計

（２） 授業科目数

設置時の計画 変更状況
備考

必修 選択 自由 計（Ａ） 必修 選択 自由
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１ グローバル特殊講義（統計でまなぶ世界経済） 2 2前 専門 選択

２ Cross Cultural Communication Skills 2 2前後 一般 選択

３ テーマ別日本語表現（成蹊俳句教室） 2 2前 一般 選択

４ 環境科学トピックス（食料と環境） 2 2後 一般 選択

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。
　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については記入しないでください。

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　設置時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する大学の所見、

　　　　学生への周知方法、今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

　　　　ください。

未開講となった科目(上記（3）-１)は同科目として別途３科目を開講している。（上記（3)‐２～
４）については、次年度以降に開講する予定であり、学生の履修機会は確保できると考えられる。な
お、当該学生には、履修登録前にポータルサイト等で周知済みである。

（３） 未開講科目

未開講の理由，代替措置の有無

担当予定者が出講を辞退したため。同「グローバル特殊講義」として別途３科目を開講。

担当予定者が急遽出講を辞退したため。2023年度は開講予定。

担当予定者が急遽退職したため。2023年度は開講予定。

　　　　ください。

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

別途（俳句作りをたのしむ）を開講するため、学生の履修に影響なし。

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

（４） 廃止科目

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」として記入してください。

廃止の理由，代替措置の有無
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（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

4

403

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように
　　　　留意してください。

％
設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）

未開講科目（３）と廃止科目（４）の計
＝ ＝ 0.99
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備考

成蹊小学校
（必要面積10,620
㎡)(収容定員：720人)
と共用

トラスコンガーデンの
耐震及び一部取壊しの
ため(4)
大学13号館解体のため
(3)

大学全体

実験実習室：用途変更
による増室のため。
(4)
演習室：院生用研究室
に用途変更のため。
(3)
実験実習室：大学13号
館解体のため(3)
情報処理学習施設：実
験実習室に用途変更し
たため。(3)

1室について、語学学
習施設から情報処理学
習施設に用途変更した
ため（2）。

(１) 区　　 分

校 舎 敷 地 0㎡ 51,241.63㎡ 130,058.41㎡78,816.78㎡

（92,528.93㎡）

(２) 校　　　　　舎

成蹊中学校
（必要面積12,924
㎡)(収容定員：801人)
と共用

新設学部等の名称 室　　　　　　数

経済学部　現代経済学科 室
14
15
14

３　施設・設備の整備状況，経費

令和4年3月末で1名退職
のため。(4)
令和2年4月 現代経済学
科
専任准教授１名を新規採
用のため（2）

0㎡
88,405.82㎡
88,573.57㎡
92,528.93㎡

（92,528.93㎡）

174,653.84㎡ 237,813.30㎡

計

88,405.82㎡
88,573.57㎡
92,528.93㎡

0㎡

（　　　　　　0㎡） （　　　　　　0㎡）

校
　
　
地
　
　
等

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

運動場用地

小　　　計

区　　　　　分

166,397.63㎡

内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

専　　　用

482,379.78㎡

語学学習施設

（補助職員0人）

5室
6室

情報処理学習施設

7室
9室
8室

（補助職員0人）

69,912.64㎡

87,580.85㎡ 0㎡ 18,671.01㎡

236,310.27㎡

0㎡ 246,069.51㎡

180室
179室
211室

講　義　室

70室
(３) 教　　室　　等

演　習　室

(４) 専任教員研究室

39室
46室

69,912.64㎡

実験実習室

成蹊高等学校
（必要面積13,704
㎡)(収容定員：966人)
と共用

237,813.30㎡そ　の　他

合　　　計

8,256.21㎡

106,251.86㎡

0㎡
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大学全体での共用分図書

179,214〔44,851〕
(172,298〔44,332〕)
(86,127〔12,096〕)
(82,300〔12,091〕)
(83,820〔11,786〕)

（変更理由）
変更理由は、「７その他
全般的事項」（１）設置
計画変更事項等記載
(2)。

図書：計画通り、図書を
購入したため(3)
学術雑誌：電子ジャーナ
ルに移行するため(3)
電子ジャーナル：海外の
出版社による電子資料の
価格高騰のため。(3)
視聴覚資料：算出方法を
見直し、改めて集計した
ため。(3)
大学全体での共用分図
書：請求記号（本学図書
館の分類方法）を変更し
たため。(3)

図書：複本の除籍のた
め。(4)
学術雑誌：契約の見直し
のため。(4)
電子ジャーナル：契約の
見直しのため。(4)
視聴覚資料：新規購入及
び寄贈受入のため。(4)
機械・器具：図書館内設
置のパソコン台数を減ら
したため。パソコン台数
は十分に確保しているた
め、このことによる支障
はない。(4)
大学全体での共用分図
書：新規購入及び寄贈受
入のため。外国書につい
ては、複本の除籍のため
減少した。(4)

2020年2月に関係する書
架
のすべての点検を行った
結果、収納可能冊数が変
更となった。(2)

閲覧座席数について、図
書館外にある飲食スペー
スの座席等を含めていた
ため、当該座席分を減じ
た。(3)

冊

788〔300〕　

視聴覚資料

（67,267〔33,361〕）
（66,763〔33,192〕）
（67,069〔33,291〕）
（64,589〔33,277〕）

(0)

電子ジャーナル

70,049〔33,974〕　

図　　書 学術雑誌

〔うち外国書〕

〔うち外国書〕

機械・器具 標　　本
〔うち外国書〕

73〔73〕　 29,937 284 0

73〔73〕　

（　788〔300〕）
（　88〔29〕）
（　79〔25〕）
（　85〔31〕）

点 点点

　

図
書
・
設
備

(５)

計

788〔300〕　

種

経済学部

70,049〔33,974〕　

（67,267〔33,361〕）
（66,763〔33,192〕）
（67,069〔33,291〕）
（64,589〔33,277〕）

（　788〔300〕）
（　88〔29〕）
（　79〔25〕）
（　85〔31〕）

850
1032

（73〔73〕）
（118〔118〕）
（74〔74〕）
（56〔56〕）

（27,265）
（39,718）
（9,935）
（10,086）

（284）
（252）
（231）

収 納 可 能 冊 数

29,937 284 0

（284）
（252）
（231）

(0)

（27,265）
（39,718）
（9,935）
（10,086）

面　　　　　積 閲 覧 座 席 数

（73〔73〕）
（118〔118〕）
（74〔74〕）
（56〔56〕）

1,390,000
1,700,000

(６) 図　　書　　館

新設学部等
の名称

11,925.03㎡
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届出学部全体

図書費には電子ジャー
ナル・データベースの
整備費（運用コストを
含む）を含む。

変更理由は、「７その
他全般的事項」（１）
設置計画変更事項等に
記載。(2)

共同研究費等につい
て、過年度実績及び次
年度の研究プロジェク
トの計画に基づき予算
を設定しているため予
算の増減が発生する。
実績・計画に基づく変
更のため、これによる
研究環境への影響は
ない。(3)

教員１人当り研究費等：
刊行物購入費が増加傾向
にあることから、当研究
費も増加している。(4)
図書購入費：図書購入費
は減少しているが、刊行
物購入費は増加傾向にあ
る。図書と刊行物の購入
費の合計では支出額に大
きな増減はなく研究・教
育環境への影響はない。
(4)

共同研究費等：過年度実
績及び次年度の研究プロ
ジェクトの計画に基づき
予算を設定しているため
予算の増減が発生する。
(4)
設備購入費：中期的な教
育環境整備計画に基づき
設備費を算出するが、詳
細の設計にあたり見込額
が変動するため増減が発
生する。(4)

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少、建築計画の遅延）がある場合には、「建築等設置計画変更書」

　　　　を併せて提出してください。

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

　　　・　「(５)図書・設備」については、上段に完成年度の予定数値を、下段には令和４年５月１日現在の数値を記入してください。

（注）・　設置時の計画を、申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合、　　　　

―　千円

学生１人当り
納付金

第１年次 第２年次 第３年次

1,300千円 1,100千円

第４年次 第５年次

面　　　　　積

7,372千円
5,211千円

1,100千円 ―　千円

1,068千円
1,017千円

設備購入費

図書購入費

1,100千円

1,068千円
1,017千円
1,055千円

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

経費
の見
積り

学生納付金以外の維持方法の概要 私立大学等経常費補助金、資産運用収入、雑収入等

区　　　　分 開設年度

共 同 研 究 費 等
1,305千円
1,360千円

1,305千円
1,117千円
1,122千円
1,024千円

8,209千円
20,733千円

第６年次

8,209千円
26,948千円

8,209千円
21,014千円
19,974千円

7,372千円
5,276千円

7,372千円
5,940千円
5,146千円

開設年度完成年度 区　　分

5,006.6㎡
野球場 1面、サッカー場 1面、テ
ニスコート 1面、卓球場 1棟

体育館以外のスポーツ施設の概要

ハンドボールコート 1面、アー
チェリー射場 1面、弓道場 1面

開設前年度 完成年度

(７) 体　　育　　館

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては、変更部分を赤字で見え消し修正するとともに、

　　　　その理由及び報告年度「（４）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は、その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお、「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を、その他の

(８) 教員１人当り研究費等
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４．既設大学等の状況

大 学 の 名 称 　成　蹊　大　学 学生募集停止学科数 4
平均入学定員超
過率1.3倍以上の
学科等数

0 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

令和４年度
入学定員
超過率

定員変更
年度（AC期間の

学科のみ）

開設
年度

所　在　地

年 人 年次 人 倍 倍 年度 年度 年度

人

経済学部 4 ‐ ‐ 500 - - - - 昭和43 -
令和2年学生募集
停止

経済経営学科 4 ‐ ‐ 500 学士
(経済学)

- - - 平成16
東京都武蔵野市吉祥寺
北町三丁目３番１号

令和2年学生募集
停止

経済学部 4 230 ‐ 920 - 1.01 1.02 - 令和2 - 令和2年設置

　経済数理学科 4 80 ‐ 320 学士
(経済学)

1.00 0.93 - 令和2 同上 令和2年設置

　現代経済学科 4 150 ‐ 600 学士
(経済学)

1.01 1.06 - 令和2 同上 令和2年設置

理工学部 4 420 ‐ 1680 - 1.05 1.24 - 平成17 -

 物質生命理工学科 4 ‐ ‐ 383 学士
(理工学)

- - - 平成17 同上
令和4年学生募集
停止

 情報科学科 4 ‐ ‐ 434 学士
(理工学)

- - - 平成17 同上
令和4年学生募集
停止

 ｼｽﾃﾑﾃﾞｻﾞｲﾝ学科 4 ‐ ‐ 383 学士
（工学）

- - - 平成17 同上
令和4年学生募集
停止

 理工学科 4 420 ‐ 1680 学士
(理工学)

1.24 1.24 令和4 令和4 同上 令和4年設置

文学部 4 420 ‐ 1680 - 1.00 1.01 - 昭和40 -

 英語英米文学科 4 121 ‐ 493 学士
（文学）

0.99 1.00 - 昭和40 同上 令和2年度入学定員減（9人）

 日本文学科 4 84 ‐ 342 学士
（文学）

1.01 1.01 - 昭和40 同上 令和2年度入学定員減（6人）

 国際文化学科 4 110 ‐ 440 学士
（文学）

1.00 1.00 - 平成12 同上

 現代社会学科 4 105 ‐ 425 学士
（文学）

1.01 1.01 - 平成12 同上 令和2年度入学定員減（5人）

法学部 4 440 ‐ 1760 - 1.04 1.05 - 昭和43 -

 法律学科 4 280 ‐ 1120 学士
（法学）

1.03 1.10 - 昭和43 同上

 政治学科 4 160 ‐ 640 学士
(政治学)

1.04 0.98 - 昭和43 同上

経営学部 4 290 ‐ 1160 - 1.06 1.02 - 令和2 - 令和2年設置

　総合経営学科 4 290 ‐ 1160 学士
(経営学)

1.06 1.02 - 令和2 同上 令和2年設置

大学全体 4 1800 7200 1.03 1.08 - - -
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大 学 の 名 称 学生募集停止学科数 0
平均入学定員超
過率1.3倍以上の
学科等数

0 備　　考

年 人 年次 人 倍 倍 年度 年度 年度

人

理工学研究科 - - - - - - - - 平成21 -

　理工学専攻（博士前期課程） 2 70 - 140

修士（理
工学）又
は修士
（工学）

0.83 0.74 - 平成21 同上

　理工学専攻（博士後期課程） 3 10 - 30

博士（理
工学）又
は博士
（工学）

0.13 0.10 - 平成21 同上

経済経営研究科 - - - - - - - - 平成19 -

　経済学専攻（博士前期課程） 2 6 - 12 修士
(経済学)

0.24 0.16 - 平成19 同上

　経済学専攻（博士後期課程） 3 3 - 9 博士
(経済学)

0.11 0.00 - 平成19 同上

  経営学専攻（博士前期課程） 2 10 - 20 修士
(経営学)

0.50 0.50 - 平成19 同上

  経営学専攻（博士後期課程） 3 3 - 9 博士
(経営学)

0.00 0.00 - 平成19 同上

法学政治学研究科 - - - - - - - - 昭和45 -

  法律学専攻（博士前期課程） 2 8 - 16 修士
（法学）

0.12 0.25 - 昭和45 同上

  法律学専攻（博士後期課程） 3 4 - 12 博士
（法学）

0.00 0.00 - 昭和47 同上

  政治学専攻（博士前期課程） 2 4 - 8 修士
(政治学)

0.12 0.00 - 昭和47 同上

  政治学専攻（博士後期課程） 3 2 - 6 博士
(政治学)

0.00 0.00 - 昭和48 同上

文学研究科 - - - - - - - - 昭和46 -

  英米文学専攻（博士前期課程） 2 8 - 16 修士
（文学）

0.18 0.12 - 昭和46 同上

  英米文学専攻（博士後期課程） 3 4 - 12 博士
（文学）

0.16 0.00 - 平成10 同上

  日本文学専攻（博士前期課程） 2 8 - 16 修士
（文学）

0.49 0.62 - 昭和46 同上

  日本文学専攻（博士後期課程） 3 4 - 12 博士
（文学）

0.08 0.25 - 平成3 同上

  社会文化論専攻（博士前期課程） 2 8 - 16 修士
（学術）

0.24 0.37 - 平成3 同上

  社会文化論専攻（博士後期課程） 3 4 - 12 博士
（学術）

0.25 0.50 - 平成3 同上

大学院全体（博士前期課程） 2 122 - 244 - 0.60 0.56 - - -

大学院全体（博士後期課程） 3 34 - 102 - 0.09 0.11 - - -

　成　蹊　大　学　大　学　院

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地
編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

令和４年度
入学定員
超過率
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大 学 の 名 称 学生募集停止学科数 0
平均入学定員超
過率1.3倍以上の
学科等数

0 備　　考

年 人 年次 人 倍 倍

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者が既に設置している全ての大学、大学院、短期大学及び

　　　　高等専門学校についてそれぞれの学校ごとに、報告年度の５月１日現在の状況を記入してください（専攻科及び別科を除く）。

　　　・学部の学科または研究科の専攻等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　・本年度ＡＣ対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

　　　・「平均入学定員超過率」には、報告年度（令和４年度）から起算した修業年限に相当する期間の

　　　　入学定員超過率の平均を記載してください。

　　　・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を

　　　　記入してください。

開設
年度

学位又
は称号

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

所　在　地既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

平均入学
定員

超過率

令和４年度
入学定員
超過率

該当なし。



個人情報を含むため公表しません。（P.34～P.63）

５　教員組織の状況

＜経済学部　現代経済学科＞

（１）ー① 担当教員表
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（１）ー②担当教員表に関する変更内容

　　　　 　　　　

　　　　 　　　　

（注）・  変更内容を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　不要な年度（令和２年度開設であれば令和元年度）の表は削除せず、斜線を入れてください。

　　　　 　　　　

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は、当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画変更書」を提出し、

　　　　大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（ＡＣ教員審査）を受けてください。ＡＣ教員審査を受けずに専任教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」と記入してください。

　　　　なお、設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は、「教員審査省略」と記入してください。

【令和２年度】
（別紙　EC令2-2）のとおり。

【令和３年度】
（別紙　EC令3-2）のとおり。

【令和４年度】
（別紙　EC令4-2）のとおり。
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（注）・　大学設置基準第十三条別表第一、短期大学設置基準第二十二条別表第一イにより算出される専任教員数を記入してください。

（注）・「設置時の計画」には、設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに、（　）内に開設時の状況を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の状況」には、報告年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の状況」には、認可で設置された学部等の場合は、「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、

　　　　教員審査を受審済みであり、完成年度までに就任する教員数を加えた数を、届出で設置された学部等の場合は、

　　　　「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、完成年度までに就任することが決定している教員数を加えた数を記入するとともに、

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の計画」には、予定されている完成年度時の人数を記入するとともに、

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

（注）・「年齢構成」には、当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません）、

　　　　及び、報告年度の５月１日現在、定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている
　　　　教員数及び完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。
　　　・なお、職位等によって定年年齢が異なる場合には、職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入
　　　　し、「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ）
設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

報告時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告時）の状況（Ｂ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ'）
設置時の計画（Ａ'）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　（２）－⑥　設置時の計画に対する助手充足率

=
0

= #DIV/0! ％
0

［0］

0

［0］

0 0

0

助手
（Ｃ'）

助手
（Ｄ'）

（0） （10）

1 13

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｃ）

設置時の計画

現在（報告時）の完成年度時の状況 現在（報告時）の完成年度時の計画

（0）

［0］ ［1］ ［2］ ［0］ ［3］

8 2 2 1 13

［0］ ［3］

8 2 2 1 13

（9） （1） （0）

10 5

（２） 専任教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

完成年度時における
設置基準上の必要専

任教員数

うち、完成年度時に
おける設置基準上の

必要教授数

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ａ）
助　教

計
（Ｂ）

准教授 講　師教　授

現在（報告時）の状況

助手
（Ｂ'）

助手
（Ａ'）

名 名

　　　　

　（２）－②　専任教員等数【大学】

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｄ）

8 1

歳 名 名

年齢構成

2

　（２）－③　年齢構成

0 1 10
8 2

［0］ ［1］ ［2］

定年規定の定める
定年年齢（歳）

報告時（上記
（Ｂ））の教員の
うち、定年を延長
して採用している

教員数

完成年度時（上記
（Ｃ））の教員う
ち、定年を延長し
て採用する教員数

65 0 1

　（２）－⑤　現在（報告時）の状況における定年を延長している教員構成率

=
0

= ％
13

0

　（２）－④　設置時の計画に対する教員充足率

=
13
10

= 130 ％
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時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

　（３）－③　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（３）－③合計（Ｄ）+（Ｆ）
（２）－②設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

（注）・（３）－①、（３）－②で赤字で記載した専任教員数の合計数を記載してください。

番　号

選択

選択

選択

中級計量経済学

応用計量経済学

産業組織論Ａ

産業組織論Ｂ

教授 鷹岡　澄子

基礎ゼミナール

③の合計数（c）

合計（Ｄ） 後任補充状況の集計（Ｅ）

職　位

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合、赤字にて記入するとともに、

選択

必修 0

選択

必修

選択

自由自由 0

0 0

0必修 0

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

科目

選択

①の合計数（a）

科目

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

0 自由 0

必修

必修

2

基礎ゼミナール

選択

自由

科目

①

助教 庄司　俊章

合計（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｇ）

0

人

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

必修

組織の経済学

辞任等の理由

科目

後任補充状況

R4.4.1付学部内教員所属の変更の為（４）

担当予定科目

自由自由

計 計計

卒業研究 ①

0

0

①

科目

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

１

法と経済 ①

必修

①

①

選択

0

①

②

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

後任補充状況 就任辞退（未就任）の理由担当予定科目

該当なし

職　位 専任教員氏名

必修

辞任等した教員数

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

（注）・　一度就任した後に、定年による退職以外の理由で辞任した全ての専任教員についてに記入してください。

0

4 選択

必修

0

自由 0

計 13 科目 計 9 計 4

　（３）－⑤　令和３年度報告書から、新たに辞任等した専任教員等の状況

合計（Ｄ）＋（Ｆ）

2 人

0

③の合計数（c）

2 人

計

①の合計数（a） ②の合計数（b）

必修 5 科目 必修

計

4

5

4 選択

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

9 計

必修 0

計 04

8 科目

0 科目

13 科目 計

必修

0

選択 8

（３） 専任教員辞任等の理由

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）就任を辞退した教員数

0

初級マクロ経済学Ⅰ

0

0

0

番　号

①の合計数（a）

専任教員氏名

②の合計数（b）

0

0 0

必修・選択・自由の別

必修・選択・自由の別

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

選択

必修

選択 ②R4.3

R4.3

R4.3.31付助教任期満了の為（４）

必修 上級ゼミナールⅠ ①

必修 上級ゼミナールⅡ ①

自由

5

4 選択 0

選択 中級マクロ経済学 ②

②選択

選択

必修

科目 選択

②の合計数（b）

後任補充状況の集計（Ｅ）＋（Ｇ）

0

選択

③の合計数（c）

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

5

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

辞任した教員数

2 人

0自由

自由 0 科目 自由 0 自由

0

　（３）－④　設置時の計画に対する教員辞任率

= = 20 ％
2
10
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する大学の所見、学生への周知方法、

任期満了や所属の変更に関して、学生への周知は特段行っていないが、すでに後任となる教員が就任し、必修である「基礎ゼミナール」
等を担当しているため、学生の履修等への影響はない。そのほかの選択科目についても、後任の専任教員や兼担・兼任教員が担当し、教
育上支障がない。

　（３）－⑥　定年により退職した専任教員に対する後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由

該当なし

合計 後任補充状況の集計

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計 0

（注）・　定年により退職した全ての専任教員についてに記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

0
0 自由 0

計 0 科目 計 0 計 0

選択 0 選択 0

自由 0

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

科目 自由 0 自由

0 必修 0 必修 0

選択 0 科目 選択 0
人

必修 0 科目 必修
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区　　　分
今後の

の実施計画

認　可　時

該当なし。 該当なし。

（令和元年）

設置計画履行状況

調　査　結　果 該当なし。 該当なし。

（令和２年）

設置計画履行状況

調　査　結　果 該当なし。 該当なし。

（令和３年）

　　　　具体的に記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査結果」には、当該調査の実施年度の年を記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査結果」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を

　　　　全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的に記入してください。

　　　　その履行状況等の参考となる資料があれば、添付してください。

　　　・　「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。

　　　・　該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。

　　　　寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。） と、それに対する履行状況等について、

（注）・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は

６　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等

該当なし。

該当なし。

履　行　状　況

該当なし。
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況、今後の見通しなど

該当なし

７　その他全般的事項

＜経済学部　現代経済学科＞

（１） 設置計画変更事項等

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

ＦＤについては、本学部では　（別紙　EC令4-3）のとおり、ＦＤ委員会を設置している。
また、ＳＤについては、本学では学部ごとではなく全学体制で行っている。

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で、設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

　ａ　実施内容

　上記のＦＤ委員会で内容を策定したＦＤ研修会について、令和3年度は、「オンデマンド型授業についての意見交換」
をテーマとして実施した。その他、授業研究会（高橋史郎先生の担当科目「財務会計」）も実施した。

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

本学部のＦＤ委員会については、令和3年度までは本学部、経済学部（令和2年度学生募集停止）及び経営学部合同で
行ったが、令和4年度以降は本学部単体で年間16回開催する予定である。
また、委員会は、学部長、大学評議員、学科主任、教務委員長、教務副委員長の役職者等及び役職に就いていない本学
部専任教員のうちから学部長が指名する若干名で構成され、概ね全ての回に全構成員が参加している。

　ｃ　委員会の審議事項等

ＦＤ委員会の審議事項は、規則において、次のように定めている。
（１）本学部における教育活動の改善に関する事項
（２）学生による授業評価の結果分析及び活用に関する事項
（３）ＦＤ活動の点検・評価に関する事項
（４）その他学部長が必要と認めた事項

この定めに基づき、令和3年度のＦＤ委員会では、次の事項についての審議等を行った。
・ＦＤ研修会の年間計画の策定
・ＦＤ研修会の内容策定、運営、報告
・FD活動報告書
・FD委員会の開催日時
・授業研究会
・ティーチングアウォード（教員顕彰）候補者選定、推薦
・研究倫理
・授業評価アンケート関係（実施、結果の分析、セルフレビュー）
・シラバス関係（取りまとめ、第三者チェック）
・授業改善に向けた各種調査結果の活用、報告

②　実施状況



70

【ＳＤ】

　ａ　実施内容

　ｂ　実施方法

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　ｂ　教員や学生への公開状況、方法等

アンケート結果の集計後、学期ごとに大学ホームページにて公開している。

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には、関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には、実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

大学全体として、前期末及び後期末に実施している。

　ｂ　実施方法

FD研修会：オンライン形式及び動画配信
授業研究会：オンライン形式

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

ＦＤ研修：令和3年6月24日に実施した研修会には、ほぼ全員（46名）が参加した。
授業研究会：令和3年6月28日の4限に実施した研究会には、4名が参加した。

成蹊大学SD（Staff Development）実施方針を定め（別紙　EC令4-4）、これに基づき、毎年度、実施計画を策定し、実
施している。令和3年度は、全8回実施した。

研修テーマは、大学の教育研究活動及び教学マネジメントに関し、より適切かつ効果的な運営ができるよう、職員が必
要な知識及び技能を習得するとともに、その能力及び資質の向上をめざすという目的（方針）を達成するため、以下の
いずれかに該当するものとする。
　①　３つのポリシーに基づく本学の自己点検・評価と内部質保証に関するもの
　②　教学マネジメントに関わる専門的職員の育成に関するもの
　③　大学改革に関するもの
　④　学生の厚生補導に関するもの
　⑤　業務領域の知見の獲得を目的とするもの（総務、財務、人事、企画、教務、研究等）
　⑥　その他（本学独自の業務に関するもの、時流に対応したもの等）

令和3年度は、オンライン（Zoomを利用）、オンラインと一部対面を併用したハイフレックス及びオンデマンドで実施し
た。

令和3年度に開催したSDは、次のとおりである。なお、参加者数については、教員・職員分け隔てなく参加募集をしてい
ることもあり、分けての集計は行っていない。
第１回「新型コロナウイルス感染症対策について　－臨床の現場から、対面授業拡大と感染症対策の両立を考える－」
参加数：70名
第２回「『企業は新卒採用において「学修成果」をどのように評価するのか』「成蹊大学の学修成果」及び「企業が
『大学が示す学修成果の情報』に期待すること」について」参加数：22名
第３回「本学における感染症対策について」(オンデマンド動画形式）視聴者数：42名
第４回「大学におけるカルト宗教の勧誘とその対策について」参加数：70名（島根県立大学、西南学院大学との合同開
催）
第５回「アカデミック動画配信と著作権」参加数：44名
第６回「内部質保証と大学認証評価について」参加数：67名
第７回「大学生の自殺予防のために教職員ができること－コロナ禍の心理的影響を踏まえて－」参加数：49名
第８回「高校生が抱く「成蹊大学」のイメージ　～リクルート［進学ブランド力調査］から～」参加数：43名

ＦＤ研修：リアルタイムならびにオンデマンド参加を設定し、ほぼ全員である46名が参加した。研修会を通じて、多く
の参加者がオンデマンドによる授業配信方法を理解できた、大変参考になった、との回答が得られた。特に、オンデマ
ンド形式でも、学生同士のディスカッション機会や教員からのフィードバックも実現できることが確認でき、有意義な
研修会となった。
授業研究会：授業観察の直後に実施された授業研究会にて、下記の意見が出された。
 他の教員の授業の進め方や工夫が理解できて参考になった。
 zoom機能の活用方法を知ることができ、特にチャットを利用することでリモートでも学生が不安にならない環境づく
りができることが分かった。
 オンラインでもCourse Powerとの併用で充実した授業を展開できることを学んだ。

いずれの参加者からも、有意義な機会であるとの声が挙がった。
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（３） 教育課程連携協議会に関する事項

　※専門職大学、専門職短期大学、専門職学科、専門職大学院以外は「該当なし」と記入ください。

該当なし。
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　　　　いて記入してください。

大学全体の自己点検・評価報告書として、令和６年度はじめ（認証評価結果受領後）に公表予定（令和４年度に報告書
を作成し、令和５年度に公益財団法人大学基準協会での認証評価を受ける予定）。

　ｂ　公表方法

大学ホームページ上に公開予定（令和６年４月を予定）

　　　　　なお、「②　自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また、「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

③　認証評価を受ける計画

令和５年度に公益財団法人大学基準協会による認証評価を受ける予定である。

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

経済学部現代経済学科の設置の趣旨・目的については、設置３年目においては、特に次の３点の理由から、十分達成し
ているものと思われる。

１　定員充足の状況
開設３年目となる2022年度入試においては、定員150名のところ、一般入試、ＡＯ入試、各種推薦入試を通しての志願者
数が2,246名（定員に対する志願者数：およそ14.9倍）、受験者数が2,118名、合格者数が556名（実質倍率はおよそ3.8
倍）と、それぞれ高い倍率を示した。
このことは、設置にあたり入学志願者の動向等の分析が適切になされた結果であるとともに、本学科の教育課程に一定
の魅力を感じてもらえた結果といえる。
依然、歩留まりの見通しが難しいところがあったが、160名の新入生の他、新型コロナウイルス感染症による特設追試を
経た１名の新入生を迎えることができた。

２　教員組織の変更
令和４年３月末で、教授１名が経営学部に異動、また助教１名が契約終了（更新無し）となった。これに対して、令和
４年４月に、２名の教員の採用（うち講師１名、助教１名）を行った。
この結果、経済学部現代経済学科の専任教員は、教授８名、准教授２名、講師２名、助教１名の13名体制となった（設
置計画時は10名）。

３　学部運営等
設置後の２年間に引き続き第３年度も学生募集という点では何ら問題なく推移している。設置後の２年間は、新型コロ
ナウイルス感染拡大の影響を大きく受けた。初年度には、他大学に先駆けて４月の早い時期にオンライン授業の実施を
決定し、当初予定の学年暦通りの週数で授業を運営し、本学部の設置の趣旨・目的に掲げた教育から逸れることがな
く、学科を始動させることができた。第２年度の令和３年度においては、１年次生、２年次生ともに演習科目を中心に
対面授業の再開を開始し、緊急事態宣言（４月下旬より５月末まで）の解除後には、対面授業の実施科目を拡大させ
た。第３年度の令和４年度においては、履修者数概ね150名を超える大規模科目（本学科の学生が履修する学部開講科目
としては６科目のみ）を除けば、通常通りの授業運営となっている。
設置３年目を迎え、３年次生向けのゼミナール科目も開講されており、学生の学びを一層深めるために、学部教員、学
科教員が一致団結して努力を続けている。

（４） 自己点検・評価等に関する事項
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※設置計画が各大学等が社会に対して着実に実現していく構想を表したものであることに鑑み、

　設置計画履行状況報告書については、各大学等のウェブサイトに公表するなど、積極的な情報提供をお願いします。

　ａ　公表予定の有無　　〔　　　有　　　・　　　無　　　〕

≪ａで「有」の場合≫

　ｄ　公表しない理由　　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　ｂ　公表（予定）時期　〔　調査結果公表後１ヶ月以内　・　公表後２～３ヶ月以内　・　公表後３ヶ月以降　〕

≪ａで公表「無」の場合≫

（５） 情報公表に関する事項

○　設置計画履行状況報告書（令和４年度）

　ｃ　公表方法　　　　　〔　ウェブサイトへの掲載　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　〕
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